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  全教職員でグランドデザインをつくる ポイント① 

平成２９年に告示された学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」の理念に基づき、めざす

べき教育の在り方を家庭や地域と共有し、その連携及び協働のもとに教育課程の編成についての基

本的な方針を、家庭や地域とも共有していくことが示されています。

そのため、各学校においては、教育目標に照らしながら各教科等の授業のねらいを改善したり、

教育課程の実施状況を評価したりすることが可能となるよう、各学校が設定する教育目標は具体性

を有するものであることが求められています。

学校教育目標の設定のポイント 
（１）法律及び学習指導要領に定められた目的や目標を前提とするものであること。 

（２）教育委員会の規則、方針等に従っていること。

（３）学校として育成を目指す資質・能力が明確であること。

（４）学校や地域の実態等に即したものであること。

（５）教育的価値が高く、継続的な実践が可能なものであること。

（６）評価が可能な具体性を有すること。

グランドデザイン策定の手順 

① 学校教育目標・重点目標の決定

② 学校教育目標を「育成をめざす資質・能力」 

の３つの柱で具体的・分析的に描き直す。

③ ②の資質・能力の育成に向けて、どのような

教育活動を、どのような教育資源を活用しな

がら、どのように実施していくのかを明らか

にする。

グランドデザイン（学校教育全体構想図）策定にあたっては、学校教育目標の実現に向けて、学校の教

育活動全体を視野に入れ、児童生徒の実態、学校や地域の特性などを明らかにした上で、校長のリー

ダーシップのもと、全教職員が関わって協議し、共有することが大切です。 

小学校の例 

企画会議やグループ会議等を通じ

て、すべての教職員がグランドデザイ

ンの策定に携わっていきましょう。

 校長によるグランドデザインの決定、全教職員へ

の提示のあと、全教職員で共通理解を図ります。 

「小学校学習指導要領」解説総則編（平成２９年）P.47 

「中学校学習指導要領」解説総則編（平成２９年）P.48 

    1  学校教育目標とグランドデザインの策定 序編

全教科、全単元を俯瞰し、関連付けた単元配列表の作成

学びのプロセスを意識した単元計画の作成

すべての教職員がグランドデザインの策定に携わることで、学校の取組の方向性を意識・共有

することになり、１年を通じて、全教職員が教育活動の改善・充実を図ることにつながります。

中学校の例

義務教育学校の例

グランドデザインの策定・全教職員の共通理解

＜グランドデザインの内容例＞

・学校教育目標と年度の重点目標

・何が身に付いているのか

・何ができるようになるか

・何を学ぶか

・どのように学ぶか

・子どもの発達をどのように支援するか

・実施するために何が必要か 等

グランドデザインをもとに、
各教科等、各学年・学級の指導
計画につなげていきます。
このことにより、カリキュラ
ム・マネジメントの確立へとつ
ながります。

保護者・地域の方との共有

序
　
編

― 1 ― ― 2 ―



  全教職員でグランドデザインをつくる ポイント① 

平成２９年に告示された学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」の理念に基づき、めざす

べき教育の在り方を家庭や地域と共有し、その連携及び協働のもとに教育課程の編成についての基

本的な方針を、家庭や地域とも共有していくことが示されています。

そのため、各学校においては、教育目標に照らしながら各教科等の授業のねらいを改善したり、

教育課程の実施状況を評価したりすることが可能となるよう、各学校が設定する教育目標は具体性

を有するものであることが求められています。

学校教育目標の設定のポイント 
（１）法律及び学習指導要領に定められた目的や目標を前提とするものであること。 

（２）教育委員会の規則、方針等に従っていること。

（３）学校として育成を目指す資質・能力が明確であること。

（４）学校や地域の実態等に即したものであること。

（５）教育的価値が高く、継続的な実践が可能なものであること。

（６）評価が可能な具体性を有すること。

  グランドデザイン策定の手順 

① 学校教育目標・重点目標の決定

② 学校教育目標を「育成をめざす資質・能力」 

の３つの柱で具体的・分析的に描き直す。

③ ②の資質・能力の育成に向けて、どのような

教育活動を、どのような教育資源を活用しな

がら、どのように実施していくのかを明らか

にする。

グランドデザイン（学校教育全体構想図）策定にあたっては、学校教育目標の実現に向けて、学校の教

育活動全体を視野に入れ、児童生徒の実態、学校や地域の特性などを明らかにした上で、校長のリー

ダーシップのもと、全教職員が関わって協議し、共有することが大切です。 

小学校の例 

企画会議やグループ会議等を通じ

て、すべての教職員がグランドデザイ

ンの策定に携わっていきましょう。

 校長によるグランドデザインの決定、全教職員へ

の提示のあと、全教職員で共通理解を図ります。 

「小学校学習指導要領」解説総則編（平成２９年）P.47 

「中学校学習指導要領」解説総則編（平成２９年）P.48 

    1  学校教育目標とグランドデザインの策定 序編

全教科、全単元を俯瞰し、関連付けた単元配列表の作成 

学びのプロセスを意識した単元計画の作成 

すべての教職員がグランドデザインの策定に携わることで、学校の取組の方向性を意識・共有

することになり、１年を通じて、全教職員が教育活動の改善・充実を図ることにつながります。

中学校の例 

義務教育学校の例 

グランドデザインの策定・全教職員の共通理解 

＜グランドデザインの内容例＞

・学校教育目標と年度の重点目標 

・何が身に付いているのか 

・何ができるようになるか 

・何を学ぶか 

・どのように学ぶか 

・子どもの発達をどのように支援するか 

・実施するために何が必要か    等 

 グランドデザインをもとに、
各教科等、各学年・学級の指導
計画につなげていきます。 
 このことにより、カリキュラ
ム・マネジメントの確立へとつ
ながります。 

保護者・地域の方との共有 

序
　
編

― 1 ― ― 2 ―



「カリキュラム・マネジメント」とは、「教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育

活動の質の向上を図っていくこと」であり、各学校においては、校長の方針のもとに、校務分掌

に基づき教職員が適切に役割を分担しつつ、相互に連携しながら、各学校の特色を生かしたカリ

キュラム・マネジメントを行うよう努めることが求められています。

       全教職員でカリキュラム・マネジメントを確立する 

カリキュラム･マネジメントの３つの側面

①学校教育目標を踏まえた教科等横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組み

立てていくこと →各教科等の教育内容を相互の関係でとらえ、組織的・計画的に配列する。

②子どもたちの姿や地域の現状に関するデータ等に基づき、教育課程のPDCAサイクルを確立

すること    →学校評価とも関連付け、教育内容の質の向上につなげる。

③人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用し、教育課程の改善を図ること

→教育内容と資源の効果的な組み合わせを検討する。

２ カリキュラム・マネジメントの充実 

ポイント① 

各学校の児童生徒の姿や地域の実情等と指導内容を照らし合わせ、学校教育目標の具現化のた

め、教育課程や年間指導計画等の効果的な実施について、教科等や学年を越えて、学校全体で取り

組んでいくことが大切です。

文部科学省資料「学習指導要領改訂の方向性」（青枠内）をもとに作成

学習評価を通じた 

  学習指導の改善 

教育課程の編成 教育課程の実施 

実施するために何が必要か学校の指導体制の充実 家庭・地域との連携・協働 

学習指導要領改訂の方向性とカリキュラム・マネジメントの関連

序編        学校全体を見通し、教育活動をつなぐ  

 
 
 

単元配列表を作成する際には、学校教育目標の実現を念頭に置き、各教科等で行われ  

る一つ一つの単元が、1 年間でどのように実施されるのかを俯瞰しながら、個別の教科等

における学びや人（児童生徒・教職員・保護者・地域等）、生活がどのように結びついて

いくのかを意識して作成します。  

 
例：１年間を見通した単元配列表   

（２期制の小学校５年生  総合的な学習の時間を中核とした場合）  

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

各教科等の単元計画  

 教育課程全体を俯瞰して、教科等横断的な視点から教育活動の改善及び教科等や学

年を越えた実践が求められています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人を「つなぐ」 

1 年間の期を「つなぐ」 

課題と成果を  

次年度に「つなぐ」 

単元を「つなぐ」 

カリキュラム・マネジメントは、学校の組織力を高める観点から学校の組織や経営の
在り方を見直すものでもあります。教育課程を軸にしながら、学校教育目標実現に向け
て、すべての教職員が参画して、創意工夫していきましょう。 

暮
ら
し
と
「
つ
な
ぐ
」 

鳥取市立醇風小学校では、単元配

列表を「視覚的カリキュラム」と表

現し、全学年が作成しています。  

詳しくは、「授業づくり編」P.32 を参照し
てください。  

カリキュラムを「つなぐ」 

ポイント② 

教
科
を
「
つ
な
ぐ
」 

体
験
と
言
語
を
「
つ
な
ぐ
」 

 一人一人の子どもの学びは、個別の教科内で閉じ
るものではなく、それぞれの学びが相互に関連付
き、つながり合っているものです。学校においては、
全単元を関連付けながら適切かつ効率的にカリキ
ュラムを管理することによって、様々な人・教科・
領域等・学年等を「つなぐ」ことができます。  
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   ３ 校(園)内研修の充実に向けて 序編

校内研修が充実すると…
■ 学校組織全体が活性化する。

■ 教職員の一体感が生まれる。

■ 教職員一人一人の資質能力が高まる。

■ めざす児童生徒の姿の具現化が図られる。

■ 保護者・地域からの信頼度が上がる。

まずは教職員の意識改革を…
■ 研修したことをその後の子どもへの指導に生かすという意識をもつ。

■ 研修によって、学校がめざす方向へ変わっていくという意識をもつ。

■ みんなで取り組むことで学校全体への波及効果が現れるという意識をもつ。

２つの研修場面 

①ＯＪＴ（普段の仕事を通しての研修） 

・ルーチン業務   ・日常の打合せ

・学年の話合い

②集合研修（校内で設定した研修） 

・課題を共有化した研修計画の作成

・教職員の力量を高める授業研究

・学校の多様な課題に対応する研修

校内研修充実のために 

① 管理職の意識（研修の重要性）

・人材育成の視点

・教職員の指導力の向上

② 研究主任の役割と動き 

・学校経営方針や重点事項の理解と周知

・優先順位を考えた具体策の明確化

・教職員の課題意識の把握

校内研修は、学校の課題の解決や教職員の資質・能力の向上をめざして、学校全体で計画

的・組織的に取り組む研修活動です。学校教育目標の実現に向けて、共通理解を図り、具体的

な研修を進めていくことが大切です。

より実効性のある研修にするために

■ 複数の視点から現状を見つめ直す。 ■ 最優先課題を明確にする。

■ 取組の具体策を可視化する。 ■ ＰＤＣＡサイクルを確立する。

■ 発信できる場面を設定する。 ■ 子どもたちの姿で取組を評価する。

        教職員の意識を高める  ポイント① 

研修の充実に向けて、まずは教職員の意識を高め、課題を共有しながら、課題解決へ向けて学

校全体で実践していくことが大切です。

成果や課題を全職員が共有しながら、高め合っていけるシステムや関係性を築いていきま

しょう。

※幼稚園、保育所、認定こども園等においては、学校を園、教職員を保育者と読みかえ、読み

進めてください。

       ４  校(園)内研究の進め方 

校内研究の計画は、まず児童生徒の実態把握から始まります。学校教育目標を基にして設定

する「めざす児童生徒の姿」と「実態」とのズレやそのズレを生じさせている原因が「学校の

課題」と言えます。この課題克服のための取組が「研究」であり、めざすゴールをイメージさ

せるものが「研究主題」や「研究仮説」です。 

序編

 

 

◆研究仮説とは、研究の見通しや研究結果の予測にあたるものです。 

◆主に研究主題に迫るための考え方や方法を示します。 

 次のように表現されることが一般的です。 

 

   
（Ａ：研究の場や範囲）  （Ｂ：研究の手立てや重点）    （Ｃ：めざす姿・研究結果の予測） 

 

◆次の手順で研究仮説を設定します。 

 ① 研究の成果を予測し、めざす子ども像を明確にする。（Ｃ：めざす姿・研究結果の予測） 

 ② めざす子ども像を実現するため、教科・領域・学習過程・時期・素材など、研究の場や範  

    囲を決定する。                                                   （Ａ：研究の場や範囲） 

  ③ めざす子ども像を実現するため、どのような手だてや工夫を行うか、具体的な方法を明確  

    にする 。                     （Ｂ：研究の手立てや重点）  

 

 

◆研究主題を設定するときには、次のような点を踏まえ  

   ることが大切です。 

 ・学校の教育目標、本年度の重点目標から検討する。 

 ・児童生徒の実態や地域の実態を把握する。 

 ・昨年度の研究の成果と課題から、深化・発展させる。 

 ・今日的な教育課題に応える。 

◆研究主題を具現化するために、研究の副主題を設定す 

   ることもあります。 

◆研究主題と副主題には、以下のようなものを入れ、研 

   究の様相を明らかにします。 

 ・めざす子ども像   ・めざす授業像 

 ・目的        ・手法  

 研究主題の設定 

 研究仮説の設定 

        実態把握と課題の発見から研究主題を決める  ポイント① 

  研究のゴールをイメージさせる研究仮説を設定する  ポイント② 

研究主題は、学校としての課題を明確にし、研究の方向性を示すものであり、学校教職員の研

究への共通認識を図る上でも、重要なものです。

研究仮説の中で、研究の重点や手立ての方向性を示すことで、取組の具体が明確となります。

また研究結果の予測は、ゴールイメージを確かにもつことにつながります。

学校教育目標

研

究

主

題

めざす子ども像

児童・生徒実態

到達点

現 状

学
校
の
課
題

現
状
の
原
因
分
析

課
題
克
服
の
手
立
て
発
見

〇〇において 〇〇を〇〇することによって 〇〇となる（であろう） 

 具体的な研究仮説の

設定で、研究の手立てや

めざす子ども像を全教

職員で共有しましょう。 
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         具体的な研究推進計画で共通理解を図る  ポイント③ 

校内研究を推進するために、研究推進計画をまとめ研究の構想を具体的なものにしていきま

す。その中で、校内研究に関わる要素を構造的に位置付けた全体構想図を作成することは、教職

員の共通理解を図るために有効です。 

 

 

◆学校の教育目標をはじめ、教育の全体計画との関連を 

 図ること 

◆研究の推進計画と研究の年間計画との関連を明らかに 

 するなど、具体的な見通しをもてるようにすること 

◆計画全体について共通理解を図ることができるように  

 整理すること 

◆必要に応じて計画の見直しができるような柔軟性があ 

 ること 

１ 研究主題・副主題

２ 主題設定の理由

３ 研究仮説、めざす子ども像

４ 研究内容・方法

５ 研究の全体構想図 

６ 研究組織

７ 研究計画（研究日程等）

校内研究推進計画作成の留意点 
校内研究推進計画の主な項目(例) 

 

 

 

研究の全体構想図 

        作成の留意点  研究の全体構想図のモデル（例） 

学校の教育目標

年度の重点教育目標

 研究主題（ 主 題 ）

（～副 題～）

めざす子ども像１ めざす子ども像３めざす子ども像２

研究仮説１

研究内容１

研究仮説２ 研究仮説３

研究内容２ 研究内容３

◆学校の教育目標や年度の  

 重点教育目標から導き出 

 された課題の解決につな 

 がる研究主題を位置付け  

 ます。 

◆研究主題で示された研究  

 の目的をもとに、より具体 

 的な子どもの姿（めざす  

   子ども像）を位置付けま 

   す。 

◆めざす子ども像に迫るた  

 めの手立てを考え、研究仮  

 説を位置付けます。 

◆研究仮説で示された手立 

 てを研究内容として具体 

 的に位置付けます。 

 作成した研究の全体構想図は、固定化されたものではなく、弾力性

のあるものと考え、改善を図ることが大切です。 校内研究を充実させることは、各校の掲げる「めざす児童生徒の姿」の具現化に向けた取組を

進める上で、大きな力となります。校内研究を積極的に行い、教育活動の充実を図りましょう。 

         ＰＤＣＡサイクルで進める  ポイント④ 

一つ一つの校内研究会が、設定した研究主題や研究仮説の実現につながるよう、ＰＤＣＡサイ

クルに基づいて常に見直しを行い、研究の成果をその後の日常活動に生かすことが大切です。 

 ポイント⑤ 

全教職員の参画によるまとめと次年度の計画 

研究の方向性と具体的な取組についての共通理解

個々の授業改善等につなげる

研究実践

最終評価 

研究内容をもとにした個々の実践
中間評価 

研究内容をもとにした個々の実践

（例） 

ＰＤＣＡサイクルで、研究の見直しをしながら、年間を通した取組を全教職員で進めていくこ

とが大切です。前年度のうちに見通しをもって準備することが、年度当初のスムーズなスタート

につながります。

 ＰＤＣＡサイクルの例 

●改善点の確認 

成果や課題を基に、校内研究会を充実

させるための方法等を考える 

●校内研究会の実施 

課題を解決するための 

具体的な改善策について話し合う等 ●校内研究会の企画・準備 

内容の検討や進め方の 

工夫、準備 

●校内研究会を評価 

実施した校内研究会の 

成果や課題を考察、検証する Ｄｏ
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         具体的な研究推進計画で共通理解を図る  ポイント③ 
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◆学校の教育目標をはじめ、教育の全体計画との関連を 

 図ること 

◆研究の推進計画と研究の年間計画との関連を明らかに 

 するなど、具体的な見通しをもてるようにすること 

◆計画全体について共通理解を図ることができるように  

 整理すること 

◆必要に応じて計画の見直しができるような柔軟性があ 

 ること 

１ 研究主題・副主題

２ 主題設定の理由

３ 研究仮説、めざす子ども像

４ 研究内容・方法

５ 研究の全体構想図 

６ 研究組織

７ 研究計画（研究日程等）

校内研究推進計画作成の留意点 
校内研究推進計画の主な項目(例) 

 

 

 

研究の全体構想図 

        作成の留意点  研究の全体構想図のモデル（例） 

学校の教育目標

年度の重点教育目標

 研究主題（ 主 題 ）

（～副 題～）

めざす子ども像１ めざす子ども像３めざす子ども像２

研究仮説１

研究内容１

研究仮説２ 研究仮説３

研究内容２ 研究内容３

◆学校の教育目標や年度の  

 重点教育目標から導き出 

 された課題の解決につな 

 がる研究主題を位置付け  

 ます。 

◆研究主題で示された研究  

 の目的をもとに、より具体 

 的な子どもの姿（めざす  

   子ども像）を位置付けま 

   す。 

◆めざす子ども像に迫るた  

 めの手立てを考え、研究仮  

 説を位置付けます。 

◆研究仮説で示された手立 

 てを研究内容として具体 

 的に位置付けます。 

 作成した研究の全体構想図は、固定化されたものではなく、弾力性

のあるものと考え、改善を図ることが大切です。 校内研究を充実させることは、各校の掲げる「めざす児童生徒の姿」の具現化に向けた取組を
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とが大切です。前年度のうちに見通しをもって準備することが、年度当初のスムーズなスタート
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授業改善を通じて学校教育目標の実現につなげるという視点で、日々の授業を大切にすると

ともに、授業研究会を授業改善の好機と位置付け、授業研究会で明らかになった改善策等を明

日からの授業実践に生かすことが大切です。  

 授業研究会の意義 

◆よりよい授業へのヒントを得ることができ

る。

◆他の教師の授業を観ることで、自分の授業

を子どもの目線で振り返ることができる。

◆他の教師に授業を観てもらうことで、新た

な気付きが得られる。

◆教師間のコミュニケーションが円滑になり、

よりよい人間関係を築くことにつながる。

◆課題の共有化が図られ、その解決に向けて協

働して取り組めるようになる。

◆教師集団としての意識が高まり、学校の活性

化につながる。 

 授業力を高める  同僚性を高める 

          授業研究会の実施サイクルを構築する  ポイント① 

授業研究会では、校内で検討された研究協議の視点に基づいて公開授業や研究協議等が実施さ

れます。その成果と課題、改善策を共有し、次の授業研究会や日々の実践に生かし、研究の積み

上げを図ります。そのためには、授業研究会の実施サイクルを構築し、計画的に効率よく進める

ことが大切です。 

 授業研究会の実施サイクルの例 

意図的・計画的な実践により、授業研究会をより実効性のあるものにしましょう。

※幼稚園、保育所、認定こども園等においては、「授業」を「保育」と読みかえ、読み進めてく

ださい。

次の授業研究会へ

◆成果と課題の明確化 

◆共通実践、改善策の確認 

◆全教職員による共通実践 

 の実施 

◆次の授業研究会に向け、 

 新たな課題の検討と研究 

 協議の視点の検討 

       ５ 授業研究会(公開保育)の実施・計画 序編             授業研究会の活性化を図る  ポイント② 

ワークショップで作成した成果物、研究会便り等を通して、授業研究会で明らかにした改善策

等を全教職員で共有しながら、日々の実践を具体的に進めていきましょう。

授業研究会の活性化を図るためのヒントを紹介します。授業研究会を教職員全員の学びにつな

げることで、学校教育目標の実現に向けた着実な取組となります。 

〇〇校 研究会だより 〇〇学校 研究担当〇〇〇〇

〇年〇月〇日  NO 1

【校内研究会だよりの項目例】

第〇回 校内授業研究会
〇授業研究会の協議内容 〇指導助言の内容

〇成果と課題の整理 〇課題の改善策

〇今後、共通実践すること 〇次回の校内授業研究会について

 授業研究会の活性化を図るためのヒント 

研究協議の柱

成果

・

よい点

課題

・

改善点

 授業場面ごとや

時系列に分けて付

箋を貼ることもで

きます。 

    拡大した指導案に付箋を貼りながら協議する方法も有効です。 

研
究
の
視
点
②

成果・よさ

課題・疑問

研
究
の
視
点
①

 改善策について

も協議し、書き込み

ます。 

【 ワークシート例 】

 

  ■ 授業研究会の到達目標を明確にする 
    研究会のゴール（何がねらいか、どこまで話し合うのかなど）を明確にし、共通理解    

        してから会を始めましょう。 

  ■ 各自が課題意識や視点をもって研究会に臨む 

    事前に研究会の趣旨を共通理解する、指導案や資料に目を通す、協議の柱について意見

をまとめておくなど考慮し、全教職員が主体的に参加できるよう準備をしましょう。 

  ■ ワークショップ形式の授業研究会を工夫する 
    アイスブレイク等で話しやすい雰囲気を作る、ワークシートや付箋を活用し、グルー 

         プで話し合うなど、授業研究会の方法を工夫しましょう。 
（資料編「考えを広げる参加型の思考ツール」Ｐ.95.96参照） 

 

 

  

 

   

       

 

 

 

 

      

  ■ 研究会で確認したことや評価したことを共通理解し、実践する 

     研究会で明らかになった課題は、改善案まで考えることが大切です。小さな変容や進 

   歩が実感できるように、短期間でめざすものをスモールステップで設定し、具体的に実践 

   していきましょう。 

    取り組みやすいところ、変化が見えたところから肯定的に評価し、研究会便り等で教職  

   員に発信しましょう。 
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授業改善を通じて学校教育目標の実現につなげるという視点で、日々の授業を大切にすると

ともに、授業研究会を授業改善の好機と位置付け、授業研究会で明らかになった改善策等を明

日からの授業実践に生かすことが大切です。  

 授業研究会の意義 

◆よりよい授業へのヒントを得ることができ

る。

◆他の教師の授業を観ることで、自分の授業

を子どもの目線で振り返ることができる。

◆他の教師に授業を観てもらうことで、新た

な気付きが得られる。

◆教師間のコミュニケーションが円滑になり、

よりよい人間関係を築くことにつながる。

◆課題の共有化が図られ、その解決に向けて協

働して取り組めるようになる。

◆教師集団としての意識が高まり、学校の活性

化につながる。 

 授業力を高める  同僚性を高める 

          授業研究会の実施サイクルを構築する  ポイント① 

授業研究会では、校内で検討された研究協議の視点に基づいて公開授業や研究協議等が実施さ

れます。その成果と課題、改善策を共有し、次の授業研究会や日々の実践に生かし、研究の積み

上げを図ります。そのためには、授業研究会の実施サイクルを構築し、計画的に効率よく進める

ことが大切です。 

 授業研究会の実施サイクルの例 

意図的・計画的な実践により、授業研究会をより実効性のあるものにしましょう。

※幼稚園、保育所、認定こども園等においては、「授業」を「保育」と読みかえ、読み進めてく

ださい。

次の授業研究会へ

◆成果と課題の明確化 

◆共通実践、改善策の確認 

◆全教職員による共通実践 

 の実施 

◆次の授業研究会に向け、 

 新たな課題の検討と研究 

 協議の視点の検討 

       ５ 授業研究会(公開保育)の実施・計画 序編             授業研究会の活性化を図る  ポイント② 

ワークショップで作成した成果物、研究会便り等を通して、授業研究会で明らかにした改善策

等を全教職員で共有しながら、日々の実践を具体的に進めていきましょう。

授業研究会の活性化を図るためのヒントを紹介します。授業研究会を教職員全員の学びにつな

げることで、学校教育目標の実現に向けた着実な取組となります。 

〇〇校 研究会だより 〇〇学校 研究担当〇〇〇〇

〇年〇月〇日  NO 1

【校内研究会だよりの項目例】

第〇回 校内授業研究会
〇授業研究会の協議内容 〇指導助言の内容

〇成果と課題の整理 〇課題の改善策

〇今後、共通実践すること 〇次回の校内授業研究会について

 授業研究会の活性化を図るためのヒント 

研究協議の柱

成果

・

よい点

課題

・

改善点

 授業場面ごとや
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  ■ 授業研究会の到達目標を明確にする 
    研究会のゴール（何がねらいか、どこまで話し合うのかなど）を明確にし、共通理解    

        してから会を始めましょう。 

  ■ 各自が課題意識や視点をもって研究会に臨む 

    事前に研究会の趣旨を共通理解する、指導案や資料に目を通す、協議の柱について意見

をまとめておくなど考慮し、全教職員が主体的に参加できるよう準備をしましょう。 

  ■ ワークショップ形式の授業研究会を工夫する 
    アイスブレイク等で話しやすい雰囲気を作る、ワークシートや付箋を活用し、グルー 

         プで話し合うなど、授業研究会の方法を工夫しましょう。 
（資料編「考えを広げる参加型の思考ツール」Ｐ.95.96参照） 
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                  １ 幼児期の教育 

 幼児期は、知識を教えられて身に付けていく時期ではなく、遊びながら学んでいく時期で

す。子どもは、夢中になって遊びこむ中で、保育者や友達、地域の人々、自然やさまざまなも

の・出来事に出会います。それらとの関わりを広げたり深めたりしていくことで、新しい世界

に気付き、自分自身について振り返るようになっていきます。

子どもは、興味・関心に基づいた自発的な活動や具体的な体験を通して多くのことを学びま

す。子どもの遊びには、成長や発達にとって重要な体験がたくさん含まれているのです。

幼児教育・幼保小の接続編

          遊びは幼児期にふさわしい学び 

「遊びこむ」とは、遊びに集中

する中で、その子らしい発想が生

かされて遊びが深まったり広がっ

たりしながら継続して展開されて

いる状態のことをいいます。そこ

には、時間・空間・仲間の三つの

間（ま）が必要です。我を忘れて

「遊びこむ」ほどの楽しさを知る

ことが「遊びきる」ことにつなが

ります。 

 「遊びきる」とは、一人一人が

自己発揮をし、様々な葛藤体験を

乗り越えながら友達と関わって十

分に遊びこみ、満足感や達成感を

味わうことができている状態であ

ると捉えられます。 

ポイント① 

 遊びと生活の中で、心も体も一緒に育つのが、幼児期の特徴です。鳥取県では、「遊びきる子

ども」の育成をめざしています。保育者は、その遊びや遊びの中で育つ学びの質を高めるために、

子どもの内面を理解し、子どもが経験していることや学んでいることを的確に捉えなければなり

ません。

 好奇心や探究心を育

み、考えたり表現したり

することの楽しさや喜び

を積み重ねることが大切

です。 

 友達とたっぷり遊ぶ時間と場を保障し、心ゆくまで「遊びきる」ことができるよう、自発的

な遊びにつながる環境を構成することが必要となります。

 「遊びきる」ことで、心地よい満足感や達成感

といった自己充実感をもち、自分に自信をもつこ

とにつながります。また、新たな遊びを生み出す

エネルギーとなっていくのです。 

 平成３０年度全面実施となった「幼稚園教育要領」等、「小学校学習指導要領」「中学校学習

指導要領」等（平成２９年）には、教育全体を通して３つの資質・能力を育むことが示されまし

た。３つの資質・能力の出発点は幼児教育であり、幼児期は遊びを通して学びの土台となる力を

身に付ける時期であると言えます。

この３つの資質・能力は、これまでも、幼児教育において育んできたものではありますが、

日々の保育実践における子どもの具体的な姿を、改めて３つの資質・能力で捉えた上で、教育・

保育内容の改善・充実を図ることが求められています。

「思考力・判断力・表現力等の基礎」
 遊びの中で生まれた自分たちがやりたいことに
向けて、見通しをもったり、試行錯誤や工夫をした

り、言葉で考えを伝え合い振り返りをしたりする

経験により育まれる。 

「知識及び技能の基礎」
 遊びの中で、「こうすればいいんだ」という気付きや「で

きた」という成功体験を積み重ねることにより、小学校以

降の知識や技能の習得の基礎となる力が育まれる。

「学びに向かう力・人間性等」
 幼児教育で、もっとも大事にしてきたところであり、遊びの中で、好奇心や探究心をもって取り組む、葛藤
しながら折り合いをつける、話合いをするなどの経験により育まれる。 

        幼児期に育みたい資質・能力を明確にする ポイント② 

３つの資質・能力は、幼児教育における５領域（健康・人間関係・環境・言葉・表現）を通

して、各園が子どもの発達の実情や子どもの興味や関心等を踏まえながら展開する活動全体に

よって育むものです。幼児期においては、自発的な活動としての遊びの中での豊かな体験を通

して、資質・能力を育むことが大切です。習得・活用・探究等の子どもの学んでいく過程を見

通した環境の構成や一人一人の違いに着目した援助を行うことが大切です。 

「中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会幼児教育部会」資料

 園がめざす子ども像と育みたい資質・能力とのつながりを全職員で共通理解

し、組織的・計画的に全体的な計画や教育課程等を作成・編成していきましょう。
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「知識及び技能の基礎」
・団子の硬さの調整（握り方・力加減） 

・白砂をかける高さ、砂の量の調節 

・砂の性質、色等の違いに気付く 

・団子の完成度を高めるための工夫 

「思考力・判断力・表現力等の基礎」
・団子の分類（大きさ、種類） 

・友達の団子との大きさの比較、大きさを合わせる 

・お店にするための見通し、アイデアを出し合う 

・自分の作った団子のイメージを伝える 

・崩さないように団子を固く握る集中力 

「学びに向かう力・人間性等」
・友達と遊びを共有し、やり遂げる楽しさ、達成感、自信 

・友達のやりたいこと、思いを受容する 

・役割分担をして協力しながら遊びを続けようとする 

・友達を真似て同じように作りたいという思い 

・目的、イメージの共有        

鳥取幼稚園管理職研修に

おける協議内容

（H30 7 30）

公開保育の活用 

【公開保育・研究協議の流れ】 

① 保育を参観しながら、ねらいにせまる子どもの姿や発言をメモしておく。 

② ①の子どもの姿は、３つの資質・能力のいずれの姿なのか、3色の付箋に分類して記入する。 

③ 各自、意見を発表し、３つの資質・能力に分類しながら模造紙等に貼り、育まれている姿・ 

 力などを確認する。  

④ さらに子どもの力を伸ばすための保育者の関わりや環境について考える。 

４歳児１０月  

 砂場遊びの場面 

  
 砂場の砂を使って団
子づくりをして遊んで

いた子どもたち。団子

がたくさんできあがる

のが楽しくなり、「お団

子屋さんにしよう。」と

遊びが発展している写

真です。 

 みんなでよもぎ団子

を作って食べた経験を

思い出し、よもぎ団子

やきなこもちに見立て

て遊んでいます。 

遊びの中の子どもの姿を、育みたい３つの資質・能力で捉えるには、担任だけではなく、多くの

教職員で、多面的に子どもの育ちや学びの姿について評価することが大切です。 

       幼児期に育みたい資質・能力を子どもの姿で捉える ポイント③ 

写真の活用 

 クラス全体や子ども一人一人が、何を、どのように学んでいるのかを把握し、環境

の構成や援助を考えることが大切です。そのために、まずは、子どもの姿を捉え、保

育者が意図的・計画的に環境を構成することが必要となります。 

遊びの中の子どもの姿を、育みたい３つの資質・能力で捉える方法について紹介します。 

       主体的・対話的で深い学びの実現を図る ポイント④ 

    主体的・対話的で深い学びを実現するために保育者が念頭に置くこと 

□一人一人の子どもが体験していることを理解しようと努める。 

□子どもの体験を保育者が共有するように努め、共感する。 

□どのような興味や関心が子どもの心に生じてきたのかを理解する。 

□遊びや体験から子どもが何を学んだのかを理解し、学びをさらに深めたり、発展させたりす 

 ることができるような環境を構成する。 

□ある時期の体験が後の時期のどのような体験とつながり得るのか、見通しをもつ。 

 子どもにとって心が動き、自発的な遊びを積み重ねることが、確かな学び・質の高い学びへ

とつながります。

子どもにとって、意味のある学び、確かな学びになるかどうかは、子ども一人一人の遊びへの関

わり方にかかっています。受け身で単に活動をこなしているだけ、体験しているだけでは十分な遊

びとは言えません。小学校以降の学校教育全体を見通し、幼児期の遊びの中の学びの過程を主体

的・対話的で深い学びが実現できているかどうかという視点で見直し、質の高い体験や遊びをめざ

す必要があります。

 「主体的な学び」 

 周囲の環境に興味や関心を

もって積極的に働きかけ、見通

しをもって粘り強く取り組み、

自らの遊びを振り返って、期待

をもちながら、次につなげる。     

 「対話的な学び」 
 他者との関わりを深める中で、

自分の思いや考えを表現し、伝え

合ったり、考えを出し合ったり、協

力したりして自らの考えを広げ深

める。     

     「深い学び」 
 直接的・具体的な体験の中で、「見方・

考え方」を働かせて対象と関わって心を

動かし、子どもなりのやり方やペースで

試行錯誤を繰り返し、遊びや生活を意

味あるものとして捉える。 

 保育者が目の前の子どもの学びの姿を理解し、

指導計画等に意図的に生かしていくことで、子ど

もの体験がつながりをもち、学びがより豊かに

なっていきます。 

まずは、保育者自身が心が動

き、わくわくする遊びを子ども

たちとつくり上げていきたいで

すね。

水たまりにジャンプ。

気持ちいいな。
【挑戦・探究心】

一人で運べるよ。

待っててね。
【自信・自己発揮】

ハロウィンのドレ

ス、こんなのがで

きたよ。見て見て。
【表現・満足感】

年少さんには、こわ

くないおばけにしよ

う。【工夫・相手意識】

がんばれぇ！！力いっ

ぱい応援するよ！！
【表現・競争・協同性】

次、誰がそうべい役を

する？そうべいをやり

たい人は？
【相談・折り合い・葛藤】

モミジのかんむり、かっ

こいいでしょ。何枚貼っ

たかな。【数量関係・表現】

お店の看板、さかなつり屋

さんって分かるために、何

をかこうか。
【相談・協同性・試行錯誤】

おしゃれな洋服をつくっ

たよ。森のパーティーに早

く行きたいな。【意欲・期待】

うわぁ。いっぱいひらひ

ら降ってくるよ。
【驚き・楽しさ】
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               ２ 幼保小の円滑な接続 幼児教育・幼保小の接続編

小学校に入学する子どもたちの学びは、ゼロからスタートするのではありません。入学前の園

で身に付けた資質・能力を生かしながら教科等の学びにつなぎ、子どもの資質・能力を伸ばして

いくことが重要です。

遊びを中心とした幼児期の教育と、教科等を中心とする小学校教育では、教育内容や指導方法

は異なっていますが、子どもの発達や学びはつながっています。幼児期の教育の特性である遊び

を通しての総合的な指導が、義務教育及びその後の教育の基盤を培っています。

そのため、幼保小連携・接続のさらなる充実に向けて、計画的・組織的に各市町村・各小学校

区等で教職員の相互理解のための取組を実施し、教育をつなぐことが求められています。

  幼児期に身に付けた力を 

  小学校以降の学びにつなぐ 

園と小学校の教職員が、計画的に互いの保育や学習の場面を参観・体験し、教育内容や子どもの

姿について協議する研修等を実施したり、互いの子どもの育ちや学びをつなげるための取組を推

進・充実させたりすることが大切です。

園と小学校の教育課程等をつないだ上で、それぞれの指導方法を工夫し、幼児教育と小学校教育

との円滑な接続を図ることが大切です。

ポイント① 

幼児の自発的な活動である遊びの中の学びの姿と、小学校における主体的な学びの姿を相互に

理解し合うことが、子どもの発達や学びの連続性を保障し、幼保小の円滑な接続につながります。

「鳥取県幼保小接続ハンドブック」

 キーワードは、３つの「つなぐ」  

教職員の交流・

研修等の人的な

連携及び園児と

児童の交流活動

を充実させなが

ら、教育のつな

がりを確保する

教育課程の編

成・実施へと発

展することをめ

ざしています。 

幼児期の教育における成果を
小学校へ確実につなぐこと

園での体験や学びを、小学校
での学びに生かすこと

互いの教育内容を改善・充実させる
取組へと進展していくこと

各市町村及び各小学校区等

における「めざす子どもの姿」

を共有することが、幼児期と小

学校以降の教育がつながる手

掛かりとなります。 

 連携・接続の詳しい内容・実践は、

「鳥取県幼保小接続ハンドブック」に掲載しています。

連携とは 接続とは

＊組織（園、小学校、市町村等）がつながる

ことを通して、人（園児・児童・教職員・

市町村担当者等）がつながること 
《具体的な取組例》 

・園児と児童の交流活動

・教職員の研修会 等  

＊教育課程・教育がつながること 
《具体的な取組例》 
・接続カリキュラムの編成・実施  
・連携したことをもとに自園・自校の

教育の改善・充実 
・接続カリキュラムと教育課程とのつ

ながりの確保 等 

 幼保小の連携から接続へ 

 円滑な連携・接続のための取組のポイント  
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〇幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより、幼児期において育みたい資質・能力 

 が育まれている幼児の具体的な姿であり、特に5歳児後半に見られるようになる姿。 

〇遊びの中で幼児が発達していく姿を、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に置い 

 て捉え、一人一人の発達に必要な体験が得られるような状況をつくったり必要な援助を行った 

 りするなど、指導を行う際に考慮することが求められる。 

具体的な１０の姿については、資料編P.102を参照

      園と小学校等の教職員が 

            共有する１０の姿 

「保育所保育指針」 
第２章 ４

（２）小学校との連携

イ 保育所保育において育まれ

た資質・能力を踏まえ、小学

校教育が円滑に行われるよ

う、小学校教師との意見交

換や合同の研究の機会などを

設け、「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」を共有す

るなど連携を図り、保育所保

育と小学校教育との円滑な接

続を図るよう努めること。

上記と同様の記載
※「幼稚園教育要領」

第１章 総則 第３

教育課程の役割と編成等

※「幼保連携型認定こども園教育・

保育要領」

第１章 総則 第２

教育及び保育の内容並びに子

育ての支援等に関する全体的な

計画等

「小学校学習指導要領」 
第１章 総則 

 第２ ４  学校段階等間の接続

教育課程の編成に当たっては、次

の事項に配慮しながら、学校段階等

間の接続を図るものとする。

幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿を踏まえた指導を工夫するこ

とにより、幼稚園教育要領等に基づ

く幼児期の教育を通して育まれた資

質・能力を踏まえて教育活動を実施

し、児童が主体的に自己を発揮しな

がら学びに向かうことが可能となる

ようにすること。（中略）

特に、小学校入学当初において

は、幼児期において自発的な活動と

しての遊びを通して育まれてきたこ

とが、各教科等における学習に円滑

に接続されるよう、生活科を中心

に、合科的・関連的な指導や弾力的

な時間割の設定など、指導の工夫や

指導計画の作成を行うこと。

 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（１０の姿） 

「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」等及び「小学校学習指導要領」（平成２９年）には、園

と小学校の教職員が、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、子どもの姿を共有

するなど、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を図ることの重要性が示されています。

 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有する 

 小学校にお

いては、幼児期

に身に付けた

力を教科等の

学びに生かす

ことが求めら

れています。

「中央教育審議会教育課程部会 生活・総合的な学習の時間WG資料」（H28.5.）

ポイント② 

※生活、国語、算数、音楽、図画工作、体育、特

別活動においても、上記下線部と同様の記載

〇到達目標ではなく、各項目を個別に取り出し 

 て指導するものでもありません。 

〇５歳児だけではなく、それぞれの年齢・時期 

 にふさわしい指導を積み重ねていくことに  

 よって育つ姿です。 

〇すべての子どもに同じように見られる姿では 

 ありません。 

〇小学校等の教職員にとっては、児童が主体的 

 に自己を発揮しながら学びに向かうようにす 

 るための教育活動の手掛かりとなるものです。 

 園児と児童の交流活動の際に、双方の教職員が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を意

識しながら計画・実践・研修をする方法があります。 

 鳥取市立湖山西小学校と認定こども園ひかりこども園の実践を紹介します。 

年間交流計画表の中に、双方の教職員が

交流時に大切にしたい「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を記載し、交流活動

の打合せ・計画案作成・交流時の子どもの

姿を共有する際の視点とします。 

 

 交流活動で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共通理解する 

園児と児童の交流活動の際、交流のねらい及びどんな子どもの姿をめざすのかを双方

の教職員が明確にし、子どもの姿を語り合うことで、互恵性のある交流活動や職員の協議

を実施することができます。 

 交流活動計画案 

交流活動後の協議 
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園と小学校の教職員が、子どもの学びを共有するために、園で作成した記録（ドキュメンテー

ション）を活用しています。ドキュメンテーションには、特に見られる子どもの育ち（「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を基にして）から、特に保育者が重視した姿（2～３の観点）

を記述しています。また、遊びの内容だけではなく、子どもたちなりの工夫や保育者がどんなね

らいをもって取り組んだかも分かるように記載し、小学校に学びを引き継ぐ材料としています。

  遊びの中の学びを共有し、教育をつなぐ           

園と小学校の教職員が、園における学びをどのように小学校につなぎ、園での実践をどのよう

に小学校で発展させていくのかについて協議を行い、互いの教育内容や指導計画等に生かしてい

くことが大切です。

 小学校においては、特に生活科を中心とした単元構想、学習の展開を考える際に、

園と小学校の教職員の協議を生かし、すでに園で経験している遊びの繰り返しではな

く、より工夫した活動、発展した学びとなるように計画していきます。 

 ドキュメンテーションを活用し、子どもの姿を基に「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」について教職員が協議の場をもつことにより、それぞれの教育についての

相互理解につながっていきます。 

園が作成した記録（ドキュメンテーション） 

園が作成した記録の活用

鳥取大学附属幼稚園と鳥取大学附属小学校における連携・接続の取組を紹介します。 

子どものつぶやき 

 保育者が特

に大切にした

援助や環境の

構成 

 保育者の読

み取り・子ども

の学び、経緯 

ポイント③ 

      事例から特に見られる子どもの育ち 

（「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を基にして） 

子どもの思い 

園と小学校等の互いの子どもの育ちや学びをつなぐための接続カリキュラムを編成するために、ま

ずは、小学校区の子どもの実態把握をし、「育てたい子どもの姿」や育てたい力等、方向性を明らか

にし、校区一体となった共通実践等を行うことが大切です。

  小学校区における「育てたい子どもの姿」を 

  共有し、教育をつなぐ 

組織をつなぐ 

人をつなぐ 

教育をつなぐ 

組織をつなぐ 

実践の成果 
〇小学校区で育てたい子どもの姿や定着させたい力を共通理解し、創意工夫ある実践が展開できた。園で 

 は就学時の子どもの姿が明確になり、接続期における活動がさらに工夫できるようになった。 

〇小学校ではカリキュラムの共有や保育体験等を通して園の教育について理解が進み、幼児期に培った 

 力を生かすにはどのような教育課程や学習展開が有効か考えることができた。 

〇連携の組織が活発に活動し、全教職員が各々の立場で相互理解の実践に関わることができた。 

鳥取市立醇風小学校区（醇風小学校、認定こども園鳥取第二幼稚園、鳥取市立みたから保育園、

むつみ保育園）における教育をつなぐ実践を紹介します。

ポイント④ 

※詳しくは を参照してください。
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園と小学校の教職員が、子どもの学びを共有するために、園で作成した記録（ドキュメンテー

ション）を活用しています。ドキュメンテーションには、特に見られる子どもの育ち（「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を基にして）から、特に保育者が重視した姿（2～３の観点）

を記述しています。また、遊びの内容だけではなく、子どもたちなりの工夫や保育者がどんなね

らいをもって取り組んだかも分かるように記載し、小学校に学びを引き継ぐ材料としています。

  遊びの中の学びを共有し、教育をつなぐ           

園と小学校の教職員が、園における学びをどのように小学校につなぎ、園での実践をどのよう

に小学校で発展させていくのかについて協議を行い、互いの教育内容や指導計画等に生かしてい

くことが大切です。

 小学校においては、特に生活科を中心とした単元構想、学習の展開を考える際に、

園と小学校の教職員の協議を生かし、すでに園で経験している遊びの繰り返しではな

く、より工夫した活動、発展した学びとなるように計画していきます。 

 ドキュメンテーションを活用し、子どもの姿を基に「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」について教職員が協議の場をもつことにより、それぞれの教育についての

相互理解につながっていきます。 

園が作成した記録（ドキュメンテーション） 

園が作成した記録の活用

鳥取大学附属幼稚園と鳥取大学附属小学校における連携・接続の取組を紹介します。 

子どものつぶやき 

 保育者が特

に大切にした

援助や環境の

構成 

 保育者の読

み取り・子ども

の学び、経緯 

ポイント③ 

      事例から特に見られる子どもの育ち 

（「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を基にして） 

子どもの思い 

園と小学校等の互いの子どもの育ちや学びをつなぐための接続カリキュラムを編成するために、ま

ずは、小学校区の子どもの実態把握をし、「育てたい子どもの姿」や育てたい力等、方向性を明らか

にし、校区一体となった共通実践等を行うことが大切です。

  小学校区における「育てたい子どもの姿」を 

  共有し、教育をつなぐ 

組織をつなぐ 

人をつなぐ 

教育をつなぐ 

組織をつなぐ 

実践の成果 
〇小学校区で育てたい子どもの姿や定着させたい力を共通理解し、創意工夫ある実践が展開できた。園で 

 は就学時の子どもの姿が明確になり、接続期における活動がさらに工夫できるようになった。 

〇小学校ではカリキュラムの共有や保育体験等を通して園の教育について理解が進み、幼児期に培った 

 力を生かすにはどのような教育課程や学習展開が有効か考えることができた。 

〇連携の組織が活発に活動し、全教職員が各々の立場で相互理解の実践に関わることができた。 

鳥取市立醇風小学校区（醇風小学校、認定こども園鳥取第二幼稚園、鳥取市立みたから保育園、

むつみ保育園）における教育をつなぐ実践を紹介します。

ポイント④ 

※詳しくは を参照してください。
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       接続カリキュラムの編成を通して、教育をつなぐ ポイント⑤ 

接続カリキュラムの編成において、まずは、校区の育てたい子どもの姿を協議することが大切で

す。園と小学校の教職員が「就学前後に育てたい子どもの姿」を共有し、学びのつながりを意識し

た接続カリキュラムを編成し、実践することが、園及び小学校等、それぞれの教育内容の充実につ

ながります。

 小学校と３つの園が、校区の子どもたちの実態を踏まえ、共通の方向性を示す

ものとして、就学前後に校区で育てたい子どもの姿を示しています。 

 小学校１年生で定着させたい力や、

幼児期の学びを生かすポイント等を

示しています。 

 定着させたい力の観点は3園と小学校が共通で

すが、各園の教育・保育方針や教育・保育目標、

子どもの実態に合わせ、内容については各園が創

意工夫して示しています。 

 また、毎年子どもの実態に合わせて改善を行

い、各年齢の指導計画（長期・短期）へ具体的に

つなげていくなど、各園におけるカリキュラム・

マネジメントが充実・確立しています。 

 

１年生のスタートカリキュラムへ 

年長児の指導計画 

 （アプローチカリキュラム）へ 

＜年長児後半＞ ＜１年生夏休みまで＞ 

 鳥取市立醇風小学校区の教職員が編成したカリキュラムと実践例を紹介します。 

「育てたい子どもの姿」を共有し、編成した接続カリキュラム 

※P.22へ

※P.22へ

１年生のスタートカリキュラム 

年長児の指導計画（アプローチカリキュラム） 

接続カリキュラムで共通理解した内容を、期案でより具体的

に示している例です。 

 特に担任が意識している点は、●で記載しています。 

 また、この期案をもとに、月案・週案等の指導計画にもつな

げるようにしています。 

教師の意識化を図るために、学習を以下のように色分

けをしています。 

桃色：幼児期の体験を生かした学習 

黄色：学校の生活に関する学習 

緑色：生活科を中心とした合科的・関連的な学習 

水色：教科等を中心とした学習 

子どもの集中時間に合わせて、１単位時間を分割しな

がら、弾力的に運用しています。 

幼児期に培った力が生かせたり、

安心して人間関係が構築できたり

するような援助や環境の構成を留

意点として記載しています。 
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       接続カリキュラムの編成を通して、教育をつなぐ ポイント⑤ 

接続カリキュラムの編成において、まずは、校区の育てたい子どもの姿を協議することが大切で

す。園と小学校の教職員が「就学前後に育てたい子どもの姿」を共有し、学びのつながりを意識し

た接続カリキュラムを編成し、実践することが、園及び小学校等、それぞれの教育内容の充実につ

ながります。

 小学校と３つの園が、校区の子どもたちの実態を踏まえ、共通の方向性を示す

ものとして、就学前後に校区で育てたい子どもの姿を示しています。 

 小学校１年生で定着させたい力や、

幼児期の学びを生かすポイント等を

示しています。 

 定着させたい力の観点は3園と小学校が共通で

すが、各園の教育・保育方針や教育・保育目標、

子どもの実態に合わせ、内容については各園が創

意工夫して示しています。 

 また、毎年子どもの実態に合わせて改善を行

い、各年齢の指導計画（長期・短期）へ具体的に

つなげていくなど、各園におけるカリキュラム・

マネジメントが充実・確立しています。 

 

１年生のスタートカリキュラムへ 

年長児の指導計画 

 （アプローチカリキュラム）へ 

＜年長児後半＞ ＜１年生夏休みまで＞ 

 鳥取市立醇風小学校区の教職員が編成したカリキュラムと実践例を紹介します。 

「育てたい子どもの姿」を共有し、編成した接続カリキュラム 

※P.22へ

※P.22へ

１年生のスタートカリキュラム 

年長児の指導計画（アプローチカリキュラム） 

接続カリキュラムで共通理解した内容を、期案でより具体的

に示している例です。 

 特に担任が意識している点は、●で記載しています。 

 また、この期案をもとに、月案・週案等の指導計画にもつな

げるようにしています。 

教師の意識化を図るために、学習を以下のように色分

けをしています。 

桃色：幼児期の体験を生かした学習 

黄色：学校の生活に関する学習 

緑色：生活科を中心とした合科的・関連的な学習 

水色：教科等を中心とした学習 

子どもの集中時間に合わせて、１単位時間を分割しな

がら、弾力的に運用しています。 

幼児期に培った力が生かせたり、

安心して人間関係が構築できたり

するような援助や環境の構成を留

意点として記載しています。 
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園及び小学校等の教職員が、お互いの教育内容や指導・援助の方法等を理解し、それぞれの教育課

程・指導計画や指導方法を工夫・改善していくことが大切です。

スタートカリキュラム（全体計画） 

校区の重点項目を示し、編成した接続カリキュラム 

 鳥取市立浜村小学校と鳥取市立浜村保育園では、小学校教員の保育体験や園の保育者による小

学校の授業体験、合同研修会等を通じ、互いの教育内容等を理解し合うことを大切にしています。

校区のめざす子どもの姿を共通理解し、共通実践することを決めた上で、編成したカリキュラムを

紹介します。                                        

互いの教育内容や指導・援助の

改善し く とが大切 す

アプローチカリキュラム（接続期） 

校区で重点を置く「人間

関係」をねらいとした活動

には、保小共通して桃色で

示しています。 

アプローチカリキュラム（全体計画） 

スタートカリキュラム（週案） 

幼児期の学びを生かす

支援を黄色で示し、教師

の意識付けを図ります。

※写真は、保育者の小学校授業体験の様子

                    ３ 園内研修の充実のために 幼児教育・幼保小の接続編

保育者には、「幼児との信頼関係を十分に築き、幼児が身近な環境に主体的に関わり、環境と

の関わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたりするように

なる幼児期の教育における見方・考え方を生かし、幼児と共によりよい教育環境を創造するよう

に努める」ことが求められています。その際、保育者は、子どもの主体的な活動が確保されるよ

う、教材を工夫し、物的・空間的環境を構成することや、教材研究を通して、子どもと教材との

関わりについて理解を深め、遊びを展開し充実していくような豊かな教育環境の創造に努めるこ

とが必要です。

そのため、子ども一人一人の環境との関わり方や思いや願いを捉え、発達の理解に基づいた評

価を実施することが求められています。多面的に子どもを捉え、その評価の妥当性や信頼性を高

め、園全体で組織的かつ計画的に園内研修を行い、保育者の専門性を高め合うことが大切です。

  様々な工夫により園内研修を充実・活性化する 

保育者が、自らの専門性を高めるために学び続けたいと思うような主題をもって探究するとと

もに、園全体において、研修のための環境や研修の工夫を行うことによって、研修の充実を図って

いくことが大切です。また、どの保育者も主体的に参加し、対話し、学ぶことができるような研修

の場や時間の工夫を行うことで、園全体としての教育・保育の質の向上につながります。

「研修の重要性は理解しているが、全員そろっての研修の時間確

保は難しい、補欠体制がとりにくい、臨時職員の研修参加が難し

い」等の実態や課題が、どの市町村、園にでもあるのではないで

しょうか。 

 このような課題に対し、各園で工夫していることについて協議

した内容を紹介します。  
＜ H30東部地区幼稚園教諭・保育教諭・保育士等による 

         合同研修会  H30.8.8 ＞ 

＜八頭町保育専門員による 

    出前研修＞ 
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園及び小学校等の教職員が、お互いの教育内容や指導・援助の方法等を理解し、それぞれの教育課

程・指導計画や指導方法を工夫・改善していくことが大切です。

スタートカリキュラム（全体計画） 

校区の重点項目を示し、編成した接続カリキュラム 

 鳥取市立浜村小学校と鳥取市立浜村保育園では、小学校教員の保育体験や園の保育者による小

学校の授業体験、合同研修会等を通じ、互いの教育内容等を理解し合うことを大切にしています。

校区のめざす子どもの姿を共通理解し、共通実践することを決めた上で、編成したカリキュラムを

紹介します。                                        

アプローチカリキュラム（接続期） 

校区で重点を置く「人間

関係」をねらいとした活動

には、保小共通して桃色で

示しています。 

アプローチカリキュラム（全体計画） 

スタートカリキュラム（週案） 

幼児期の学びを生かす

支援を黄色で示し、教師

の意識付けを図ります。

※写真は、保育者の小学校授業体験の様子

                    ３ 園内研修の充実のために 幼児教育・幼保小の接続編

保育者には、「幼児との信頼関係を十分に築き、幼児が身近な環境に主体的に関わり、環境と

の関わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたりするように

なる幼児期の教育における見方・考え方を生かし、幼児と共によりよい教育環境を創造するよう

に努める」ことが求められています。その際、保育者は、子どもの主体的な活動が確保されるよ

う、教材を工夫し、物的・空間的環境を構成することや、教材研究を通して、子どもと教材との

関わりについて理解を深め、遊びを展開し充実していくような豊かな教育環境の創造に努めるこ

とが必要です。

そのため、子ども一人一人の環境との関わり方や思いや願いを捉え、発達の理解に基づいた評

価を実施することが求められています。多面的に子どもを捉え、その評価の妥当性や信頼性を高

め、園全体で組織的かつ計画的に園内研修を行い、保育者の専門性を高め合うことが大切です。

  様々な工夫により園内研修を充実・活性化する 

保育者が、自らの専門性を高めるために学び続けたいと思うような主題をもって探究するとと

もに、園全体において、研修のための環境や研修の工夫を行うことによって、研修の充実を図って

いくことが大切です。また、どの保育者も主体的に参加し、対話し、学ぶことができるような研修

の場や時間の工夫を行うことで、園全体としての教育・保育の質の向上につながります。

「研修の重要性は理解しているが、全員そろっての研修の時間確

保は難しい、補欠体制がとりにくい、臨時職員の研修参加が難し

い」等の実態や課題が、どの市町村、園にでもあるのではないで

しょうか。 

 このような課題に対し、各園で工夫していることについて協議

した内容を紹介します。  
＜ H30東部地区幼稚園教諭・保育教諭・保育士等による 

         合同研修会  H30.8.8 ＞ 

＜八頭町保育専門員による 

    出前研修＞ 
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ねらいを明確にした保育指導案を作成する 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【指導案作成時のチェックポイント】  

□園の教育・保育目標、めざす子ども像につながっている。  

□年間指導計画・月案につながっている。  

□【ねらい】と【評価】がつながっている。  

□子どもが主体的に活動する、遊びをつくり出す展開となっている。  

□環境とのかかわり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたりするよう

な活動となっている。  

□子どもと保育者、子ども同士が対話する場面を設定している。  

□ねらいを達成するための環境構成・保育者の援助を示している。  

⇒本時のねらいを短くキーワードで表すと（        ）  

□次の活動への期待や意欲をもつことができるよう、子ども自身が遊びの見通しや振り返りができる場面  

がある。  

□保育者が複数の場合、各保育者の役割、援助や配慮等を話し合い、記載している。  

□支援の必要な子どもがいる場合、個別のねらいや支援・援助を示している。  

 
保育指導案は、子どもの育ちや学びと遊びのつながりを明確にし、保育のねら  

いや活動、保育者の援助等を考えるために有効です。しかし、計画通りに「させ
る」のではなく、子どもの実態に即して、柔軟に保育を展開することにも留意す
ることが大切です。  
 

月や週のねらいと照らし合わせ、
子どもの内面に育てたいことを設定
します。  

どんな行動や言葉が見られれば、ねらいを達成
していると言えるのか、具体的な子どもの姿を書
きます。  

保育指導案例  

子どもの育ちと指導計画（長期・短期）

とを照らし合わせ、意図的・計画的に構

想を立てます。  

活動の意義・発達や学びのねらい  

幼児観  

指導観・本時の手立て  

環境にどのように関わるか、どん

な遊びをするのかを具体的に予想し

て書きます。  

つながりをもたせる。  

ね ら い に せ ま る た め の 援 助 や 環 境 の 構 成

を焦点化して書きます。  

ねらいを明 確に するた

めに、視点を記載する場

合もあります。  

各園が定めている様式に沿

って、他の保育者と相談しな

がら保育を構想しましょう。  

ポイント② 

指導案を作成することにより、保育のねらいや内容、保育の流れが明確になり、かつ、
ねらいに基づき、子どもの姿や保育者の援助、環境の構成等について振り返ることがで
きます。ねらいを絞ることにより、保育を構想したり、実践を通して様々な子どもの育
ちや学びを見取る力をつけたりすることにつながります。  

 職員同士が主体的に学び合う姿勢と環境が重要であり、日々の保育実践、園内研修

等を通じて、協働性を高め、保育の質の向上をめざしていきましょう。  

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①  参観者の中の代表者がねらいにせまる子どもの姿の写真を撮影  
②  参観者は、保育のねらいに沿って、子どもの姿を付箋に記入し

ながら保育参観  
③  何枚かの写真をプリントアウトし、職員室の協議テーブルに置

いておく。  
④  参観者は、記入した付箋を写真の横に貼っておく。  
⑤  担任は、写真と付箋を見て、記録や保育改善に生かす。  

  

 

   

①  参観者が研修テーマに沿った視点で写真を撮影  
②  参観者は、テーマに沿った子どもの姿や環境を見付け、 

付箋またはワークシートに記入  
③  園内研修の進め方  
・グループ（４～５人）を編成する。  
・プリントアウトした写真の中から、グループごとに協議  

したい保育場面の写真を選ぶ。  
・写真の中の子どもの姿（表情やしぐさ等）や環境の構成・

保育者の援助から読み取れる良い点について協議する。  
・さらに、子どもの力を伸ばすために必要な環境と援助につ  

いて協議する。  

                 ４ 園内研修等実践例 幼児教育・幼保小の接続編 

保育者一人一人の専門性の向上、園内全教職員の共通理解や協働性を高め、園全体と
しての保育の質の向上を図るため、各園で計画的に園内研修を実施しています。また、
研究テーマや園や地域の特色を生かした様々な取組が行われています。  

園の教育力・保育力向上のため、それぞれの市町村や園における工夫した研修及び実
践例を紹介します。  
 
 
 

上記①②の後、参観した職員が集まり、研修を実施  
③  園内研修の進め方  
・写真と付箋をもとに、ねらいにせまる子どもの姿について  

意見交換を行う。  
・上記の子どもの姿は、「幼児期に育みたい資質・能力」の  
 いずれにつながる姿なのか、付箋を活用して意見交換する。  
・園において「育みたい資質・能力」を意識した遊びを展開  

するために、必要な環境構成や保育者の援助について考える。  

研修時間を設定しないでできる  

園内研修  

 
 

研修時間を設定した園内研修  

 

研修テーマに沿った写真を活用した園内研修  

（フォトラーニングの手法）  

 

担任は、参観者の付箋から、自分では気付かなかった子
どもの姿やつぶやきを知り、より多面的に子どもの姿を捉
え、自分の保育を省察することができます。  

 

写真を活用することで、協議内容を焦点化し、全員
発言による協働的な研修となります。また、複数の保
育者で協議することで、評価の妥当性や信頼性が高ま
ります。  

 

知識及 び技能 の基 礎  
思考力 ・判断 力・  
表現力 等の基 礎  

学びに 向かう 力・ 
人間性 等  

実践事例 １ 

実践事例 2 
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ねらいを明確にした保育指導案を作成する 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【指導案作成時のチェックポイント】  

□園の教育・保育目標、めざす子ども像につながっている。  

□年間指導計画・月案につながっている。  

□【ねらい】と【評価】がつながっている。  

□子どもが主体的に活動する、遊びをつくり出す展開となっている。  

□環境とのかかわり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたりするよう

な活動となっている。  

□子どもと保育者、子ども同士が対話する場面を設定している。  

□ねらいを達成するための環境構成・保育者の援助を示している。  

⇒本時のねらいを短くキーワードで表すと（        ）  

□次の活動への期待や意欲をもつことができるよう、子ども自身が遊びの見通しや振り返りができる場面  

がある。  

□保育者が複数の場合、各保育者の役割、援助や配慮等を話し合い、記載している。  

□支援の必要な子どもがいる場合、個別のねらいや支援・援助を示している。  

 
保育指導案は、子どもの育ちや学びと遊びのつながりを明確にし、保育のねら  

いや活動、保育者の援助等を考えるために有効です。しかし、計画通りに「させ
る」のではなく、子どもの実態に即して、柔軟に保育を展開することにも留意す
ることが大切です。  
 

月や週のねらいと照らし合わせ、
子どもの内面に育てたいことを設定
します。  

どんな行動や言葉が見られれば、ねらいを達成
していると言えるのか、具体的な子どもの姿を書
きます。  

保育指導案例  

子どもの育ちと指導計画（長期・短期）

とを照らし合わせ、意図的・計画的に構

想を立てます。  

活動の意義・発達や学びのねらい  

幼児観  

指導観・本時の手立て  

環境にどのように関わるか、どん

な遊びをするのかを具体的に予想し

て書きます。  

つながりをもたせる。  

ね ら い に せ ま る た め の 援 助 や 環 境 の 構 成

を焦点化して書きます。  

ねらいを明 確に するた

めに、視点を記載する場

合もあります。  

各園が定めている様式に沿

って、他の保育者と相談しな

がら保育を構想しましょう。  

ポイント② 

指導案を作成することにより、保育のねらいや内容、保育の流れが明確になり、かつ、
ねらいに基づき、子どもの姿や保育者の援助、環境の構成等について振り返ることがで
きます。ねらいを絞ることにより、保育を構想したり、実践を通して様々な子どもの育
ちや学びを見取る力をつけたりすることにつながります。  

 職員同士が主体的に学び合う姿勢と環境が重要であり、日々の保育実践、園内研修

等を通じて、協働性を高め、保育の質の向上をめざしていきましょう。  

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①  参観者の中の代表者がねらいにせまる子どもの姿の写真を撮影  
②  参観者は、保育のねらいに沿って、子どもの姿を付箋に記入し

ながら保育参観  
③  何枚かの写真をプリントアウトし、職員室の協議テーブルに置

いておく。  
④  参観者は、記入した付箋を写真の横に貼っておく。  
⑤  担任は、写真と付箋を見て、記録や保育改善に生かす。  

  

 

   

①  参観者が研修テーマに沿った視点で写真を撮影  
②  参観者は、テーマに沿った子どもの姿や環境を見付け、 

付箋またはワークシートに記入  
③  園内研修の進め方  
・グループ（４～５人）を編成する。  
・プリントアウトした写真の中から、グループごとに協議  

したい保育場面の写真を選ぶ。  
・写真の中の子どもの姿（表情やしぐさ等）や環境の構成・

保育者の援助から読み取れる良い点について協議する。  
・さらに、子どもの力を伸ばすために必要な環境と援助につ  

いて協議する。  

                 ４ 園内研修等実践例 幼児教育・幼保小の接続編 

保育者一人一人の専門性の向上、園内全教職員の共通理解や協働性を高め、園全体と
しての保育の質の向上を図るため、各園で計画的に園内研修を実施しています。また、
研究テーマや園や地域の特色を生かした様々な取組が行われています。  

園の教育力・保育力向上のため、それぞれの市町村や園における工夫した研修及び実
践例を紹介します。  
 
 
 

上記①②の後、参観した職員が集まり、研修を実施  
③  園内研修の進め方  
・写真と付箋をもとに、ねらいにせまる子どもの姿について  

意見交換を行う。  
・上記の子どもの姿は、「幼児期に育みたい資質・能力」の  
 いずれにつながる姿なのか、付箋を活用して意見交換する。  
・園において「育みたい資質・能力」を意識した遊びを展開  

するために、必要な環境構成や保育者の援助について考える。  

研修時間を設定しないでできる  

園内研修  

 
 

研修時間を設定した園内研修  

 

研修テーマに沿った写真を活用した園内研修  

（フォトラーニングの手法）  

 

担任は、参観者の付箋から、自分では気付かなかった子
どもの姿やつぶやきを知り、より多面的に子どもの姿を捉
え、自分の保育を省察することができます。  

 

写真を活用することで、協議内容を焦点化し、全員
発言による協働的な研修となります。また、複数の保
育者で協議することで、評価の妥当性や信頼性が高ま
ります。  

 

知識及 び技能 の基 礎  
思考力 ・判断 力・  
表現力 等の基 礎  

学びに 向かう 力・ 
人間性 等  

実践事例 １ 

実践事例 2 
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＜環境構成図  

園内研修の内容を抜粋して作成＞  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

①  参観者は、一人一人の子どもの遊びの様子、動き  

を環境構成図に書き込みながら参観  

②  園内研修の進め方  

・それぞれの子どもの遊びの様子を伝えながら、子

どもの動き等を図に書き込む。  

 （誰とどのように遊んでいたか、遊びの  

場をどのように選んでいたのか、どんな経験を  

しているのか等）  

・保育者は、どのような援助をしていたのか、どん  

な援助や環境構成が必要であるのか協議  

する。  

・遊びの中で見られた「幼児期の終わりまでに育  

ってほしい姿」について協議する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

A 児  

A 児  

B 児  

C 児  

D・E 児  

D・E 児  

F 児  

G・H 児  

J 児  

I 児  

紙飛行機など
を作るが、途中
でやめて歩き
回る。  

〇 〇 ご っ こ
で な り き っ
て遊ぶ。  

じっくりと自
分で配置を考
え、想像しな
がら遊ぶ。  

途中からドミ
ノをつなげて
楽しむ。  

思考力の  
芽生え  

協同性  

豊かな感
性と表現  

ままごとで
使うものを
新聞紙等で  
作る。（目
的意識）  

広告などを
使って、メ
ニュー表を
作る。  

環境構成図を活用した  

園内研修  

 

 

環境構成図を活用することで、子どもの動線
を意識した環境を整えたり、子ども一人一人の
遊びの様子や友達関係等の全体像を俯瞰するこ
とができ、視覚的に捉えやすくなります。  

また、毎日の保育室内の  
環境を子どもの興味・関心等  
に合わせて、意図的に構成し  
ていくために有効です。  

 

 

桃色の付 箋  

黄色の付 箋  

水色の付 箋  

園のめざす子ども像を  

カリキュラムに生かす園内研修  

 

 
園内研修の進め方  
・園の子どもの実態について意見交換する。  

（良い面・伸びてきている面、気になる面・課題等）  
・子どもの実態をふまえ、園のめざす子ども像を具体的に

捉え直し、付箋に書く。  
（各々の子ども像ごとに付箋の色を変える。）  

・上記の子どもの姿（付箋）を「育みたい資質・能力」に  
分類する。＜※右の写真＞  

・「園において育みたい資質・能力」（重点目標）」につ
いて協議する。  

・上記の重点目標を全職員で共通理解し、園の「全体的な
計画」「教育課程」等に位置付ける。  

・ 各年齢の教育目標と「園において育みたい資質・能力（重
点目標）」とがつながっているか、各年齢の教育目標は、
系統的になっているのか意見交換し、カリキュラムの改
善を行う。  

 園におけるめざす子ども像を目の前の子どもたちの姿と
照らし合わせて考えることで、卒園までに育てたい子ども
の姿を明確にすることができます。  
 また、本研修で全職員が参画し、協議したことを、全体
的な計画や各年齢の指導計画等の作成・改善に生かすこと
は、全職員の協力体制の下、組織的かつ計画的にカリキュ
ラム・マネジメントを実施し、園における教育活動の質の
向上を図ることにつながります。  

 

※＜園のめざす子ども像を「育みたい資  

質・能力」に分類した模造紙＞  

 

実践事例 3 

 

実践事例 ４ 

 

 
 
 
                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥取市においては、公私立・施設種（保育
所・認定こども園・小規模事業所等）の区別
なく、各種研修会を実施しています。研修を
通じて、互いの保育を参観したり様々なテー
マに沿って、情報交換・意見交換をしたりし
ています。市全体で保育目標を共有し、共通
理解を深め、保育の専門性を高めていくこと
につながっています。  
 

＜ほいくかがやき実践研修会＞  

市町村による  

研修体制の整備  

 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の  

記録、理解・啓発の取組  

 

八頭町の園では、日誌に「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」について記載しています。
今日の保育の中で見られた子どもの姿をクラス
全体の様子で捉えたり、一人一人の子どもの姿
で記載したりして記録を蓄積することにより、
保育要録の補助資料となります。  

また、保護者に対しても園の保育目標やめざ
す子ども像とともに「幼児期の終わりまでに育
ってほしい姿」について説明し、園における子
どもの学びや育ちについて玄関掲示で紹介して
います。  

 
 

＜エリア別研修会＞

公立保育園全職員を対象とし

近隣の園でグループを組み、研

修を自主運営しています。グル

ープ名を考えたり、即保育に生

かせる実技的な内容等を組み入

れたりして、グループのニーズ

に応じた研修を行っています。  

 

対 象 を 各 園 の 主

任 ・ 主 幹 保 育 士 と

し 、 公 私 立 関 係 な

く、公開保育をもと

に 協 議 し ま す 。 ま

た、鳥取大学の教授

陣 や 鳥 取 市 子 ど も

家 庭 課 及 び 県 幼 児

教 育 セ ン タ ー の ス

タ ッ フ と 共 に 学 び

を深めます。  

クラス全体の姿  

一人一人の姿  

＜5 歳児の例＞  

どの年齢も「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」を記録しています。  

実践事例 ５ 

 

実践事例 ６ 

 

玄関掲示  
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＜環境構成図  

園内研修の内容を抜粋して作成＞  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

①  参観者は、一人一人の子どもの遊びの様子、動き  

を環境構成図に書き込みながら参観  

②  園内研修の進め方  

・それぞれの子どもの遊びの様子を伝えながら、子

どもの動き等を図に書き込む。  

 （誰とどのように遊んでいたか、遊びの  

場をどのように選んでいたのか、どんな経験を  

しているのか等）  

・保育者は、どのような援助をしていたのか、どん  

な援助や環境構成が必要であるのか協議  

する。  

・遊びの中で見られた「幼児期の終わりまでに育  

ってほしい姿」について協議する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

A 児  

A 児  

B 児  

C 児  

D・E 児  

D・E 児  

F 児  

G・H 児  

J 児  

I 児  

紙飛行機など
を作るが、途中
でやめて歩き
回る。  

〇 〇 ご っ こ
で な り き っ
て遊ぶ。  

じっくりと自
分で配置を考
え、想像しな
がら遊ぶ。  

途中からドミ
ノをつなげて
楽しむ。  

思考力の  
芽生え  

協同性  

豊かな感
性と表現  

ままごとで
使うものを
新聞紙等で  
作る。（目
的意識）  

広告などを
使って、メ
ニュー表を
作る。  

環境構成図を活用した  

園内研修  

 

 

環境構成図を活用することで、子どもの動線
を意識した環境を整えたり、子ども一人一人の
遊びの様子や友達関係等の全体像を俯瞰するこ
とができ、視覚的に捉えやすくなります。  

また、毎日の保育室内の  
環境を子どもの興味・関心等  
に合わせて、意図的に構成し  
ていくために有効です。  

 

 

桃色の付 箋  

黄色の付 箋  

水色の付 箋  

園のめざす子ども像を  

カリキュラムに生かす園内研修  

 

 
園内研修の進め方  
・園の子どもの実態について意見交換する。  

（良い面・伸びてきている面、気になる面・課題等）  
・子どもの実態をふまえ、園のめざす子ども像を具体的に

捉え直し、付箋に書く。  
（各々の子ども像ごとに付箋の色を変える。）  

・上記の子どもの姿（付箋）を「育みたい資質・能力」に  
分類する。＜※右の写真＞  

・「園において育みたい資質・能力」（重点目標）」につ
いて協議する。  

・上記の重点目標を全職員で共通理解し、園の「全体的な
計画」「教育課程」等に位置付ける。  

・ 各年齢の教育目標と「園において育みたい資質・能力（重
点目標）」とがつながっているか、各年齢の教育目標は、
系統的になっているのか意見交換し、カリキュラムの改
善を行う。  

 園におけるめざす子ども像を目の前の子どもたちの姿と
照らし合わせて考えることで、卒園までに育てたい子ども
の姿を明確にすることができます。  
 また、本研修で全職員が参画し、協議したことを、全体
的な計画や各年齢の指導計画等の作成・改善に生かすこと
は、全職員の協力体制の下、組織的かつ計画的にカリキュ
ラム・マネジメントを実施し、園における教育活動の質の
向上を図ることにつながります。  

 

※＜園のめざす子ども像を「育みたい資  

質・能力」に分類した模造紙＞  

 

実践事例 3 

 

実践事例 ４ 

 

 
 
 
                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥取市においては、公私立・施設種（保育
所・認定こども園・小規模事業所等）の区別
なく、各種研修会を実施しています。研修を
通じて、互いの保育を参観したり様々なテー
マに沿って、情報交換・意見交換をしたりし
ています。市全体で保育目標を共有し、共通
理解を深め、保育の専門性を高めていくこと
につながっています。  
 

＜ほいくかがやき実践研修会＞  

市町村による  

研修体制の整備  

 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の  

記録、理解・啓発の取組  

 

八頭町の園では、日誌に「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」について記載しています。
今日の保育の中で見られた子どもの姿をクラス
全体の様子で捉えたり、一人一人の子どもの姿
で記載したりして記録を蓄積することにより、
保育要録の補助資料となります。  

また、保護者に対しても園の保育目標やめざ
す子ども像とともに「幼児期の終わりまでに育
ってほしい姿」について説明し、園における子
どもの学びや育ちについて玄関掲示で紹介して
います。  

 
 

＜エリア別研修会＞  

公立保育園全職員を対象とし

近隣の園でグループを組み、研

修を自主運営しています。グル

ープ名を考えたり、即保育に生

かせる実技的な内容等を組み入

れたりして、グループのニーズ

に応じた研修を行っています。  

 

対 象 を 各 園 の 主

任 ・ 主 幹 保 育 士 と

し 、 公 私 立 関 係 な

く、公開保育をもと

に 協 議 し ま す 。 ま

た、鳥取大学の教授

陣 や 鳥 取 市 子 ど も

家 庭 課 及 び 県 幼 児

教 育 セ ン タ ー の ス

タ ッ フ と 共 に 学 び

を深めます。  

クラス全体の姿  

一人一人の姿  

＜5 歳児の例＞  

どの年齢も「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」を記録しています。  

実践事例 ５ 

 

実践事例 ６ 

 

玄関掲示  

幼
児
教
育･

幼
保
小
の
接
続
編
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学習指導要領に基づいて各学校で具体的に作成されたカリキュラムの実現のためには、授業
改善を意識することが大切です。その際、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を
授業の中に位置付けていくことが求められます。

授業づくり編
１ 主体的・対話的で深い学びの  
    実現に向けた授業改善 

主体的・対話的で深い学びとは、「どのように学ぶか」という学び方の視点であり、学びの

「形」を指すものではありません。「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点

は、各教科等における授業改善等の取組に共通し、かつ普遍的な要素です。ここでは、国の示

す授業改善の３つの視点と県が示す「とっとりの授業改革【１０の視点】」との関連について

考えます。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点

＜主体的な学び＞

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組
み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているか。

＜対話的な学び＞

子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広
げ深める「対話的な学び」が実現できているか。

＜深い学び＞

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相
互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思い
や考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。

とっとりの授業改革【１０の視
点】を大切にして授業づくりを進
めることが、主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた
授業づくりの推進につ
ながります。

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」
「中学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」

 ポイント① 
授業改善の3つの視点と 
             とっとりの授業改革【10の視点】 

主体的な学び 
① ② ③ ④ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

対話的な学び ③ ⑤ ⑥ ⑩ 

深い学び 
① ② ③ ④ ⑤ 

⑥ ⑧ ⑨ ⑩ 

「とっとりの授業改革【10の視点】」と 
関連の深い視点 

  ポイント② 

◆「主体的な学び」を実現する子どもの姿（例） 

・ 興 味 や 関 心 を 高 め る  

・ 見 通 し を も つ  

・ 自 分 と 結 び つ け る  

・ 粘 り 強 く 取 り 組 む  

・ 振 り 返 っ て 次 へ つ な げ る  

以下のような授業改善の工夫が大切です。 

・切実感のある課題設定

・試行錯誤できる学習環境

・多様な学び方の提供

・学習内容のまとめ・適用

・文字言語での振り返り 等

私たちは、３つの視点を実現した子どもたちの姿を念頭に置き、その姿に近付けるためにど

のような工夫ができるのか追究していくことが必要です。

「主体的な学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そのために

「対話的な学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

◆「対話的な学び」を実現する子どもの姿（例） 

・ 思 考 を 表 現 に 置 き 換 え る  

・ 多 様 な 手 段 で 説 明 す る  

・ 多 様 な 情 報 を 収 集 す る  

・ 先 哲 の 考 え 方 を 手 掛 か り と す る  

・ 互 い の 考 え を 比 較 す る  

・ 共 に 考 え を 創 り 上 げ る  

・ 協 働 し て 課 題 解 決 す る  

以下のような授業改善の工夫が大切です。

・対話する必然性のある課題の設定

・学習内容等に応じたグループサイズの運用

・情報の可視化・操作化など思考を深めるツ

ール等の運用

・話を聞き合える関係性の構築 等

そのために

   対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面を取り入れましょう。 

資
料
と
対
話 

 

課
題
解
決
の
た
め
に
様
々
な

情
報
を
収
集
し
、
自
分
な
り
の

表
現
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ペ
ア
で
交
流 

 

課
題
解
決
の
た
め
に
友

達
と
考
え
を
交
流
し
、
自

分
の
考
え
を
修
正
し
た
り

深
化
さ
せ
た
り
し
ま
す
。 

 主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しをもった
り学習したことを振り返ったりして、自身の学びや変容
を自覚できる場面を取り入れましょう。 

授業改善の３つの視点で子どもを育てる 

見通しをもたせる工夫

授
業
づ
く
り
編
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学習指導要領に基づいて各学校で具体的に作成されたカリキュラムの実現のためには、授業
改善を意識することが大切です。その際、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を
授業の中に位置付けていくことが求められます。

授業づくり編
１ 主体的・対話的で深い学びの  
    実現に向けた授業改善 

主体的・対話的で深い学びとは、「どのように学ぶか」という学び方の視点であり、学びの

「形」を指すものではありません。「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点

は、各教科等における授業改善等の取組に共通し、かつ普遍的な要素です。ここでは、国の示

す授業改善の３つの視点と県が示す「とっとりの授業改革【１０の視点】」との関連について

考えます。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点

＜主体的な学び＞

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組
み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているか。

＜対話的な学び＞

子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広
げ深める「対話的な学び」が実現できているか。

＜深い学び＞

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相
互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思い
や考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。

とっとりの授業改革【１０の視
点】を大切にして授業づくりを進
めることが、主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた
授業づくりの推進につ
ながります。

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」
「中学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」

 ポイント① 
授業改善の3つの視点と 
             とっとりの授業改革【10の視点】 

主体的な学び 
① ② ③ ④ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

対話的な学び ③ ⑤ ⑥ ⑩ 

深い学び 
① ② ③ ④ ⑤ 

⑥ ⑧ ⑨ ⑩ 

「とっとりの授業改革【10の視点】」と 
関連の深い視点 

  ポイント② 

◆「主体的な学び」を実現する子どもの姿（例） 

・ 興 味 や 関 心 を 高 め る  

・ 見 通 し を も つ  

・ 自 分 と 結 び つ け る  

・ 粘 り 強 く 取 り 組 む  

・ 振 り 返 っ て 次 へ つ な げ る  

以下のような授業改善の工夫が大切です。 

・切実感のある課題設定

・試行錯誤できる学習環境

・多様な学び方の提供

・学習内容のまとめ・適用

・文字言語での振り返り 等

私たちは、３つの視点を実現した子どもたちの姿を念頭に置き、その姿に近付けるためにど

のような工夫ができるのか追究していくことが必要です。

「主体的な学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そのために

「対話的な学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

◆「対話的な学び」を実現する子どもの姿（例） 

・ 思 考 を 表 現 に 置 き 換 え る  

・ 多 様 な 手 段 で 説 明 す る  

・ 多 様 な 情 報 を 収 集 す る  

・ 先 哲 の 考 え 方 を 手 掛 か り と す る  

・ 互 い の 考 え を 比 較 す る  

・ 共 に 考 え を 創 り 上 げ る  

・ 協 働 し て 課 題 解 決 す る  

以下のような授業改善の工夫が大切です。

・対話する必然性のある課題の設定

・学習内容等に応じたグループサイズの運用

・情報の可視化・操作化など思考を深めるツ

ール等の運用

・話を聞き合える関係性の構築 等

そのために

   対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面を取り入れましょう。 

資
料
と
対
話 
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 主体的に学習に取り組めるよう学習の見通しをもった
り学習したことを振り返ったりして、自身の学びや変容
を自覚できる場面を取り入れましょう。 

授業改善の３つの視点で子どもを育てる 

見通しをもたせる工夫

授
業
づ
く
り
編
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◆「深い学び」を実現する子どもの姿（例）  

・ 思 考 し て 問 い 続 け る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 習 得 す る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 活 用 す る  

・ 自 分 の 思 い や 考 え と 結 び 付 け る  

・ 知 識 や 技 能 を 概 念 化 す る  

・ 自 分 の 考 え を 形 成 す る  

・ 新 た な も の を 創 り 上 げ る  

以下のような授業改善の工夫が大

切です。

・知識や技能の適用場面を設定

・既習内容や経験と関連付けた思考

の促進

・個の思いの顕在化

・切実な課題の設定 等

「深い学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そ
の
た
め
に

各教科・領域等の単元計画の中に、授業改善における具体的な手段として「主体的・対話的

で深い学び」の視点を位置付け、授業でめざす子どもの姿を明確にして授業改善に取り組みま

しょう。

 学びの深まりをつくり出すために、児童が考え

る場面と教師が教える場面を意図的に取り入れる

ことが大切です。 

自分の思いや考えと結び付けた児童のノート

（４年）

道徳のノートより

「善悪の判断」のた

めには、勇気も必要だ

ということを本時の学

習で理解し、そのこと

は、本時までに学習し

た教材「心のかけはし」

の学習内容にも通じる

ことであると考えてい

ます。道徳的価値につ

いて、初めの考えをよ

り強くもったり既習内

容を想起したりしてい

ることが分かります。

（６年）国語科

資料から得た情報をカードに

書き出し、クラゲチャートを用

いて整理します。自分の伝えた

いことを整理していく方法を身

に付けていくことができます。

知識・技能の習得及び活用を意識した
思考ツールの工夫

 学習指導要領解説総則編には、次のように記されています。 

    

 すなわち、単元をどう構想するかが重要ということです。３つの学びの視点に立った授業改善

により、学習の質を一層高めていくことで、「学習内容の深い理解」「資質・能力の定着」が図

られ、児童生徒が、生涯にわたって能動的に学び続けるようにすることをめざします。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは単元や題材など内容や時

間のまとまりをどのように構成するかというデザインを考えることに他ならない。

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」「中学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」

               

単元とは、各教科等における学習内容の有機的なひとまとまりと言えます。数時間で組み立
てられる学習のまとまりを見通すことは、１単位時間の授業の質を向上させる点においても極
めて重要です。単元のまとまりの中で「主体的・対話的で深い学び」を意識した単元及び１単
位時間の学習の計画を立てましょう。

授業づくり編
２  主体的・対話的で深い学びを 
     めざした授業づくりの実際 

単元構想のポイント 

 単元計画は「めざす姿」を意識して作成 ポイント① 

 単元全体の流れの中で、「主体的・対話的で深い学び」の視点における学習活動を意図的・
計画的・組織的に組み入れていきましょう。

単元全体を、見通す段階、児童生徒が課題解決に取り組む段階、自分の学びを振り返り、次に

つながる学びの段階を設定していくことを意識して単元を構想します。その構想を基にして、実

際に単元の学習過程を計画していきます。 

 単元構想と単元計画 

どんな授業にするのか、事前に
しっかりと構想を練ることが大切
です。 

◆単元の目標の設定
学習指導要領解説と児童生徒の実態をもとに、単元の目標をとらえます。

◆教材・題材の検討
教材・題材が、目標達成に適しているか、魅力は何かなどを検討します。また、当該単元の

学びに関係のある既習内容を洗い出します。

◆児童生徒の実態の整理
当該単元に関係することを中心に、児童生徒の学びの成果や課題を整理します。 

◆「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った指導の工夫
当該単元の中で実現したい児童生徒の学びの姿を明確にします。どの場面でどのような学習

活動を組んでいくのか、単元全体を見通して計画的に考えていきます。

◆育成をめざす資質・能力の確認
学習指導要領に示された内容を学習指導要領解説をもとにしながら確認します。

 「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、これらすべてを１単位時
間の中で実現するのではなく、単元や題材といったまとまりの中で実現をめざす
ものです。したがって、見通しをもって計画的に設定することが大切です。 

① 単元を構想する 
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◆「深い学び」を実現する子どもの姿（例）  

・ 思 考 し て 問 い 続 け る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 習 得 す る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 活 用 す る  

・ 自 分 の 思 い や 考 え と 結 び 付 け る  

・ 知 識 や 技 能 を 概 念 化 す る  

・ 自 分 の 考 え を 形 成 す る  

・ 新 た な も の を 創 り 上 げ る  

以下のような授業改善の工夫が大

切です。

・知識や技能の適用場面を設定

・既習内容や経験と関連付けた思考

の促進

・個の思いの顕在化

・切実な課題の設定 等

「深い学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そ
の
た
め
に

各教科・領域等の単元計画の中に、授業改善における具体的な手段として「主体的・対話的

で深い学び」の視点を位置付け、授業でめざす子どもの姿を明確にして授業改善に取り組みま

しょう。

 学びの深まりをつくり出すために、児童が考え

る場面と教師が教える場面を意図的に取り入れる

ことが大切です。 

自分の思いや考えと結び付けた児童のノート

（４年）

道徳のノートより

「善悪の判断」のた

めには、勇気も必要だ

ということを本時の学

習で理解し、そのこと

は、本時までに学習し

た教材「心のかけはし」

の学習内容にも通じる

ことであると考えてい

ます。道徳的価値につ

いて、初めの考えをよ

り強くもったり既習内

容を想起したりしてい

ることが分かります。

（６年）国語科

資料から得た情報をカードに

書き出し、クラゲチャートを用

いて整理します。自分の伝えた

いことを整理していく方法を身

に付けていくことができます。

知識・技能の習得及び活用を意識した
思考ツールの工夫

 学習指導要領解説総則編には、次のように記されています。 

    

 すなわち、単元をどう構想するかが重要ということです。３つの学びの視点に立った授業改善

により、学習の質を一層高めていくことで、「学習内容の深い理解」「資質・能力の定着」が図

られ、児童生徒が、生涯にわたって能動的に学び続けるようにすることをめざします。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは単元や題材など内容や時

間のまとまりをどのように構成するかというデザインを考えることに他ならない。

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」「中学校学習指導要領 平成 年 解説 総則編 」

               

単元とは、各教科等における学習内容の有機的なひとまとまりと言えます。数時間で組み立
てられる学習のまとまりを見通すことは、１単位時間の授業の質を向上させる点においても極
めて重要です。単元のまとまりの中で「主体的・対話的で深い学び」を意識した単元及び１単
位時間の学習の計画を立てましょう。

授業づくり編
２  主体的・対話的で深い学びを 
     めざした授業づくりの実際 

単元構想のポイント 

 単元計画は「めざす姿」を意識して作成 ポイント① 

 単元全体の流れの中で、「主体的・対話的で深い学び」の視点における学習活動を意図的・
計画的・組織的に組み入れていきましょう。

単元全体を、見通す段階、児童生徒が課題解決に取り組む段階、自分の学びを振り返り、次に

つながる学びの段階を設定していくことを意識して単元を構想します。その構想を基にして、実

際に単元の学習過程を計画していきます。 

 単元構想と単元計画 

どんな授業にするのか、事前に
しっかりと構想を練ることが大切
です。 

◆単元の目標の設定
学習指導要領解説と児童生徒の実態をもとに、単元の目標をとらえます。

◆教材・題材の検討
教材・題材が、目標達成に適しているか、魅力は何かなどを検討します。また、当該単元の

学びに関係のある既習内容を洗い出します。

◆児童生徒の実態の整理
当該単元に関係することを中心に、児童生徒の学びの成果や課題を整理します。 

◆「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った指導の工夫
当該単元の中で実現したい児童生徒の学びの姿を明確にします。どの場面でどのような学習

活動を組んでいくのか、単元全体を見通して計画的に考えていきます。

◆育成をめざす資質・能力の確認
学習指導要領に示された内容を学習指導要領解説をもとにしながら確認します。

 「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」は、これらすべてを１単位時
間の中で実現するのではなく、単元や題材といったまとまりの中で実現をめざす
ものです。したがって、見通しをもって計画的に設定することが大切です。 

① 単元を構想する 
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「本時のねらい」「学習活動」「『主体的・対話的で深い学び』の実現のための授業づくりの
工夫」「評価規準」「めざす児童生徒の姿」等を単位時間ごとに整理します。

単元全体を見通した構想を基に、１時間１時間の計画を
立てていきます。 

学習過程

「けたか３」に
は、とっとりの授
業改革【１０の視
点】の①⑤⑧が当
てはまります。授
業の導入、展開、
終末部分に関わる
内容であり、授業
全体を構成する上
で、意識したい視
点ばかりです。

第１学年（国語科）
単元名 いわみの のりもの だいしゅうごう！

～ガイドになって しょうかいしよう～
題材名「いろいろな ふね」（出典：「あたらしいこくご」（一年下 東京書籍〉

第２学年（国語科）

実践例②
とっとりの授業改革【１０の視点】と

の関連を示している。

実践例①
学習指導案に「主体的・対話的で深い学び」の

視点のピクトグラム(＊)を取り入れ、単元計画
を立てている。

（＊：独立行政法人教職員支援機構作成）

どのような項目を盛り込むかについて共通理解を図り、明確な指導観をもった
「実効性のある」「使える」単元計画を作成していきましょう。

実践例③
気高中学校区では、とっとりの授業改革【１０の視

点】の中から重点的に意識する視点を３つに絞り、
「けたか３」と名付け、指導案に明記するなどして、共
通実践に取り組んでいる。

本時目標

第１学年（生活科）

② 単元計画を立てる  本時の授業は、単元の１ピース ポイント② 

 単元の中の１単位時間であることを念頭におき、児童生徒の学びのつながりを意識した授業づ
くりをすることが重要です。本時はゴールイメージを完成させるための一つのピースであると考
えると、一層、１時間１時間が重要になります。

 その時間で育成をめざす力を明確にして、児童生徒の実態を基に、本時目標を設定します。

本時目標の設定と併せて、評価規準も作成する必要があります。 

 本時目標を明確にする 

目標を明確にすると・・・
★進むべき学びの方向が定まる
★より分かりやすい授業づくりにつながる

 本時目標は、その時間の学びによって達
成される児童生徒の具体的な姿で設定する
ことが大切です。 

 見通しをもたせる 

 児童生徒が「見通しをもつ」とは、学習課題を把握し、どのようにすれば課題を解決できるの

か、どのような答えが考えられるのか等についてイメージをもつということです。 

見通しをもたせると・・・
★児童生徒がこれまでの学びにも着目する
★児童生徒の「できそうだ」「こうしたい」と

いう気持ちが高まる

 児童生徒の主体的な学びを実現するため
にも、児童生徒が学習課題を確実につかん
だり、解決の方法や答えの見通しをもった
りすることが、極めて重要になります。 

とっとりの授業改革【１０の視
点】の①「魅力的な課題・教材の
提示」と関連しています。 本時の流れ

単元計画

言
語
材
料
を
意
識
し
て
作
成
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ

単元の見通しを
もたせるための掲
示。授業が進むに
つれて、学びの足
跡が追加され、掲
示物が増えていき
ます。前時と本時、
次時のつながりを
児童が視覚的に捉
えられます。

○ 本時目標を明確にする 

○ 見通しをもたせる 

○ めあてを共有する 

○ 問題等の提示について工夫する 

○ 中心的な学習活動を工夫する 

○ まとめを行う 

○ 振り返りの場面を設定する 

○ 学習評価を行い指導に生かす 

子どもの主体的・対話的で深い学びを実現する授業のポイント 

日
直

東
部

教
子授業計画を立ててから、いざ、本時の授業へ！！ 

 以下、８つのポイントを詳しく説明します。 

ワン 

授
業
づ
く
り
編
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「本時のねらい」「学習活動」「『主体的・対話的で深い学び』の実現のための授業づくりの
工夫」「評価規準」「めざす児童生徒の姿」等を単位時間ごとに整理します。

単元全体を見通した構想を基に、１時間１時間の計画を
立てていきます。 

学習過程

「けたか３」に
は、とっとりの授
業改革【１０の視
点】の①⑤⑧が当
てはまります。授
業の導入、展開、
終末部分に関わる
内容であり、授業
全体を構成する上
で、意識したい視
点ばかりです。

第１学年（国語科）
単元名 いわみの のりもの だいしゅうごう！

～ガイドになって しょうかいしよう～
題材名「いろいろな ふね」（出典：「あたらしいこくご」（一年下 東京書籍〉

第２学年（国語科）

実践例②
とっとりの授業改革【１０の視点】と

の関連を示している。

実践例①
学習指導案に「主体的・対話的で深い学び」の

視点のピクトグラム(＊)を取り入れ、単元計画
を立てている。

（＊：独立行政法人教職員支援機構作成）

どのような項目を盛り込むかについて共通理解を図り、明確な指導観をもった
「実効性のある」「使える」単元計画を作成していきましょう。

実践例③
気高中学校区では、とっとりの授業改革【１０の視

点】の中から重点的に意識する視点を３つに絞り、
「けたか３」と名付け、指導案に明記するなどして、共
通実践に取り組んでいる。

本時目標

第１学年（生活科）

② 単元計画を立てる  本時の授業は、単元の１ピース ポイント② 

 単元の中の１単位時間であることを念頭におき、児童生徒の学びのつながりを意識した授業づ
くりをすることが重要です。本時はゴールイメージを完成させるための一つのピースであると考
えると、一層、１時間１時間が重要になります。

 その時間で育成をめざす力を明確にして、児童生徒の実態を基に、本時目標を設定します。

本時目標の設定と併せて、評価規準も作成する必要があります。 

 本時目標を明確にする 

目標を明確にすると・・・
★進むべき学びの方向が定まる
★より分かりやすい授業づくりにつながる

 本時目標は、その時間の学びによって達
成される児童生徒の具体的な姿で設定する
ことが大切です。 

 見通しをもたせる 

 児童生徒が「見通しをもつ」とは、学習課題を把握し、どのようにすれば課題を解決できるの

か、どのような答えが考えられるのか等についてイメージをもつということです。 

見通しをもたせると・・・
★児童生徒がこれまでの学びにも着目する
★児童生徒の「できそうだ」「こうしたい」と

いう気持ちが高まる

 児童生徒の主体的な学びを実現するため
にも、児童生徒が学習課題を確実につかん
だり、解決の方法や答えの見通しをもった
りすることが、極めて重要になります。 

とっとりの授業改革【１０の視
点】の①「魅力的な課題・教材の
提示」と関連しています。 本時の流れ

単元計画

言
語
材
料
を
意
識
し
て
作
成
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ

単元の見通しを
もたせるための掲
示。授業が進むに
つれて、学びの足
跡が追加され、掲
示物が増えていき
ます。前時と本時、
次時のつながりを
児童が視覚的に捉
えられます。

○ 本時目標を明確にする 

○ 見通しをもたせる 

○ めあてを共有する 

○ 問題等の提示について工夫する 

○ 中心的な学習活動を工夫する 

○ まとめを行う 

○ 振り返りの場面を設定する 

○ 学習評価を行い指導に生かす 

子どもの主体的・対話的で深い学びを実現する授業のポイント 

日
直

東
部

教
子授業計画を立ててから、いざ、本時の授業へ！！ 

 以下、８つのポイントを詳しく説明します。 
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 めあては、学習の冒頭で教師が提示したり、見通しをもった結果として明確になったりするも

のです。授業の中のどの場面でどのように提示するのかは、それぞれの教科・領域等の特質に

よって変わります。 

めあてを共有すると・・・

★児童生徒が学びの必然性を意識できる

★児童生徒の学び合いが充実する

 めあては、児童生徒が学びの連続性を

意識できるものにすることが大切です。 

 めあてを共有する 

 単元の目標を達成するために、１単位時間ごとの問題

等を設定します。児童生徒に提示する場合は、単元の中の

授業間のつながりを意識できるような工夫も大切です。 

 問題等の提示について工夫する 

問題等の提示を工夫すると・・・

★児童生徒が学びの連続性を意識する

★児童生徒の「できるようになりたい」「分かりたい」

という気持ちが高まる

 児童生徒が問題に向かう必然性を意識したり、本時の

問題等を自らの問い（解決したい課題）として受け止め

たりすることが大切です。 

とっとりの授業改革【１０の視点】①
「魅力的な課題・教材の提示」と関連して
います。

 問題の解決に向けて、既習事項を活用したり、利用できる情報を収集したり、様々な情報を比

較・関連付けながら考察したりします。 

 他者との交流を通じて、自分の思考の中身をより明確に意識したり、他者の考えを聞くこと

で、問題解決に必要な視点を増やしたりできるようにすることも大切です。 

中心的な学習活動を工夫すると・・・

★児童生徒の学びが深まる

★児童生徒の学びが定着する

 明確な課題意識のもと、自分なりの考えをもって互
いの考えを交流する活動を位置付けることが大切で
す。その際、話合いの意図とゴールが明確に意識され
るように、教師の具体的な指示等が必要となります。  

 中心的な学習活動を工夫する 

とっとりの授業改革【１０の視点】の

②「体験的な学習の充実」

③「資料の活用」

④「思考の整理」

⑤「説明・発表の機会の充実」

⑥「学び合う活動の充実」

に関連しています。

単
元
計
画
や
既
習
事
項
の
掲
示

を
基
に
、
児
童
が
関
心
を
も
ち
理

解
し
や
す
い
表
現
で
設
定
さ
れ
た

め
あ
て

担任の先生が写った写真に興味
を惹かれ、「実際はどうなのだろ
う。」「調べたい。」と追究が始
まりました。比較の基準が示され
ており、既習事項を活用しながら
考えを整理していきました。

実験・観察・考察、共有、発
表、役割演技、ポスターセッ
ション、話合い等、ねらいや学
習展開によって工夫できます。

 本時の学習で、何を学んだのか、その学びはなぜ生まれたのかなどを振り返らせることによっ
て、学びの手応えを感じさせたり、その学びを生かした次の学びへの意欲を高めさせたりするこ
とが大切です。 

 振り返りの場面を設定する 

振り返りを行うと・・・
★児童生徒が、何が分かったのか、

何ができるようになったのかを
実感できる

★未解決な部分やさらに追究したい
内容が分かる

 次のような、振り返りのための問いも効果的です。 
・何ができるようになりましたか。 
・何が分かりましたか。 
・なぜできるようになりましたか。 
・なぜ分かりましたか。 
・次の時間に何を学びたいですか。 

・次の時間にどんな学び方をしたいですか。  

 めあてをもとに学習活動に取り組んだ結果として得られたことを、学級全体で共有します。 

まとめを行うと・・・

★課題解決の方法や考察の結果が確認できる

★結果から一般化できる（汎用性のある）ことが

確認できる

 まとめは、児童生徒の実感の伴ったも

のとなるようにしたいものです。そのた

めにも、児童生徒の言葉を生かしたまと

めが望まれます。 

 まとめを行う 

このまとめが、次時の学習の
導入時に活用され、「円の面
積」を求める学習につながりま
した。

「まとめ」の活用

それぞれの考え方を発表し合い、説明し合った後、子どもたちの言葉を手
がかりに「まとめ」が行われました。

学習過程で生まれた「まとめ」

振り返りの視点を示した上で、本時

の振り返りとして指導者が求める項目に

ついて、記述するよう指示します。これ

により、指導者が本時の学習内容の理

解を見取る一助となります。

とっとりの授業改革【１０の視点】の
④「思考の整理」⑥「学び合う活動の充
実」と関連しています。

実践例① 実践例② 

キーワードキーワードキーワード
とっとりの授業改革

【１０の視点】の⑧「学
習を振り返る活動の設
定」に関連しています。
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 めあては、学習の冒頭で教師が提示したり、見通しをもった結果として明確になったりするも

のです。授業の中のどの場面でどのように提示するのかは、それぞれの教科・領域等の特質に

よって変わります。 

めあてを共有すると・・・

★児童生徒が学びの必然性を意識できる

★児童生徒の学び合いが充実する

 めあては、児童生徒が学びの連続性を

意識できるものにすることが大切です。 

 めあてを共有する 

 単元の目標を達成するために、１単位時間ごとの問題

等を設定します。児童生徒に提示する場合は、単元の中の

授業間のつながりを意識できるような工夫も大切です。 

 問題等の提示について工夫する 

問題等の提示を工夫すると・・・

★児童生徒が学びの連続性を意識する

★児童生徒の「できるようになりたい」「分かりたい」

という気持ちが高まる

 児童生徒が問題に向かう必然性を意識したり、本時の

問題等を自らの問い（解決したい課題）として受け止め

たりすることが大切です。 

とっとりの授業改革【１０の視点】①
「魅力的な課題・教材の提示」と関連して
います。

 問題の解決に向けて、既習事項を活用したり、利用できる情報を収集したり、様々な情報を比

較・関連付けながら考察したりします。 

 他者との交流を通じて、自分の思考の中身をより明確に意識したり、他者の考えを聞くこと

で、問題解決に必要な視点を増やしたりできるようにすることも大切です。 

中心的な学習活動を工夫すると・・・

★児童生徒の学びが深まる

★児童生徒の学びが定着する

 明確な課題意識のもと、自分なりの考えをもって互
いの考えを交流する活動を位置付けることが大切で
す。その際、話合いの意図とゴールが明確に意識され
るように、教師の具体的な指示等が必要となります。  

 中心的な学習活動を工夫する 

とっとりの授業改革【１０の視点】の

②「体験的な学習の充実」

③「資料の活用」

④「思考の整理」

⑤「説明・発表の機会の充実」

⑥「学び合う活動の充実」

に関連しています。
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担任の先生が写った写真に興味
を惹かれ、「実際はどうなのだろ
う。」「調べたい。」と追究が始
まりました。比較の基準が示され
ており、既習事項を活用しながら
考えを整理していきました。

実験・観察・考察、共有、発
表、役割演技、ポスターセッ
ション、話合い等、ねらいや学
習展開によって工夫できます。

 本時の学習で、何を学んだのか、その学びはなぜ生まれたのかなどを振り返らせることによっ
て、学びの手応えを感じさせたり、その学びを生かした次の学びへの意欲を高めさせたりするこ
とが大切です。 

 振り返りの場面を設定する 

振り返りを行うと・・・
★児童生徒が、何が分かったのか、

何ができるようになったのかを
実感できる

★未解決な部分やさらに追究したい
内容が分かる

 次のような、振り返りのための問いも効果的です。 
・何ができるようになりましたか。 
・何が分かりましたか。 
・なぜできるようになりましたか。 
・なぜ分かりましたか。 
・次の時間に何を学びたいですか。 

・次の時間にどんな学び方をしたいですか。  

 めあてをもとに学習活動に取り組んだ結果として得られたことを、学級全体で共有します。 

まとめを行うと・・・

★課題解決の方法や考察の結果が確認できる

★結果から一般化できる（汎用性のある）ことが

確認できる

 まとめは、児童生徒の実感の伴ったも

のとなるようにしたいものです。そのた

めにも、児童生徒の言葉を生かしたまと

めが望まれます。 

 まとめを行う 

このまとめが、次時の学習の
導入時に活用され、「円の面
積」を求める学習につながりま
した。

「まとめ」の活用

それぞれの考え方を発表し合い、説明し合った後、子どもたちの言葉を手
がかりに「まとめ」が行われました。

学習過程で生まれた「まとめ」

振り返りの視点を示した上で、本時

の振り返りとして指導者が求める項目に

ついて、記述するよう指示します。これ

により、指導者が本時の学習内容の理

解を見取る一助となります。

とっとりの授業改革【１０の視点】の
④「思考の整理」⑥「学び合う活動の充
実」と関連しています。

実践例① 実践例② 

キーワードキーワードキーワード
とっとりの授業改革

【１０の視点】の⑧「学
習を振り返る活動の設
定」に関連しています。
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 学習評価を行い指導に生かす 

 学習評価は、評価規準を基に行います。評価規準は、「評価規準の作成、評価方法等の工夫改
善のための参考資料」（国立教育政策研究所）を基に作成します。 

学習評価を行うと・・・
★児童生徒が、自らの成長を実感し、意欲が高まる
★教師が、目標や計画、指導方法の改善・充実に取

り組むことができる

 学習評価は指導に生かされなければな

りません。本時の支援へとつなげたり、

次時以降の指導に反映させたりします。 

【第２学年 国語科】単元名「生きものってすごいな！～絵コンテでつたえよう～」

まずは、その単元で育成をめざす力を明確にして、児童生徒の実態把握に基づき、「主体
的・対話的で深い学び」の実現を意識した単元計画を作成しましょう。そして、それに基づく
１単位時間ごとの授業計画を作成して授業に向かうことが大切です。

児童の学
ぶ意欲を引
き出す場面
【視点①】

本時の学
習とめあて
の確認
【視点①】

振り返りと
次時への意
欲付けの場
面
【視点⑧】

本時目標
を見取る規
準の設定
【視点⑦】

学び合う活動
を充実させるた
めの書く活動の
設定【視点⑥】

個人で考え、他者と
考えを交流する場面
【視点④⑤】

本時の展開には、とっとりの

授業改革【１０の視点】が複

数見て取れます。言い換える

と、主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた学習活動が

位置付けられているというこ

とになります。このような学

習展開を意識して、授業づく

りを進めましょう。 

【参考】１時間の授業の中に、とっとりの授業改革【１０の視点】にかか
わる場面がたくさんあります。

とっとりの授業改革【１０の視点】⑦「学習評価の推進」と関連しています。

指導と評価の一体化が大切です。 

「子どもたちの学力を向上させたい」「分かる授業づくりをしたい」「学び合いのある授業

にしたい」等、指導者として常に向上心をもって取り組むことが大切です。子どもたちの学び

を充実させるためにも、次のような工夫を意識して授業改善を進めましょう。

  学習意欲を引き出す発問  ポイント① 

               授業づくり編 ３ 大切にしたい学びを支える技 

  ①児童生徒が、聞く姿勢になっていることを確認する。 

  ②内容が把握しやすい明確な問いにする。 

   ・はっきりと一度で問う。 

   ・反応を待つ。 

  ③多様な考えを引き出す問いにする。

 発問とは、本時の目標を達成させるために教師が発する問いであり、児童生徒の学習意欲を

引き出したり、思考や活動を促し、授業の流れを作ったりするものです。

  ①経験したこと、知っていることなどを問う発問 

   （例）「○○について、知っていることはありませんか？」 

  ②問題場面の原因を考えさせたり、結果を推測させたりする発問 

   （例）「このようになったのは、なぜでしょう？」 

      「○○を■■にすると、結果は、どうなるでしょう？」 

  ③比較させたり、選択させたりする発問 

   （例）「①と②では、考え方にどのような違いがありますか？」 

      「もっと○○にするには、どちらの解き方がよいでしょう？」 

  ④振り返りを促す発問 

   （例）「何ができるようになりましたか？」 

      「次の時間に何を学びたいですか？」 

例① 写真や資料をもとに、白地図や表にまとめてみて、どんなことに気付きましたか。

例② なぜ、土地の広い南側ではなく、北側に家がたくさん集まっているのでしょう。

例①の発問に対して、児童は、様々な気付きを挙げると考えられます。根拠となる資料等

を示しながら説明する児童もあるかもしれません。しかし、例①の気付きを基にして例②の

ように重ねて発問することで、「分布」や「広がり」「自然条件」などの視点を意識して答

えようとします。発問を工夫することで、より深い学びにつながると考えられます。

（例）第３学年

単元名 わたしのまち みんなのまち（第３学年）

目 標 Ａ町の土地の様子を地形的な条件や社会的な条件と関連付けて考えることができる。

１ 発問の種類 

２ 発問する際の留意点 

児童生徒の反応が気にな
り、問い方や問う内容を変
えていくと、かえって子ど
もたちは、混乱してしまう
こともあります。発問は明
確にしましょう。

＊
詳
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 学習評価を行い指導に生かす 

 学習評価は、評価規準を基に行います。評価規準は、「評価規準の作成、評価方法等の工夫改
善のための参考資料」（国立教育政策研究所）を基に作成します。 

学習評価を行うと・・・
★児童生徒が、自らの成長を実感し、意欲が高まる
★教師が、目標や計画、指導方法の改善・充実に取

り組むことができる

 学習評価は指導に生かされなければな

りません。本時の支援へとつなげたり、

次時以降の指導に反映させたりします。 

【第２学年 国語科】単元名「生きものってすごいな！～絵コンテでつたえよう～」

まずは、その単元で育成をめざす力を明確にして、児童生徒の実態把握に基づき、「主体
的・対話的で深い学び」の実現を意識した単元計画を作成しましょう。そして、それに基づく
１単位時間ごとの授業計画を作成して授業に向かうことが大切です。

児童の学
ぶ意欲を引
き出す場面
【視点①】

本時の学
習とめあて
の確認
【視点①】

振り返りと
次時への意
欲付けの場
面
【視点⑧】

本時目標
を見取る規
準の設定
【視点⑦】

学び合う活動
を充実させるた
めの書く活動の
設定【視点⑥】

個人で考え、他者と
考えを交流する場面
【視点④⑤】

本時の展開には、とっとりの

授業改革【１０の視点】が複

数見て取れます。言い換える

と、主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた学習活動が

位置付けられているというこ

とになります。このような学

習展開を意識して、授業づく

りを進めましょう。 

【参考】１時間の授業の中に、とっとりの授業改革【１０の視点】にかか
わる場面がたくさんあります。

とっとりの授業改革【１０の視点】⑦「学習評価の推進」と関連しています。

指導と評価の一体化が大切です。 

「子どもたちの学力を向上させたい」「分かる授業づくりをしたい」「学び合いのある授業

にしたい」等、指導者として常に向上心をもって取り組むことが大切です。子どもたちの学び

を充実させるためにも、次のような工夫を意識して授業改善を進めましょう。

  学習意欲を引き出す発問  ポイント① 

               授業づくり編 ３ 大切にしたい学びを支える技 

  ①児童生徒が、聞く姿勢になっていることを確認する。 

  ②内容が把握しやすい明確な問いにする。 

   ・はっきりと一度で問う。 

   ・反応を待つ。 

  ③多様な考えを引き出す問いにする。

 発問とは、本時の目標を達成させるために教師が発する問いであり、児童生徒の学習意欲を

引き出したり、思考や活動を促し、授業の流れを作ったりするものです。

  ①経験したこと、知っていることなどを問う発問 

   （例）「○○について、知っていることはありませんか？」 

  ②問題場面の原因を考えさせたり、結果を推測させたりする発問 

   （例）「このようになったのは、なぜでしょう？」 

      「○○を■■にすると、結果は、どうなるでしょう？」 

  ③比較させたり、選択させたりする発問 

   （例）「①と②では、考え方にどのような違いがありますか？」 

      「もっと○○にするには、どちらの解き方がよいでしょう？」 

  ④振り返りを促す発問 

   （例）「何ができるようになりましたか？」 

      「次の時間に何を学びたいですか？」 

例① 写真や資料をもとに、白地図や表にまとめてみて、どんなことに気付きましたか。

例② なぜ、土地の広い南側ではなく、北側に家がたくさん集まっているのでしょう。

例①の発問に対して、児童は、様々な気付きを挙げると考えられます。根拠となる資料等

を示しながら説明する児童もあるかもしれません。しかし、例①の気付きを基にして例②の

ように重ねて発問することで、「分布」や「広がり」「自然条件」などの視点を意識して答

えようとします。発問を工夫することで、より深い学びにつながると考えられます。

（例）第３学年

単元名 わたしのまち みんなのまち（第３学年）

目 標 Ａ町の土地の様子を地形的な条件や社会的な条件と関連付けて考えることができる。

１ 発問の種類 

２ 発問する際の留意点 

児童生徒の反応が気にな
り、問い方や問う内容を変
えていくと、かえって子ど
もたちは、混乱してしまう
こともあります。発問は明
確にしましょう。
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児童生徒の発言を受けて、それをつなぎながら、子どもたちとともに学習を進めていくことで

授業が充実していきます。 

【参考】思考を活性化させるための問いについて
思考が動く活動をつくる「動詞」（例）

考えるための動詞 発問の例

比較する ○○と△△の違いは？ 共通点は？

分類する どんなグループ分けができるだろう？ 分ける基準は？

関係づける ○○と△△はどんな関係だろう？ 原因は何だろう？

視点（立場）を変える ○○の視点・別の人の立場からみるとどうだろう？

推論する・適用する 身近な問題・別の問題にあてはめるとどうなるかな？

具体化する 図に表してみよう

選択・判断する どの考えがいちばんよいだろう？ なぜそう思う？

見通す 結果はどうなるだろう？ 大切にしたい価値が実現するか？

批判する ほんとうにそれでよいか？ ほかの方法はないか？

振り返る 学んだこと，よかったこと，これからの課題は何だろう？

（国立教育政策研究所 西野真由美 氏）
「考え，議論する道徳を実現する！主体的・対話的で深い学びの視点から（図書文化）」

教科や領域の特性に合わせて、
工夫して使えそうですね。

３ 発言の取り上げ方、つなぎ方 

教室掲示より

 聞き方、話し方の視点を

整理した掲示物で、子ども

たちに「考えをつなぐこ

と」を意識させるのも、一

つの方法です。 

（留意点） 

 児童生徒の発言を的確に評価する 

 誤答を大事に扱う 

 発言を教材化する 

一人一人の考えのよさやつまずきを把握し、
支援に生かします。

誤答の問題点について解決する過程を通し

て、学級全体の学びに広げていきます。

一人の発言を全体で取り上げ共有すること

で、他の児童生徒の思考のヒントになります。

児童生徒が見て、本時の目標が分かり、学習を振り返ることができる板書をめざすことが大
切です。そのためには、板書の役割をしっかりと理解し、子どもたちの目線に立った板書を行
う必要があります。

板書の役割は・・・ 

 ① 学習内容の要点を分かりやすくする 

 ② 児童生徒の思考を助け、思考活動を活発にする 

 ③ 学習過程が分かり、振り返りがしやすくなる 
 

基本として・・・ 

     ① 本時の学習課題（めあて）が分かるようにする 

 ② 色使いや文字の配置、大きさに留意する 
   ・どの子にも見やすく、発達段階に応じた大きさで 

 ③ 子どもが板書をノートに写すことを意識する 
   ・文字数、書く速さ、説明するタイミングを考える 

 ④ 学習過程を振り返ることができるように計画的に書く  
   ・できるだけ１単位時間に１枚の板書 

   ・補助黒板等の活用 

児童生徒に伝えたいこと
をはっきりともって授業を
行いますが、授業の前に、
本時で押さえたいこと、育
成をめざす力を明確にして
「板書計画」を立てること
は、授業づくりで大切なポ
イントです。

日
直東

部

育
男

  思考を助ける板書  ポイント② 

【道徳科】 

 第５学年の「手品師」を教材とした授業の板書です。指導者
の指導観に基づいて、板書も異なります。共通している点とし
て、子どもたちの言葉を大切にして生かし、さらに本時の学び
の過程が分かる板書となっている点です。 

（板書の例）

いずれの授業にお

いても、指導者が板

書計画を立てた上

で、授業に臨んでい

ます。
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児童生徒の発言を受けて、それをつなぎながら、子どもたちとともに学習を進めていくことで

授業が充実していきます。 

【参考】思考を活性化させるための問いについて
思考が動く活動をつくる「動詞」（例）

考えるための動詞 発問の例
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関係づける ○○と△△はどんな関係だろう？ 原因は何だろう？
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推論する・適用する 身近な問題・別の問題にあてはめるとどうなるかな？
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選択・判断する どの考えがいちばんよいだろう？ なぜそう思う？

見通す 結果はどうなるだろう？ 大切にしたい価値が実現するか？

批判する ほんとうにそれでよいか？ ほかの方法はないか？

振り返る 学んだこと，よかったこと，これからの課題は何だろう？

（国立教育政策研究所 西野真由美 氏）
「考え，議論する道徳を実現する！主体的・対話的で深い学びの視点から（図書文化）」
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工夫して使えそうですね。

３ 発言の取り上げ方、つなぎ方 

教室掲示より

 聞き方、話し方の視点を

整理した掲示物で、子ども

たちに「考えをつなぐこ

と」を意識させるのも、一

つの方法です。 

（留意点） 

 児童生徒の発言を的確に評価する 

 誤答を大事に扱う 

 発言を教材化する 

一人一人の考えのよさやつまずきを把握し、
支援に生かします。

誤答の問題点について解決する過程を通し

て、学級全体の学びに広げていきます。

一人の発言を全体で取り上げ共有すること

で、他の児童生徒の思考のヒントになります。

児童生徒が見て、本時の目標が分かり、学習を振り返ることができる板書をめざすことが大
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う必要があります。

板書の役割は・・・ 
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 ② 児童生徒の思考を助け、思考活動を活発にする 

 ③ 学習過程が分かり、振り返りがしやすくなる 
 

基本として・・・ 

     ① 本時の学習課題（めあて）が分かるようにする 

 ② 色使いや文字の配置、大きさに留意する 
   ・どの子にも見やすく、発達段階に応じた大きさで 

 ③ 子どもが板書をノートに写すことを意識する 
   ・文字数、書く速さ、説明するタイミングを考える 

 ④ 学習過程を振り返ることができるように計画的に書く  
   ・できるだけ１単位時間に１枚の板書 

   ・補助黒板等の活用 

児童生徒に伝えたいこと
をはっきりともって授業を
行いますが、授業の前に、
本時で押さえたいこと、育
成をめざす力を明確にして
「板書計画」を立てること
は、授業づくりで大切なポ
イントです。
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部

育
男

  思考を助ける板書  ポイント② 

【道徳科】 

 第５学年の「手品師」を教材とした授業の板書です。指導者
の指導観に基づいて、板書も異なります。共通している点とし
て、子どもたちの言葉を大切にして生かし、さらに本時の学び
の過程が分かる板書となっている点です。 

（板書の例）

いずれの授業にお

いても、指導者が板

書計画を立てた上

で、授業に臨んでい

ます。
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書くことによって、子どもたちは思考過程を整理することができます。また、板書を書き写

すことで、学習内容の要点を整理することができます。子どもたちの学ぶ意欲を高めるノート

指導が大切です。

 ○ノートの上手な使い方の例を、教室内に掲示したり、学級通信やノート展示会などで紹介し  

  たりして、効果的なノートづくりを働きかける。 

 ○可能な限り授業後にノートを回収し、点検・評価を行う。 

 学ぶ意欲につながるノート指導  ポイント③ 

板書を写すだけでなく、

自分の考えたことや分

かったこと、疑問も書く

ようにさせよう。 

発達段階、教科の特性

を考慮したノートを選ぼ

う。（マス目の大きさ、

罫線の幅、無地等） 

理想的なノートにするために…

 ○教科の特性や目的に応じた書き方の指導 

  を行う。 

 ○ガイダンスを行う。 

  ・ノートづくりの目的を伝える。 

  ・記入のきまりを確認する。（日付、学習課題（めあて）、見出し、色の使い分けなど） 

  ・ノートづくりの手引きや過去のノートを例示し、理想的なノートをイメージさせる。 

 ○書く速さや書く分量、丁寧さなど、個人差に対応する。 

学習内容の理解やノートの書き方などへの助言や励ましの言葉、感想

を教師が記述することで、子どもたちの授業への意欲を高めたり、学び

を深めたりするきっかけとなります。ノート指導を通じて、児童生徒理

解も進み、良好な関係をつくることにもつながります。

１ ノートづくりの目的 

２ ノート指導のポイント 

３ 点検と評価 

前時の学習や家庭学習を本
時に生かせるようなノートづ
くりが大切です。

○学習内容を残す。 

  ⇒学習の記録が残り、学びを振り返ることができる。 

  ⇒学習内容が継続して捉えられるとともに、主体的な学びに発展できる。 

 ○書くことにより学習内容を整理する。 

 ○要点を明確化する。 

言葉、絵、図、オリジナルキャ

ラクター、吹き出し、付箋紙など

を使って、自分だけのノートづく

りを支援しよう。 

（自主学習ノート）４年児童
児童が興味

を も っ た 内
容、感 想に 共
感しながら、
新しい視点を
与える担任の
コメントがあ
ります。

 児童生徒が、主体的で対話的に学ぶ授業にするためには、目的に応じた環境作りが欠かせませ
ん。教科の特性、学習内容、児童生徒の実態等を考慮し、全体、小集団、個人など学習形態を工
夫することが大切です。

 小集団といっても、ペアやグループ学習などそれぞれに特徴があり、期待される効果も異なり

ます。問題解決の過程が協働的なものになるように、日頃から目的に応じた適切な学習形態を工

夫していきましょう。 

集団の

規 模
個 人 ペ ア 少人数のグループ 全 体

特 徴

・一人でじっくりと

取り組める。

・気軽に短時間で交流

できる。

・隣りの席、前後、自

由に相手を見つける

など工夫できる。

・聞く・話す立場が明

確になる。

・複数の考えを交流で

き、自信がもてる。

・多様な意見と出会え

るため、考えを広げ

たり深めたりでき

る。

・多様な考えを基に、学

級全体で話し合い、よ

りよい解決に向けて学

びを深め、学習内容を

共有できる。

留意点

・自分の考えをもて

なかったり一人で

取り組めなかった

りする場合は、支

援が必要である。

・ペアの関係性に配慮

する。

・話合いや活動に参加

しにくい児童生徒に

支援が必要である。

・司会や記録など役割

を決める等のルール

があるとよい。

・学級が、安心して意見

を出し合える場である

ことが求められる。

・参加しにくい児童生徒

の出番を考慮した働き

かけが必要である。

 １単位時間を通して同じ形態で行うこともありますし、学習内容や目的、学習過程、児童の実

態等によってはこれらを複数取り入れて授業を進めることも可能です。児童生徒が、主体的に授

業に向かい、対話を通して深く学べるよう、目的に応じて学習形態を工夫しましょう。 

個人の学び ペアでの学び

自
由
に
動
き
な
が
ら
の

学
び

全
体
で
の
学
び

  活動に適した学習形態を選ぶ  ポイント④ 

１単位時間の中
で、目的に応じて学
習形態を工夫してい
ます。

（実践例）単元名 図形の拡大と縮小（第６学年）
本時のめあて「どんな形になるか予測して、点対称な図形を作図しよう。」
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書くことによって、子どもたちは思考過程を整理することができます。また、板書を書き写

すことで、学習内容の要点を整理することができます。子どもたちの学ぶ意欲を高めるノート

指導が大切です。

 ○ノートの上手な使い方の例を、教室内に掲示したり、学級通信やノート展示会などで紹介し  

  たりして、効果的なノートづくりを働きかける。 

 ○可能な限り授業後にノートを回収し、点検・評価を行う。 

 学ぶ意欲につながるノート指導  ポイント③ 

板書を写すだけでなく、

自分の考えたことや分

かったこと、疑問も書く

ようにさせよう。 

発達段階、教科の特性

を考慮したノートを選ぼ

う。（マス目の大きさ、

罫線の幅、無地等） 

理想的なノートにするために…

 ○教科の特性や目的に応じた書き方の指導 

  を行う。 

 ○ガイダンスを行う。 

  ・ノートづくりの目的を伝える。 

  ・記入のきまりを確認する。（日付、学習課題（めあて）、見出し、色の使い分けなど） 

  ・ノートづくりの手引きや過去のノートを例示し、理想的なノートをイメージさせる。 

 ○書く速さや書く分量、丁寧さなど、個人差に対応する。 

学習内容の理解やノートの書き方などへの助言や励ましの言葉、感想

を教師が記述することで、子どもたちの授業への意欲を高めたり、学び

を深めたりするきっかけとなります。ノート指導を通じて、児童生徒理

解も進み、良好な関係をつくることにもつながります。

１ ノートづくりの目的 

２ ノート指導のポイント 

３ 点検と評価 

前時の学習や家庭学習を本
時に生かせるようなノートづ
くりが大切です。

○学習内容を残す。 

  ⇒学習の記録が残り、学びを振り返ることができる。 

  ⇒学習内容が継続して捉えられるとともに、主体的な学びに発展できる。 

 ○書くことにより学習内容を整理する。 

 ○要点を明確化する。 

言葉、絵、図、オリジナルキャ

ラクター、吹き出し、付箋紙など

を使って、自分だけのノートづく

りを支援しよう。 

（自主学習ノート）４年児童
児童が興味

を も っ た 内
容、感 想に 共
感しながら、
新しい視点を
与える担任の
コメントがあ
ります。

 児童生徒が、主体的で対話的に学ぶ授業にするためには、目的に応じた環境作りが欠かせませ
ん。教科の特性、学習内容、児童生徒の実態等を考慮し、全体、小集団、個人など学習形態を工
夫することが大切です。

 小集団といっても、ペアやグループ学習などそれぞれに特徴があり、期待される効果も異なり

ます。問題解決の過程が協働的なものになるように、日頃から目的に応じた適切な学習形態を工

夫していきましょう。 

集団の

規 模
個 人 ペ ア 少人数のグループ 全 体

特 徴

・一人でじっくりと

取り組める。

・気軽に短時間で交流

できる。

・隣りの席、前後、自

由に相手を見つける

など工夫できる。

・聞く・話す立場が明

確になる。

・複数の考えを交流で

き、自信がもてる。

・多様な意見と出会え

るため、考えを広げ

たり深めたりでき

る。

・多様な考えを基に、学

級全体で話し合い、よ

りよい解決に向けて学

びを深め、学習内容を

共有できる。

留意点

・自分の考えをもて

なかったり一人で

取り組めなかった

りする場合は、支

援が必要である。

・ペアの関係性に配慮

する。

・話合いや活動に参加

しにくい児童生徒に

支援が必要である。

・司会や記録など役割

を決める等のルール

があるとよい。

・学級が、安心して意見

を出し合える場である

ことが求められる。

・参加しにくい児童生徒

の出番を考慮した働き

かけが必要である。

 １単位時間を通して同じ形態で行うこともありますし、学習内容や目的、学習過程、児童の実

態等によってはこれらを複数取り入れて授業を進めることも可能です。児童生徒が、主体的に授

業に向かい、対話を通して深く学べるよう、目的に応じて学習形態を工夫しましょう。 
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  活動に適した学習形態を選ぶ  ポイント④ 

１単位時間の中
で、目的に応じて学
習形態を工夫してい
ます。

（実践例）単元名 図形の拡大と縮小（第６学年）
本時のめあて「どんな形になるか予測して、点対称な図形を作図しよう。」
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ＩＣＴそのものが、児童生徒の学習を主体的で対話的にするのではありません。児童生徒の

学びを充実させ学力向上につなげていくためには、指導者が意図的に授業の中でＩＣＴ機器を

使用したり子どもたちに活用させたりすることを、学習過程に組み入れることが大切です。学

習指導要領には、小学校においてプログラミング教育を必修化するなど、情報活用能力を言語

能力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けるとともに、学校においてＩＣＴ

環境を整え、それを適切に活用した学習活動の充実を図ることが明記されています。

授業づくりでは、子どもたちに「おもしろい」「もっと学びたい」と思わせるような工夫が

大切です。そして、「分かった」「できた」という経験を授業の中で重ねていくことが求めら

れます。だからこそ、学習指導の基本に立ち返ることが、授業改善への近道と言えます。

  活動を充実させるＩＣＴ活用  ポイント⑤ 

  授業において、どの場面でどのように活用するか授業計画を立てることが大切です。 
 ○ＩＣＴの活用例 
  社会科：情報を収集・整理し、プレゼンテーション用ソフトを活用して説明する。 
  算数・数学科：数量や図形の学習で、変化や移動などを視覚的にとらえやすくする。 
  理科：観察や実験の記録、集計、グラフ化などを行う。 
  国語科：発表場面を録画して再生しながら改善点について話し合う。 
  反復学習の場面：活動内容や方法を工夫することで、児童生徒が意欲的に取り組み、学習内 
          容の定着を支援する。また、一人一人の学習ニーズや個性等に応じた対応 
          も工夫できる。 
  教科を問わず、鑑賞や動作の確認など記録し映像を生かす場面でも活用できそうです。 
 ○活用場面例
  「授業の導入」 問題提示や既習事項の確認 
  「授業の展開」 児童生徒が課題解決に活用、児童生徒の学びの共有 
  「授業の終末」 学習の振り返り、まとめの提示 

＊ ：

○学習に対する児童生徒の興味・関心を高める
○児童生徒一人一人に課題を明確につかませる
○分かりやすく説明したり児童生徒の思考や理解を深めたりする
○学習内容をまとめる際に児童生徒の知識の定着を図る

 各教科における主体的・対話的で深い学びの促進、児童生徒の情報活用能力の効果的な育成に

つながるように、使用する教科・領域や教材、児童生徒の実態等に応じて、適当なＩＣＴ機器を

活用し、学習内容の理解や課題解決、基礎的・基本的事項の定着等に役立てることができます。 

 ＩＣＴ機器
  パソコン、プロジェクター、大型テレビ（ディスプレー）、電子黒板、実物投影機、書画カ 

 メラ、デジタルカメラ、ビデオカメラ、タブレット型コンピュータ、ＩＣレコーダー 等 

それぞれのＩＣＴ機器の特性を見極めた上で、児童生徒の学習をより
充実させるために効果的な機器を選択するようにしましょう。

☆ よりよく活用するための留意点 ☆
①黒板やホワイトボードよりも、プロジェクターや電子黒板が適してい

るか。
②スクリーンや電子黒板等の位置は、どの子どもにも見やすいか。
③インターネットでの調べ活動と図書などによる調べ活動の長所や短所

をつかんでいるか。
④授業の中断を防ぐために、必ず使用する機器の起動を確認しておく。
⑤インターネット上の資料や画像等を使用する際には、著作権等に配慮

する。

書画カメラ
の使用によ
り、様々な角
度で拡大して
鑑賞できる。

１ ＩＣＴ活用の目的 

２ ＩＣＴの活用 

          授業づくり編

 道徳科における「見方・考え方」は、目標に 
 明記されている 

ポイント① 

「特別の教科 道徳」は、その目標の中で育成をめざす資質・能力とその資質・能力をどのよう

な学習によって養うのかが示されています。「特別の教科 道徳」の目標を知ることが、道徳科の

充実には欠かせない最重要事項と言えます。

小学校においては平成３０年度、中学校は３１年度から全面実施の特別の教科 道徳。「主体的・

対話的で深い学び」を意識した授業づくり、評価等について、理解し取り組んでいくことが求めら

れます。

４ 特別の教科 道徳 

 

           

道徳科の目標（小学校）

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため，

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方

についての考えを深める学習を通して，

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

青字で記した部分が、期待される授業の有り様です。特に、下線部は児童生徒の学習の姿として強

く意識すべきことになります。下線部のような学習状況が実現されているかを評価し、指導に生かす

ことが重要となります。 

道徳科の目標（中学校）

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため，

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，

人間としての生き方についての考えを深める学

習を通して，

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

「道徳性」は、よりよい行為へのエネルギー ポイント② 

道徳科の目標に「道徳性を養う」という表現があります。道徳科で育てることをめざす資質・

能力としての「道徳性」について、学習指導要領解説には、次のように整理されています。 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用

（小学校学習指導要領 第３章 特別の教科 道徳 ）
（中学校学習指導要領 第３章 特別の教科 道徳 ）道徳科の目標

道徳性とは   

■よりよく生きるための営みを支える基盤となるもの

■人間としての本来的な在り方やよりよい生き方を目指して行われる道徳的行為を可能にする

人格的特性であり，人格の基盤をなすもの

■人間らしいよさであり，道徳的価値が一人一人の内面において統合されたもの

道徳性は、 

よりよい行為へのエネルギー（内面的資質）です。 

・道徳的判断力

・道徳的心情

・道徳的実践意欲と態度

よりよい行為 

（道徳的行為）

（道徳的習慣） 
特に序列や段階がある

ということではない。

目に見える道徳的実
践の姿は、目に見えない
内面的資質に由来して
います。

授
業
づ
く
り
編

― 43 ― ― 44 ―



ＩＣＴそのものが、児童生徒の学習を主体的で対話的にするのではありません。児童生徒の

学びを充実させ学力向上につなげていくためには、指導者が意図的に授業の中でＩＣＴ機器を

使用したり子どもたちに活用させたりすることを、学習過程に組み入れることが大切です。学

習指導要領には、小学校においてプログラミング教育を必修化するなど、情報活用能力を言語

能力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けるとともに、学校においてＩＣＴ

環境を整え、それを適切に活用した学習活動の充実を図ることが明記されています。

授業づくりでは、子どもたちに「おもしろい」「もっと学びたい」と思わせるような工夫が

大切です。そして、「分かった」「できた」という経験を授業の中で重ねていくことが求めら

れます。だからこそ、学習指導の基本に立ち返ることが、授業改善への近道と言えます。

  活動を充実させるＩＣＴ活用  ポイント⑤ 

  授業において、どの場面でどのように活用するか授業計画を立てることが大切です。 
 ○ＩＣＴの活用例 
  社会科：情報を収集・整理し、プレゼンテーション用ソフトを活用して説明する。 
  算数・数学科：数量や図形の学習で、変化や移動などを視覚的にとらえやすくする。 
  理科：観察や実験の記録、集計、グラフ化などを行う。 
  国語科：発表場面を録画して再生しながら改善点について話し合う。 
  反復学習の場面：活動内容や方法を工夫することで、児童生徒が意欲的に取り組み、学習内 
          容の定着を支援する。また、一人一人の学習ニーズや個性等に応じた対応 
          も工夫できる。 
  教科を問わず、鑑賞や動作の確認など記録し映像を生かす場面でも活用できそうです。 
 ○活用場面例
  「授業の導入」 問題提示や既習事項の確認 
  「授業の展開」 児童生徒が課題解決に活用、児童生徒の学びの共有 
  「授業の終末」 学習の振り返り、まとめの提示 

＊ ：

○学習に対する児童生徒の興味・関心を高める
○児童生徒一人一人に課題を明確につかませる
○分かりやすく説明したり児童生徒の思考や理解を深めたりする
○学習内容をまとめる際に児童生徒の知識の定着を図る

 各教科における主体的・対話的で深い学びの促進、児童生徒の情報活用能力の効果的な育成に

つながるように、使用する教科・領域や教材、児童生徒の実態等に応じて、適当なＩＣＴ機器を

活用し、学習内容の理解や課題解決、基礎的・基本的事項の定着等に役立てることができます。 

 ＩＣＴ機器
  パソコン、プロジェクター、大型テレビ（ディスプレー）、電子黒板、実物投影機、書画カ 

 メラ、デジタルカメラ、ビデオカメラ、タブレット型コンピュータ、ＩＣレコーダー 等 

それぞれのＩＣＴ機器の特性を見極めた上で、児童生徒の学習をより
充実させるために効果的な機器を選択するようにしましょう。

☆ よりよく活用するための留意点 ☆
①黒板やホワイトボードよりも、プロジェクターや電子黒板が適してい

るか。
②スクリーンや電子黒板等の位置は、どの子どもにも見やすいか。
③インターネットでの調べ活動と図書などによる調べ活動の長所や短所

をつかんでいるか。
④授業の中断を防ぐために、必ず使用する機器の起動を確認しておく。
⑤インターネット上の資料や画像等を使用する際には、著作権等に配慮

する。

書画カメラ
の使用によ
り、様々な角
度で拡大して
鑑賞できる。

１ ＩＣＴ活用の目的 

２ ＩＣＴの活用 

          授業づくり編

 道徳科における「見方・考え方」は、目標に 
 明記されている 

ポイント① 

「特別の教科 道徳」は、その目標の中で育成をめざす資質・能力とその資質・能力をどのよう

な学習によって養うのかが示されています。「特別の教科 道徳」の目標を知ることが、道徳科の

充実には欠かせない最重要事項と言えます。

小学校においては平成３０年度、中学校は３１年度から全面実施の特別の教科 道徳。「主体的・

対話的で深い学び」を意識した授業づくり、評価等について、理解し取り組んでいくことが求めら

れます。

４ 特別の教科 道徳 

 

           

道徳科の目標（小学校）

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため，

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方

についての考えを深める学習を通して，

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

青字で記した部分が、期待される授業の有り様です。特に、下線部は児童生徒の学習の姿として強

く意識すべきことになります。下線部のような学習状況が実現されているかを評価し、指導に生かす

ことが重要となります。 

道徳科の目標（中学校）

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため，

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，

人間としての生き方についての考えを深める学

習を通して，

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

「道徳性」は、よりよい行為へのエネルギー ポイント② 

道徳科の目標に「道徳性を養う」という表現があります。道徳科で育てることをめざす資質・

能力としての「道徳性」について、学習指導要領解説には、次のように整理されています。 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用

（小学校学習指導要領 第３章 特別の教科 道徳 ）
（中学校学習指導要領 第３章 特別の教科 道徳 ）道徳科の目標

道徳性とは   

■よりよく生きるための営みを支える基盤となるもの

■人間としての本来的な在り方やよりよい生き方を目指して行われる道徳的行為を可能にする

人格的特性であり，人格の基盤をなすもの

■人間らしいよさであり，道徳的価値が一人一人の内面において統合されたもの

道徳性は、 

よりよい行為へのエネルギー（内面的資質）です。 

・道徳的判断力

・道徳的心情

・道徳的実践意欲と態度

よりよい行為 

（道徳的行為）

（道徳的習慣） 
特に序列や段階がある

ということではない。

目に見える道徳的実
践の姿は、目に見えない
内面的資質に由来して
います。
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 内容項目に含まれる道徳的価値を読み取る ポイント③ 

内容項目は、道徳的価値を含む内容を短い文章で表したものです。内容項目及びその内容に示

されていることを基に、含まれる道徳的価値について把握することが大切です。そして、本時で

子どもたちに考えさせたい道徳的価値は何かを明確にした上で授業を行います。 

小学校 内容項目の数

低学年 １９項目

中学年 ２０項目

高学年 ２２項目

中学校 内容項目の数

全学年 ２２項目

 個々の内容項目には、単一の道

徳的価値が含まれているものや

複数の道徳的価値が含まれてい

るものがあります。この時間に

は、何を指導するのかを明確にも

ち、授業を構想しましょう。 

  

 

 

 （道徳科の評価の基本的な考え方） 

 ■数値による評価ではなく、記述式であること。 

 ■児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止め、励ます個人内評価として行うこと。 

 ■他の児童生徒と比較して優劣を決めるような評価はなじまない。 

 ■個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価を行うこと。 

 ■発達障がい等の児童生徒についての配慮すべき観点等を学校や教員間で共有すること。 

 道徳科の評価の考え方を知る ポイント④ 

道徳科の目標からわかるように、それぞれ「よりよく生きるための道徳性を養うこと」をめざ

しています。しかし、道徳性は、内面的資質であり、道徳性が育ったかどうかを見取るのは容易

ではありません。道徳科の評価は、次に示す点に留意して行っていきましょう。 

児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生かすよ
う努める必要がある。ただし、数値などによる評価は行わないものとする。

個人内評価

授業の中で、児童生徒一人一人

の学習状況を見取っていく。

客観的に評価するため

には、その根拠となるも

のが求められます。

授業中のワークシート

等への記述、発言や他者

との関わりの様子等の観

察、複数の教員による授

業の工夫（ＴＴ、交換授業

等）など、週１時間の授業

を充実させる授業づくり

が求められます。

大くくりなまとまりを 

       踏まえた評価  

○一つ一つの内容項目ごとにどの

くらい理解したかを評価するの

ではなく、学期や学年といった

一定のまとまりの中で、道徳科

の学習状況や道徳性に係る成長

の様子を見取る。

○一つの授業の学習状況のみを取

り上げて評価しない。

こ
こ
を
見
取
っ
て
い
く

ねらいとする道徳性

内容項目に含まれる道徳的価値の例（高学年の内容項目より） 

友情、信頼 

規則の尊重 

内容項目 
友達と互いに信頼し、学び合って友情を深め、異性についても理解しな
がら、人間関係を築いていくこと。 

道徳的価値 友情、協力、信頼、異性尊重 

内容項目 
法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを守り、自他の権利を大
切にし、義務を果たすこと。 

道徳的価値 規則尊重、公徳心、権利、義務 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用

「考え、議論する道徳」を実現する ポイント⑤ 

児童生徒が、自分の「考え」をもち、他者と関わり合いながら考え「議論する」授業とするた

めには、多様な指導法を効果的に取り入れることが大切です。授業の質的転換のためにも「考え、

議論する道徳」の在り方について理解することが求められます。 

  一人一人の学習状況や道徳性に係る成長の様子 

 を見取るときに注目する点 

○他者の考え方や議論に触れ、自律的に思考する中  
 で、一面的な見方から多面的・多角的な見方へと 
 発展しているか 

○多面的・多角的な思考の中で、道徳的価値の理解 
 を自分自身との関わりの中で深めているか 

評価の推進には、

○学習評価の妥当性、信頼性等を担保

することが重要。

○評価は個々の教師が個人として行う

のではなく、学校として

組織的・計画的に行われ

ることが重要。

校長のリーダーシップが大切 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた道徳科の授業を実践していくためにも、校長の

リーダーシップの下、全職員が協働し、独自性を発揮した取組を重ねていくことが大切です。

このような学習にするためには、「明確

な指導観」をもって、授業に向かうことが

求められます。道徳的価値に関わる自分

のこれまでの指導を振り返り、教材を

使ってどのような児童生徒の姿の育成を

めざすのか等、計画を立てます。 

登場人物への自我関与が中心の授業、問題
解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な
学習など、様々な方法で、「考え、議論する道
徳」の実現をめざしましょう。 

話合いが盛り上がり、自分の考えを発表し合えて
いると、いい授業だったなと感じてしまいます。し
かし、子どもたちが自分自身を見つめ、物事を多面
的・多角的に捉えて考えられたかをしっかりと見取
ることが大切です。「主人公の行動をどう考えるの
か。」「なぜ、そう考えるのか。」など、子どもた
ちの思考を深める発問の在り方も重要になります。

 児童生徒が、教材を通して、「私は」

という自分なりの考えをもつことが

大切です。そして、他者や自分自身と

の対話を通して、考えを整理したり

新しい気づきが生まれたりすること

で、自分の考えをより明確にするこ

とにつながっていきます。 

「担当指導主事等連絡協議会 道徳部会」資料を基に作成

「担当指導主事等連絡協議会 道徳部会」資料を基に作成

「担当指導主事等連絡協議会 道徳部会」資料を基に作成

中学校：児童→生徒
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 内容項目に含まれる道徳的価値を読み取る ポイント③ 

内容項目は、道徳的価値を含む内容を短い文章で表したものです。内容項目及びその内容に示

されていることを基に、含まれる道徳的価値について把握することが大切です。そして、本時で

子どもたちに考えさせたい道徳的価値は何かを明確にした上で授業を行います。 

小学校 内容項目の数

低学年 １９項目

中学年 ２０項目

高学年 ２２項目

中学校 内容項目の数

全学年 ２２項目

 個々の内容項目には、単一の道

徳的価値が含まれているものや

複数の道徳的価値が含まれてい

るものがあります。この時間に

は、何を指導するのかを明確にも

ち、授業を構想しましょう。 

  

 

 

 （道徳科の評価の基本的な考え方） 

 ■数値による評価ではなく、記述式であること。 

 ■児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止め、励ます個人内評価として行うこと。 

 ■他の児童生徒と比較して優劣を決めるような評価はなじまない。 

 ■個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価を行うこと。 

 ■発達障がい等の児童生徒についての配慮すべき観点等を学校や教員間で共有すること。 

 道徳科の評価の考え方を知る ポイント④ 

道徳科の目標からわかるように、それぞれ「よりよく生きるための道徳性を養うこと」をめざ

しています。しかし、道徳性は、内面的資質であり、道徳性が育ったかどうかを見取るのは容易

ではありません。道徳科の評価は、次に示す点に留意して行っていきましょう。 

児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生かすよ
う努める必要がある。ただし、数値などによる評価は行わないものとする。

個人内評価

授業の中で、児童生徒一人一人

の学習状況を見取っていく。

客観的に評価するため

には、その根拠となるも

のが求められます。

授業中のワークシート

等への記述、発言や他者

との関わりの様子等の観

察、複数の教員による授

業の工夫（ＴＴ、交換授業

等）など、週１時間の授業

を充実させる授業づくり

が求められます。

大くくりなまとまりを 

       踏まえた評価  

○一つ一つの内容項目ごとにどの

くらい理解したかを評価するの

ではなく、学期や学年といった

一定のまとまりの中で、道徳科

の学習状況や道徳性に係る成長

の様子を見取る。

○一つの授業の学習状況のみを取

り上げて評価しない。

こ
こ
を
見
取
っ
て
い
く

ねらいとする道徳性

内容項目に含まれる道徳的価値の例（高学年の内容項目より） 

友情、信頼 

規則の尊重 

内容項目 
友達と互いに信頼し、学び合って友情を深め、異性についても理解しな
がら、人間関係を築いていくこと。 

道徳的価値 友情、協力、信頼、異性尊重 

内容項目 
法やきまりの意義を理解した上で進んでそれらを守り、自他の権利を大
切にし、義務を果たすこと。 

道徳的価値 規則尊重、公徳心、権利、義務 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用

「考え、議論する道徳」を実現する ポイント⑤ 

児童生徒が、自分の「考え」をもち、他者と関わり合いながら考え「議論する」授業とするた

めには、多様な指導法を効果的に取り入れることが大切です。授業の質的転換のためにも「考え、

議論する道徳」の在り方について理解することが求められます。 

  一人一人の学習状況や道徳性に係る成長の様子 

 を見取るときに注目する点 

○他者の考え方や議論に触れ、自律的に思考する中  
 で、一面的な見方から多面的・多角的な見方へと 
 発展しているか 

○多面的・多角的な思考の中で、道徳的価値の理解 
 を自分自身との関わりの中で深めているか 

評価の推進には、

○学習評価の妥当性、信頼性等を担保

することが重要。

○評価は個々の教師が個人として行う

のではなく、学校として

組織的・計画的に行われ

ることが重要。

校長のリーダーシップが大切 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた道徳科の授業を実践していくためにも、校長の

リーダーシップの下、全職員が協働し、独自性を発揮した取組を重ねていくことが大切です。

このような学習にするためには、「明確

な指導観」をもって、授業に向かうことが

求められます。道徳的価値に関わる自分

のこれまでの指導を振り返り、教材を

使ってどのような児童生徒の姿の育成を

めざすのか等、計画を立てます。 

登場人物への自我関与が中心の授業、問題
解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な
学習など、様々な方法で、「考え、議論する道
徳」の実現をめざしましょう。 

話合いが盛り上がり、自分の考えを発表し合えて
いると、いい授業だったなと感じてしまいます。し
かし、子どもたちが自分自身を見つめ、物事を多面
的・多角的に捉えて考えられたかをしっかりと見取
ることが大切です。「主人公の行動をどう考えるの
か。」「なぜ、そう考えるのか。」など、子どもた
ちの思考を深める発問の在り方も重要になります。

 児童生徒が、教材を通して、「私は」

という自分なりの考えをもつことが

大切です。そして、他者や自分自身と

の対話を通して、考えを整理したり

新しい気づきが生まれたりすること

で、自分の考えをより明確にするこ

とにつながっていきます。 

「担当指導主事等連絡協議会 道徳部会」資料を基に作成

「担当指導主事等連絡協議会 道徳部会」資料を基に作成

「担当指導主事等連絡協議会 道徳部会」資料を基に作成

中学校：児童→生徒

授
業
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         ５ 小学校外国語活動・外国語科 

小学校外国語活動・外国語科の目標は、小学校と中学校の連携を重視し、それぞれの目標を関連

付けて段階的に示されています。小学校外国語活動・外国語科での学習の成果が中学校の外国語教

育と円滑に接続することを意識した授業づくりが求められます。

授業づくり編

 外国語活動と外国語科を関連させて捉える  ポイント① 

小学校中学年での外国語活動においては、英語の語句や表現に音声で十分に慣れ親しませ素地

を育成することが大切になります。高学年での外国語科は、充実した外国語活動の上に成り立ち、

実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を育成します。

  【外国語活動】 【外国語科】

学年 第３・４学年 第５・６学年

内容 ・外国語に慣れ親しむ

・外国語学習への動機づけ

・既習語彙・表現を繰り返し使いながら、「話す」「聞

く」力の定着をめざす

・「読むこと」「書くこと」に慣れ親しむ

・過去形（ などの不規則動詞）

・三人称（ ）の含まれる表現

技能・領域 ２技能・３領域

「聞くこと」「話すこと（や

り取り）」「話すこと（発表）」

４技能・５領域

「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと

（発表）」に、「読むこと」「書くこと」が加わる  
指導上の

ポイント

・指導者が、積極的に英語を使う

・聞いたり話したりする必然性のある活動を設定する

・日常生活に関する身近で簡単な事柄を扱い、子どもの興味関心にあった活動・場

面を設定する

時間数 年間３５単位時間 年間７０単位時間

外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しみ、「聞くこと」「話すこと」の言語活動の素地を養
う外国語活動。「読むこと」「書くこと」に慣れ親しみながら、４技能によるコミュニケーショ
ンの基礎的な技能を身に付ける外国語科。これらの関連を意識し、主体的にコミュニケーション
を図ろうとする子どもを育てることが求められます。 

 言語活動を充実させる ポイント② 

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」 

伝え合う捉える

新たな
英語表現

言語の背景
にある文化 身近な話題について

ここで働く
「見方・考え方①」

目的、場面、状況に応じて
・伝えたい「内容」
・伝えるための「英語表現」

ここで働く
「見方・考え方②」

情報を整理し、考
えを形成、再構築

学習指導要領では、「言語活動を通してコミュニケーションを図る資質・能力を養うこと」が、

一層、重要視されています。外国語によるコミュニケーションの中で、どのような視点で物事を捉

え、どのような考え方で思考していくのかという見方・考え方を理解した上で、言語活動を設定し

ていくことが大切です。

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 外国語活動・外国語編
∼ ∼ 」

①外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景
にある文化を、社会や世界、他者との関わりに
着目して捉え、

②コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に
応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、
再構築すること

「外国語活動」における言語活動 

 「聞くこと」をインプット（入力）、「話すこと」をアウトプッ

ト（出力）と捉え、インプット（入力）を十分に行ってから、アウ

トプット（出力）させるようにすることを意識して、単元を構想し

ましょう。 

「外国語科」における言語活動 

「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこ

と（発表）」「書くこと」の５領域で言語活動が示されています。

「互いの考えや気持ちを伝え合う」などの言語活動を中心にしな

がらも、言語材料について理解したり練習したりするための指導

を必要に応じて行います。

 外国語科では、外国語活動で行ってきた言語活動を踏まえ

て、簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰り返し使

わせる言語活動を設定し、「聞くこと」「話すこと(やり取り)」

「話すこと(発表)」について児童が簡単な語句や基本的な表現

について活用できるようにすることが大切です。 

＜外国語科で扱う「読むこと」「書くこと」の言語活動＞

「読むこと」の言語活動について
◆文字を認識するという基礎的な活動である。

（例）ホテルの受付の場面を設定し、自分の名前の綴りを発音す
る活動を位置づける。

“My  name  is  Haruna.  H-a-r-u-n-a.”のように名乗る表現

を発音した上で、名前のアルファベットを発音する言語活動。

ＴＴによるデモ
ンストレーション

児童は、しっかりと聞き活動
の流れをつかみます。

言語活動 
実際に英語を

用いて互いの考

えや気持ちを伝

え合う活動

指導 
言語材料に

ついて理解し

たり練習した

りする活動

＝×

 コミュニケーションの目的、場面や状況を明確に設定する等、工夫することが大切です。さらに、
単元全体のゴール、１時間毎のゴールを明確に示し、見通しをもたせた上で、「必然性のあるやり
取り」が行われることが求められます。 

発音練習や歌、英語の

文字を機械的に書く活

動は、言語活動ではな

く、練習です。練習だけ

で終わることがないよ

うに気をつけましょう。

情報を整理しながら考

えなどを形成するといっ

た「思考力、判断力、表現

力等」が活用されると同時

に、英語に関する「知識及

び技能」が活用されます。 

「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」

の３領域で言語活動が示されています。「互いの考えや気持ちを

伝え合う」行為には、話すことはもちろん聞くことも含まれます。

児童の興味・関心を考慮しながら、意欲的に言語活動に取り組め

るようにすることが大切です。

例えば、「聞くこと」の活動では次の点を意識しましょう。

◆教員や などの話す英語を聞く

◆児童同士が話す英語を聞き合う

◆音声教材などを聞く

など、話し手の考えや気持ちなどを理解する「聞く活動」を十

分に行い、反応や応答を話し手に返すようにしていきます。

外国語活動

基本的な語句や表現に慣れ親しむ

外国語科 

「話す力」「聞く力」の定着

「読むこと」「書くこと」に慣れ親しむ

 外国語を習得していく

過程においては、英語の

音声に十分ふれること

と、実際に使ってみるこ

とが重要です。

授
業
づ
く
り
編

― 47 ― ― 48 ―



         ５ 小学校外国語活動・外国語科 

小学校外国語活動・外国語科の目標は、小学校と中学校の連携を重視し、それぞれの目標を関連

付けて段階的に示されています。小学校外国語活動・外国語科での学習の成果が中学校の外国語教

育と円滑に接続することを意識した授業づくりが求められます。

授業づくり編

 外国語活動と外国語科を関連させて捉える  ポイント① 

小学校中学年での外国語活動においては、英語の語句や表現に音声で十分に慣れ親しませ素地

を育成することが大切になります。高学年での外国語科は、充実した外国語活動の上に成り立ち、

実際のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な力を育成します。

  【外国語活動】 【外国語科】

学年 第３・４学年 第５・６学年

内容 ・外国語に慣れ親しむ

・外国語学習への動機づけ

・既習語彙・表現を繰り返し使いながら、「話す」「聞

く」力の定着をめざす

・「読むこと」「書くこと」に慣れ親しむ

・過去形（ などの不規則動詞）

・三人称（ ）の含まれる表現

技能・領域 ２技能・３領域

「聞くこと」「話すこと（や

り取り）」「話すこと（発表）」

４技能・５領域

「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと

（発表）」に、「読むこと」「書くこと」が加わる  
指導上の

ポイント

・指導者が、積極的に英語を使う

・聞いたり話したりする必然性のある活動を設定する

・日常生活に関する身近で簡単な事柄を扱い、子どもの興味関心にあった活動・場

面を設定する

時間数 年間３５単位時間 年間７０単位時間

外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しみ、「聞くこと」「話すこと」の言語活動の素地を養
う外国語活動。「読むこと」「書くこと」に慣れ親しみながら、４技能によるコミュニケーショ
ンの基礎的な技能を身に付ける外国語科。これらの関連を意識し、主体的にコミュニケーション
を図ろうとする子どもを育てることが求められます。 

 言語活動を充実させる ポイント② 

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」 

伝え合う捉える

新たな
英語表現

言語の背景
にある文化 身近な話題について

ここで働く
「見方・考え方①」

目的、場面、状況に応じて
・伝えたい「内容」
・伝えるための「英語表現」

ここで働く
「見方・考え方②」

情報を整理し、考
えを形成、再構築

学習指導要領では、「言語活動を通してコミュニケーションを図る資質・能力を養うこと」が、

一層、重要視されています。外国語によるコミュニケーションの中で、どのような視点で物事を捉

え、どのような考え方で思考していくのかという見方・考え方を理解した上で、言語活動を設定し

ていくことが大切です。

「小学校学習指導要領 平成 年 解説 外国語活動・外国語編
∼ ∼ 」

①外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景
にある文化を、社会や世界、他者との関わりに
着目して捉え、

②コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に
応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、
再構築すること

「外国語活動」における言語活動 

 「聞くこと」をインプット（入力）、「話すこと」をアウトプッ

ト（出力）と捉え、インプット（入力）を十分に行ってから、アウ

トプット（出力）させるようにすることを意識して、単元を構想し

ましょう。 

「外国語科」における言語活動 

「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこ

と（発表）」「書くこと」の５領域で言語活動が示されています。

「互いの考えや気持ちを伝え合う」などの言語活動を中心にしな

がらも、言語材料について理解したり練習したりするための指導

を必要に応じて行います。

 外国語科では、外国語活動で行ってきた言語活動を踏まえ

て、簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰り返し使

わせる言語活動を設定し、「聞くこと」「話すこと(やり取り)」

「話すこと(発表)」について児童が簡単な語句や基本的な表現

について活用できるようにすることが大切です。 

＜外国語科で扱う「読むこと」「書くこと」の言語活動＞

「読むこと」の言語活動について
◆文字を認識するという基礎的な活動である。

（例）ホテルの受付の場面を設定し、自分の名前の綴りを発音す
る活動を位置づける。

“My  name  is  Haruna.  H-a-r-u-n-a.”のように名乗る表現

を発音した上で、名前のアルファベットを発音する言語活動。

ＴＴによるデモ
ンストレーション

児童は、しっかりと聞き活動
の流れをつかみます。

言語活動 
実際に英語を

用いて互いの考

えや気持ちを伝

え合う活動

指導 
言語材料に

ついて理解し

たり練習した

りする活動

＝×

 コミュニケーションの目的、場面や状況を明確に設定する等、工夫することが大切です。さらに、
単元全体のゴール、１時間毎のゴールを明確に示し、見通しをもたせた上で、「必然性のあるやり
取り」が行われることが求められます。 

発音練習や歌、英語の

文字を機械的に書く活

動は、言語活動ではな

く、練習です。練習だけ

で終わることがないよ

うに気をつけましょう。

情報を整理しながら考

えなどを形成するといっ

た「思考力、判断力、表現

力等」が活用されると同時

に、英語に関する「知識及

び技能」が活用されます。 

「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」

の３領域で言語活動が示されています。「互いの考えや気持ちを

伝え合う」行為には、話すことはもちろん聞くことも含まれます。

児童の興味・関心を考慮しながら、意欲的に言語活動に取り組め

るようにすることが大切です。

例えば、「聞くこと」の活動では次の点を意識しましょう。

◆教員や などの話す英語を聞く

◆児童同士が話す英語を聞き合う

◆音声教材などを聞く

など、話し手の考えや気持ちなどを理解する「聞く活動」を十

分に行い、反応や応答を話し手に返すようにしていきます。

外国語活動

基本的な語句や表現に慣れ親しむ

外国語科 

「話す力」「聞く力」の定着

「読むこと」「書くこと」に慣れ親しむ

 外国語を習得していく

過程においては、英語の

音声に十分ふれること

と、実際に使ってみるこ

とが重要です。
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 小小・小中連携で、教員がつながり、子どもの 

 学びがつながる 
 ポイント③ 

 小学校における学びを中学校につなげ、外国語教育の目標の実現を図るためには、小学校外国語

科と中学校外国語科の連携を図ることが重要です。小学校段階と中学校段階の指導目標、内容など

を比較・検討し、それぞれの学校段階でどのような指導をするべきか明確にすることが求められま

す。また、小学校・中学校の教師間の情報交換の機会を設定することも大切です。 

小中連携の実践例（桜ヶ丘中学校区の取組）

各中学校区では、様々な機会を捉えて小学校と中学校がめざす児童生徒像を共有し、学習内容

や日々の様子等を情報交換し相互理解に努めていることでしょう。この取組が、中学校入学時の

段差をなくし、スムーズなスタートを切ることにつながっています。外国語教育においても、積

極的に小中連携を意識した取組を推進している中学校区があります。 
 

取組① 各部の中に「小学校英語部会」を位置付けている
教科に係る部会として、「小学校英語部会」を設置している。

取組② 中学校英語科教員が、兼務教員として小学校を訪問する
中学校英語科教員が、各小学校に週１回授業参観に行き、小学校の授業の進め方や児

童の様子を見取ったり、担任とのＴＴを行ったりする。必要に応じて、授業へのアドバ

イスも行う。また、４小学校の児童や指導者の様子を教科会の中で共有し、小学校の外

国語活動・外国語科の授業への期待や中学校外国語科の授業に生かした方がよいことな

どについて協議する。 
取組③ 小学校４校共通実践事項を作成し実践する

中学校英語科教員がリードして、中学校区内

の４小学校で共通実践していくことを整理し、

小学校英語部会の中で提案し「小学校英語授業

実践スタンダード」を作成した。 

１ ４校共通実践事項
①最初と最後のあいさつ（英語で行う） 

②板書は、４本線を使って行う 

③ワークシートは、４本線もしくは１本線が引いてあるものを使う。 

④字体は全て統一する。（ ：小学校新教材で使用されている字体） 

⑤Listen carefully./Eye contact./Clear voice.を意識する。 

各小学校において、全職員で外国語活動・外国語科の授業改善、充実に取り組み、中学校へと学

びをつなげていくことの大切さは言うまでもありません。しかし、中学校で共に学ぶ子どもたちで

あることを考えると、各小学校の学習の方法や取り組み方等について、中学校区ごとに共通理解し

情報共有しておくことが大切です。また、外国語活動・外国語科を学んできた子どもたちを受け入

れる中学校においても、入学前の子どもたちの学習内容、授業の進め方、様子等を小学校教員と共

有・確認しておくことが大切になります。

小学校英語部会

「書くこと」の言語活動について
◆高学年の２学年にわたって継続的に繰り返し、文字を書くこ

とを十分に経験させることが重要である。
◆書かれたものを参考にして、書き写したり、なぞり書きしたり、

選んで書いたりして、自分の気持ちや考えなどを書いて伝え合うようにさせる。

音声で十

分に慣れ親

しんだ後、書

く活動を行

いましょう。

「小学校英語授業実践スタンダード（案）」より 

各学校段階で身に付けさせる内容を確認し、各中学校区、各学校の子どもたちの実態に合わせ
たゴールイメージに基づき「必然性のある言語活動」を設定することが大切です。また、教員自
身が、外国語教育の指導に対して積極的な姿勢で関わることが、充実した外国語活動・外国語科
の学習を実現することにつながります。

＊英語専科教員の配置

複数校の外国語活動及び外国語科の授業を担当することで、児童生徒の学習内容を一定に揃

えたり、小学校卒業時の子どもの姿を中学校に引き継いだりできる。

＊中学校区に配置されているＡＬＴの活用

各小学校の教員や子どもたちの様子を知っているＡＬＴから情報を得て、中学校区としての

外国語教育の状況を把握できる。これは小中連携、小小連携の両方の視点で有効である。 
＊小学校外国語活動・外国語科の授業公開

積極的に授業を公開し、互いに参観し合ったり研究協議をしたりすることで、指導方法や

日々の困り感を共有し、助言し合える。教員、学校のつながりを生むだけでなく、互いの指導

力向上にもつながる。 

＊同一教材等の使用

小学校で使用した教材や成果物等を中学校での導入等で扱うことにより、既習事項とのつな

がりを生徒自身が自覚できるようになる。

＊振り返りシートやワークシートの引き継ぎ

小学校での学びの足跡を中学校へ引き継ぐことにより、指導者は小学校での学びを把握して

指導できる。

これらの方法以外にも、小学校外国語活動・外国語科と中学校外国語科の

関連を意識した連携のための取組が考えられます。子どもたちに育成をめざ

す資質・能力を意識した取組が求められます。 

小小連携の実践例・工夫例

２ 学習展開の基本的な流れ
 中学校英語科教員が、各小学校での授業展開の基本モデルを、小学校の外国語教育担当 

者に提案・協議した結果、児童の実態や題材に合わせながら取り入れていくこととなりま 

した。実践しながら生じる課題に対して、改善策等を協議していくことで、外国語教育に 

おける小中連携が一層進むことが期待できます。 

・相手意識 

・反応 

表現したい内容を一部書き写す。 

まずは、子どもたちが外国語

の楽しさを感じられ、子どもた

ちのためになると思うことを、

中学校区で確認しながら実践

してみることが大切です。実践

する中で、教員同士の関係が深

まり、発達段階に応じた、より

効果的な指導方法を協議した

り、各中学校区に合った体制づ

くりを推進したりすることが

できます。
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 小小・小中連携で、教員がつながり、子どもの 

 学びがつながる 
 ポイント③ 

 小学校における学びを中学校につなげ、外国語教育の目標の実現を図るためには、小学校外国語

科と中学校外国語科の連携を図ることが重要です。小学校段階と中学校段階の指導目標、内容など

を比較・検討し、それぞれの学校段階でどのような指導をするべきか明確にすることが求められま

す。また、小学校・中学校の教師間の情報交換の機会を設定することも大切です。 

小中連携の実践例（桜ヶ丘中学校区の取組）

各中学校区では、様々な機会を捉えて小学校と中学校がめざす児童生徒像を共有し、学習内容

や日々の様子等を情報交換し相互理解に努めていることでしょう。この取組が、中学校入学時の

段差をなくし、スムーズなスタートを切ることにつながっています。外国語教育においても、積

極的に小中連携を意識した取組を推進している中学校区があります。 
 

取組① 各部の中に「小学校英語部会」を位置付けている
教科に係る部会として、「小学校英語部会」を設置している。

取組② 中学校英語科教員が、兼務教員として小学校を訪問する
中学校英語科教員が、各小学校に週１回授業参観に行き、小学校の授業の進め方や児

童の様子を見取ったり、担任とのＴＴを行ったりする。必要に応じて、授業へのアドバ

イスも行う。また、４小学校の児童や指導者の様子を教科会の中で共有し、小学校の外

国語活動・外国語科の授業への期待や中学校外国語科の授業に生かした方がよいことな

どについて協議する。 
取組③ 小学校４校共通実践事項を作成し実践する

中学校英語科教員がリードして、中学校区内

の４小学校で共通実践していくことを整理し、

小学校英語部会の中で提案し「小学校英語授業

実践スタンダード」を作成した。 

１ ４校共通実践事項
①最初と最後のあいさつ（英語で行う） 

②板書は、４本線を使って行う 

③ワークシートは、４本線もしくは１本線が引いてあるものを使う。 

④字体は全て統一する。（ ：小学校新教材で使用されている字体） 

⑤Listen carefully./Eye contact./Clear voice.を意識する。 

各小学校において、全職員で外国語活動・外国語科の授業改善、充実に取り組み、中学校へと学

びをつなげていくことの大切さは言うまでもありません。しかし、中学校で共に学ぶ子どもたちで

あることを考えると、各小学校の学習の方法や取り組み方等について、中学校区ごとに共通理解し

情報共有しておくことが大切です。また、外国語活動・外国語科を学んできた子どもたちを受け入

れる中学校においても、入学前の子どもたちの学習内容、授業の進め方、様子等を小学校教員と共

有・確認しておくことが大切になります。

小学校英語部会

「書くこと」の言語活動について
◆高学年の２学年にわたって継続的に繰り返し、文字を書くこ

とを十分に経験させることが重要である。
◆書かれたものを参考にして、書き写したり、なぞり書きしたり、

選んで書いたりして、自分の気持ちや考えなどを書いて伝え合うようにさせる。

音声で十

分に慣れ親

しんだ後、書

く活動を行

いましょう。

「小学校英語授業実践スタンダード（案）」より 

各学校段階で身に付けさせる内容を確認し、各中学校区、各学校の子どもたちの実態に合わせ
たゴールイメージに基づき「必然性のある言語活動」を設定することが大切です。また、教員自
身が、外国語教育の指導に対して積極的な姿勢で関わることが、充実した外国語活動・外国語科
の学習を実現することにつながります。

＊英語専科教員の配置

複数校の外国語活動及び外国語科の授業を担当することで、児童生徒の学習内容を一定に揃

えたり、小学校卒業時の子どもの姿を中学校に引き継いだりできる。

＊中学校区に配置されているＡＬＴの活用

各小学校の教員や子どもたちの様子を知っているＡＬＴから情報を得て、中学校区としての

外国語教育の状況を把握できる。これは小中連携、小小連携の両方の視点で有効である。 
＊小学校外国語活動・外国語科の授業公開

積極的に授業を公開し、互いに参観し合ったり研究協議をしたりすることで、指導方法や

日々の困り感を共有し、助言し合える。教員、学校のつながりを生むだけでなく、互いの指導

力向上にもつながる。 

＊同一教材等の使用

小学校で使用した教材や成果物等を中学校での導入等で扱うことにより、既習事項とのつな

がりを生徒自身が自覚できるようになる。

＊振り返りシートやワークシートの引き継ぎ

小学校での学びの足跡を中学校へ引き継ぐことにより、指導者は小学校での学びを把握して

指導できる。

これらの方法以外にも、小学校外国語活動・外国語科と中学校外国語科の

関連を意識した連携のための取組が考えられます。子どもたちに育成をめざ

す資質・能力を意識した取組が求められます。 

小小連携の実践例・工夫例

２ 学習展開の基本的な流れ
 中学校英語科教員が、各小学校での授業展開の基本モデルを、小学校の外国語教育担当 

者に提案・協議した結果、児童の実態や題材に合わせながら取り入れていくこととなりま 

した。実践しながら生じる課題に対して、改善策等を協議していくことで、外国語教育に 

おける小中連携が一層進むことが期待できます。 

・相手意識 

・反応 

表現したい内容を一部書き写す。 

まずは、子どもたちが外国語

の楽しさを感じられ、子どもた

ちのためになると思うことを、

中学校区で確認しながら実践

してみることが大切です。実践

する中で、教員同士の関係が深

まり、発達段階に応じた、より

効果的な指導方法を協議した

り、各中学校区に合った体制づ

くりを推進したりすることが

できます。
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人間関係づくり編 

ポイント① 

子どもたちにとっての学級は、「安心・安全で楽しい場所」であることが最も大切です。そ

のためには、児童生徒と教師が一緒になって、学校生活をつくりあげていくことが必要です。

学級開きや普段大切にしたいいくつかのポイントを紹介します。

教師が夢をもつことで、子どもたちも夢を描くことができます。学級開きに向けて、時間をか

けて準備することを惜しまない教師でありたいものです。

①出会いの準備を入念に行う 

・自己紹介、所信表明の内容、オリエンテー 

 ション等、詳しく計画を立てましょう。 

・学年で統一すべきものもあります。情報交 

 換を行い、自分なりに工夫しながら準備を 

 進めましょう。 

②毅然と、温かく、思いを伝える 

・一年間を大きく左右する場面です。どんな 

 一人一人、どんな集団になってほしいか、 

 伝わるように話しましょう。 

・有言実行。この場で言ったことは一年間、 

 必ず守り通します。 

・学級開きからの一週間で生活のルールを定着 

 させます。「いつ、誰が、何を、どのように 

 するのか」を伝え、徹底させましょう。 

・ルールは一年間変更しないことが基本です。 

≪はじめの一ヶ月で行うべきこと≫ 
①学級目標をつくり、学級への願いを共有する。 

②当番活動を軌道に乗せる。 

③朝・帰りの会で学級生活のリズムをつくる。 

④班が学級生活の拠点となるようにする。 

⑤係活動をスタートさせ、子どもの豊かな発想を 

   取り入れる。 

⑥良いことを評価しながら学級の規律を整える。 

⑦楽しめる取組を企画し、みんなで実行する。 

⑧「楽しく、分かる授業」を意識して展開する。 

③学級開き後の一週間を大切にする 

子どもたちの名前は確実に呼ぼう！ 

 「出会いを大切にしています！」「あなたを 

しっかり見ていますよ！」というサインです。 

「かくだ？」 

「すみだ？」 

「つのだ？」 
｢角田｣

 子どもたちが求めるのは「安心・安全」 

です。他人を傷つけるような言動やいじめ 

などは絶対に許されないことを伝え、安心 

と希望を与えるようにしましょう。 

      ここに注意！ 
○子どもは・・・ 

・期待や希望をもっている反面、 

 緊張と不安も感じている。 

・仲の良い子とクラスが離れた子  

 どもは、特に不安感が強い。 

・環境が変わること自体が、大き 

 なストレスになる子どももいる。 

○教師として・・・ 

・ルールの定着を先延ばししない。 

・ルールを勝手に変更しない。 

 生活のルールの定着とは？ 

 ・挨拶、時間など基本的生活習慣 

 ・日直の仕事、朝・帰りの会の進行 

 ・給食の動きや当番活動 

 ・掃除の仕方や分担 

 ・学習用具や授業に関すること 

 ・生活ノートの活用の仕方   など 

教師が学級目標に向かっていこうとする姿勢や気持ちを示すことが、「みんなでめざす」とい

う気持ちを持続させます。絶えず学級の取組を見直しながら、全員で評価を積み重ねていくこ

とが大切です。

・まずは学級担任の「めざす学級像」や「一人一人へ 
 の願い」を伝えましょう。 
・その後、子ども一人一人の「学級への願い」を確認 
 しましょう。全員分を学級通信に載せる、教室に掲 
 示するなどの伝え方が考えられます。 

・類似意見を集約したり、入れたい言葉を抽出したり 
 しながら、方向性をつくっていきます。安易に多数 
 決で決めることは避けたいものです。 
・子ども一人一人に「自分がつくった」「自分も参加 
 した」という思いをもたせましょう。 

・目標を色あせたものにしないよう、目標に込めた思 
 いや意味を定期的に全員で確認しましょう。 
・行事は目標を生かす絶好のチャンスです。目標に向 
 かい心を一つに取り組む意義を実感させましょう。 

①めざす学級への思いをもたせる 

②目標決定までのプロセスを大切に 

③立てた目標を生かす 
学級目標に対する個人目標の設定 

 学級目標は、意識され振り返ってこ
そ効果があります。学級目標を実現す
るためには、個人としてどう取り組む
のか、個人目標を立て、振り返りの場
を設定することが大切です。 

ポイント③ 

朝の会は子どもにその日の目標と見通しをもたせる貴重な時間、帰りの会はその日の頑張りを

評価し、明日へとつなげる大切な時間です。会を充実させ、学級を活性化しましょう。

①生活の基本を身に付ける場とする 

・挨拶、礼、返事、聴く姿勢、話し方など、生活や 
 学習の基礎・基本を学ぶことのできる時間と考え 
 大切にしましょう。 
・めざす姿や指導の仕方については学年で確認し、 
 統一しましょう。 

②子どもが運営できるようにする 

③担任の思い、考えを伝える 

・信頼関係の構築のため、連絡や注意に留まらず、 
 心にしみるような話をしましょう。 
・問題発生時や行事前後だけではなく、普段から学級の成果や課題にふれるようにしましょう。 

・全員が会の進行役を行い、当番や係からの連絡な 
 ど子どもたちの発言で進む会にしましょう。 
・子どもたちが互いの良さを認め合えるような場面 
 をつくり、大切にしましょう。 

     ここに注意！ 
○教師として・・・ 

・担任から笑顔で明るく「おはよう」 

 と「さようなら」の挨拶を。 

・朝の会では表情や態度に表れやすい 

 心の状態や体調を見逃さない。 

・帰りの会は、そわそわした雰囲気に 

 ならないよう、落ち着いた状況を整 

 える。 

・「良かった（悪かった）です」のよ 

 うな振り返りにせず、具体的な話を 

 させる。 

・人前に出て話をすることが苦手な子 

 どもへの配慮を欠かさない。 

ポイント② 

みんなで決めた学級目
標の文字を各班に振り分
け、班員で話し合い、工
夫を凝らして文字を作成
し、掲示しています。
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人間関係づくり編 

ポイント① 

子どもたちにとっての学級は、「安心・安全で楽しい場所」であることが最も大切です。そ

のためには、児童生徒と教師が一緒になって、学校生活をつくりあげていくことが必要です。

学級開きや普段大切にしたいいくつかのポイントを紹介します。

教師が夢をもつことで、子どもたちも夢を描くことができます。学級開きに向けて、時間をか

けて準備することを惜しまない教師でありたいものです。

①出会いの準備を入念に行う 

・自己紹介、所信表明の内容、オリエンテー 

 ション等、詳しく計画を立てましょう。 

・学年で統一すべきものもあります。情報交 

 換を行い、自分なりに工夫しながら準備を 

 進めましょう。 

②毅然と、温かく、思いを伝える 

・一年間を大きく左右する場面です。どんな 

 一人一人、どんな集団になってほしいか、 

 伝わるように話しましょう。 

・有言実行。この場で言ったことは一年間、 

 必ず守り通します。 

・学級開きからの一週間で生活のルールを定着 

 させます。「いつ、誰が、何を、どのように 

 するのか」を伝え、徹底させましょう。 

・ルールは一年間変更しないことが基本です。 

≪はじめの一ヶ月で行うべきこと≫ 
①学級目標をつくり、学級への願いを共有する。 

②当番活動を軌道に乗せる。 

③朝・帰りの会で学級生活のリズムをつくる。 

④班が学級生活の拠点となるようにする。 

⑤係活動をスタートさせ、子どもの豊かな発想を 

   取り入れる。 

⑥良いことを評価しながら学級の規律を整える。 

⑦楽しめる取組を企画し、みんなで実行する。 

⑧「楽しく、分かる授業」を意識して展開する。 

③学級開き後の一週間を大切にする 

子どもたちの名前は確実に呼ぼう！ 

 「出会いを大切にしています！」「あなたを 

しっかり見ていますよ！」というサインです。 

「かくだ？」 

「すみだ？」 

「つのだ？」 
｢角田｣

 子どもたちが求めるのは「安心・安全」 

です。他人を傷つけるような言動やいじめ 

などは絶対に許されないことを伝え、安心 

と希望を与えるようにしましょう。 

      ここに注意！ 
○子どもは・・・ 

・期待や希望をもっている反面、 

 緊張と不安も感じている。 

・仲の良い子とクラスが離れた子  

 どもは、特に不安感が強い。 

・環境が変わること自体が、大き 

 なストレスになる子どももいる。 

○教師として・・・ 

・ルールの定着を先延ばししない。 

・ルールを勝手に変更しない。 

 生活のルールの定着とは？ 

 ・挨拶、時間など基本的生活習慣 

 ・日直の仕事、朝・帰りの会の進行 

 ・給食の動きや当番活動 

 ・掃除の仕方や分担 

 ・学習用具や授業に関すること 

 ・生活ノートの活用の仕方   など 

教師が学級目標に向かっていこうとする姿勢や気持ちを示すことが、「みんなでめざす」とい

う気持ちを持続させます。絶えず学級の取組を見直しながら、全員で評価を積み重ねていくこ

とが大切です。

・まずは学級担任の「めざす学級像」や「一人一人へ 
 の願い」を伝えましょう。 
・その後、子ども一人一人の「学級への願い」を確認 
 しましょう。全員分を学級通信に載せる、教室に掲 
 示するなどの伝え方が考えられます。 

・類似意見を集約したり、入れたい言葉を抽出したり 
 しながら、方向性をつくっていきます。安易に多数 
 決で決めることは避けたいものです。 
・子ども一人一人に「自分がつくった」「自分も参加 
 した」という思いをもたせましょう。 

・目標を色あせたものにしないよう、目標に込めた思 
 いや意味を定期的に全員で確認しましょう。 
・行事は目標を生かす絶好のチャンスです。目標に向 
 かい心を一つに取り組む意義を実感させましょう。 

①めざす学級への思いをもたせる 

②目標決定までのプロセスを大切に 

③立てた目標を生かす 
学級目標に対する個人目標の設定 

 学級目標は、意識され振り返ってこ
そ効果があります。学級目標を実現す
るためには、個人としてどう取り組む
のか、個人目標を立て、振り返りの場
を設定することが大切です。 

ポイント③ 

朝の会は子どもにその日の目標と見通しをもたせる貴重な時間、帰りの会はその日の頑張りを

評価し、明日へとつなげる大切な時間です。会を充実させ、学級を活性化しましょう。

①生活の基本を身に付ける場とする 

・挨拶、礼、返事、聴く姿勢、話し方など、生活や 
 学習の基礎・基本を学ぶことのできる時間と考え 
 大切にしましょう。 
・めざす姿や指導の仕方については学年で確認し、 
 統一しましょう。 

②子どもが運営できるようにする 

③担任の思い、考えを伝える 

・信頼関係の構築のため、連絡や注意に留まらず、 
 心にしみるような話をしましょう。 
・問題発生時や行事前後だけではなく、普段から学級の成果や課題にふれるようにしましょう。 

・全員が会の進行役を行い、当番や係からの連絡な 
 ど子どもたちの発言で進む会にしましょう。 
・子どもたちが互いの良さを認め合えるような場面 
 をつくり、大切にしましょう。 

     ここに注意！ 
○教師として・・・ 

・担任から笑顔で明るく「おはよう」 

 と「さようなら」の挨拶を。 

・朝の会では表情や態度に表れやすい 

 心の状態や体調を見逃さない。 

・帰りの会は、そわそわした雰囲気に 

 ならないよう、落ち着いた状況を整 

 える。 

・「良かった（悪かった）です」のよ 

 うな振り返りにせず、具体的な話を 

 させる。 

・人前に出て話をすることが苦手な子 

 どもへの配慮を欠かさない。 

ポイント② 

みんなで決めた学級目
標の文字を各班に振り分
け、班員で話し合い、工
夫を凝らして文字を作成
し、掲示しています。
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ポイント④ 

教師は、一人一人の気付きや発見に敏感でありたいものです。一人一人を認める姿勢は、個々

の子どもたちの自信と可能性を伸ばし、さらに、子ども同士の良好な関係性を育みます。

・子どもたちが自分の気持ちや考えを表現できる機 

 会を設けましょう。 

・自他の良さに気付けるよう工夫しましょう。 

・子どもたちが与えられた役割の中で自発的に取り 

 組む場面を設定し、達成感や成就感をもたせま 

 しょう。 

・子どもたちが目標に向けて努力したことの、取組 

 のプロセス等を紹介しましょう。 

・情報を収集し、多面的に捉えて紹介しましょう。 

生活ノート、日記、 

日誌などを活用 

行事、係活動、当番 

活動などの機会を利用 

帰りの会、学級 

だよりなどで紹介 

集団の一員として 

の役割をもたせる 

子どもたちの良さ 

を見つけ評価する 

努力したことを 

学級全体に広げる 

ルール（規律） 
 

 ・共有する目標がある 
 ・一人一人に役割がある 
 ・秩序がある 

よりよい学級集団では、子どもが安心して過ごすことができ、他者との関わりの中で自らの

良さを発揮できます。子どもが安心して過ごすことができるための「ルール」と、一人一人の

ちがいを認め支え合える「リレーション」の２つが確立していることが大切です。

リレーション（親和的な交わり） 
 

 ・認め合う関係がある 
 ・互いに助け合う関係がある 
 ・本音の感情交流がある 

①ルールとその意義を確認する 

・わかりやすく守りやすいルールにする。 
・活動に入る前に確認する。 
・短時間での意識化を繰り返す。 
・提示し、視覚的に働きかける。 

②ルールに沿った行動をほめる 

・ルールを守れている子たちをしっかり承認 
 する。 
・ゲーム等の活動で、「ルールを守って活動 
 したら楽しかった」という経験をさせる。 
・逸脱行動に同調しがちな子をつくらない。 

③逸脱行動には毅然とした態度で 

・まずは間をとり、冷静になる。 
・簡潔に、毅然とした対応をとる。 
・丁寧な個別対応は、授業や活動 
 以外の場面で行う。 

①教師から働きかける 

・子どもの発言や頑張りを多面的に認める。 
・大人しい子、目立たない子の意見もとりあ 
 げ、間違った答えなども大切に扱う。 
・仲間の意見にうなずいたり拍手したりする 
 よう働きかける。 

②場を工夫する 

・自分の考えをペアやグループ内で発表する 
 活動を取り入れる。 
・分かったことや感想、なるほどと思った仲 
 間の意見など、振り返る場面を設定する。 
・子ども同士が認め合える場面を設定する。 

③様々な活動を取り入れる 

実践例 
P67参照 

・学級◯◯大会、班対抗◯◯合戦、ビンゴゲ 
 ーム等のイベントを子どもが企画運営する。 
・構成的グループエンカウンター、短時間グ 
 ループアプローチ等のエクササイズを行う。 

ポイント⑤ 

一人一人が役割を担う当番活動や係活動は、学級への帰属意識や自己有用感を育むことにつ

ながります。また、学校行事でクラス内の望ましい人間関係を形成し、集団への所属感、連帯

感を深めることなどを通して、子どもたちの「自治的能力」を育みたいものです。

学級集団に支えられて個が育ち、個の成長が学級集団を支えるという相互作用によって、一

人一人が大きく成長します。クラス分けによって「偶然生まれた集団」を「チーム」と呼べる

集団に成長するよう育てることが「学級づくり」であると捉えましょう。

ポイント⑥ 

①一人一人に役割を持たせる 

②自主的に活動できるようにする 

・「いつ、誰が、何を、どのようにするか」 

 を明確にし、全員が分かるようにします。 

・朝の会、帰りの会での活動状況の報告や、 

 「委員会・係コーナー」等の掲示物を作成 

 させ「見える化」することで、日常的にお 

 互いに成果を認め合えるようにします。 

        ここに注意！ 
・活動を疎かにしている子どもに 

 対する罰を与えるような指導を 

 しない。 

・活動が停滞する状況になった場合、何が 

 できるかを一緒に考えるなど、子どもの 

 出番を大切にする。 

・乱雑な教室環境が子どもの帰属意識や意 

 欲を低下させ、心の荒れを引き起こす。 

・順位や勝敗にこだわりすぎると、子ども 

 の人間関係が不安定になることがある。 

・学級目標達成に向けて一人一人が役割を担い 

 協力しながら自主的に活動することが、楽し 

 く豊かな学級生活の実現につながります。 

・「みんなの役に立った」「一緒に活動して楽 

 しかった」など、活動を通して「仲間に認め 

 られ、学級に貢献している」という喜びを味 

 わわせることを意識します。 

③活動が見えるよう掲示を工夫する 

・子どもの活動の様子、取組の跡が見えるよ 

 うな掲示になるよう心がけます。 

・長期間貼りっぱなしにせず、破損やはがれ 

 はすぐに直します。 

・発達段階に応じて子どもに工夫させながら 

 掲示物をつくらせることも大切です。 

④行事で集団の成長を図る 

・一人一人に役割と目標をもたせ、全体のた 

 めに取り組むよう指導します。 

・「励まし」「認め合い」など、仲間に目を 

 向けることの大切さを伝えます。 

・運動会や合唱など、苦手に感じている子ど 

 もに配慮します。結果や勝敗ではなく過程 

 の大切さを理解させましょう。 

 子どもの中には「先生、頑張ったらご褒美 

がありますか？」「勝ったら○○してくださ 

い！」などと言う場合があります。安易に応 

じることなく、 

「結果以上に過程が大切」 
ということを実感できる指導をしましょう。 

 初めてのことへの苦手意識が強く、なかな 

か思うようにできない子もいます。できるよ 

うになるまで根気強く指導する中で、子ども 

は育っていくものです。 

 【例えば通信では･･･】 

 子どもたちが互いの努力 

や成長を認め合い励まし合 

えるような内容を中心に書 

きます。 

 そのためにも、日頃から 

子どもの前向きな取組や学 

級のために行動している姿 

等を見逃さないようにしま 

しょう。 
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ポイント④ 

教師は、一人一人の気付きや発見に敏感でありたいものです。一人一人を認める姿勢は、個々

の子どもたちの自信と可能性を伸ばし、さらに、子ども同士の良好な関係性を育みます。

・子どもたちが自分の気持ちや考えを表現できる機 

 会を設けましょう。 

・自他の良さに気付けるよう工夫しましょう。 

・子どもたちが与えられた役割の中で自発的に取り 

 組む場面を設定し、達成感や成就感をもたせま 

 しょう。 

・子どもたちが目標に向けて努力したことの、取組 

 のプロセス等を紹介しましょう。 

・情報を収集し、多面的に捉えて紹介しましょう。 

生活ノート、日記、 

日誌などを活用 

行事、係活動、当番 

活動などの機会を利用 

帰りの会、学級 

だよりなどで紹介 

集団の一員として 

の役割をもたせる 

子どもたちの良さ 

を見つけ評価する 

努力したことを 

学級全体に広げる 

ルール（規律） 
 

 ・共有する目標がある 
 ・一人一人に役割がある 
 ・秩序がある 

よりよい学級集団では、子どもが安心して過ごすことができ、他者との関わりの中で自らの

良さを発揮できます。子どもが安心して過ごすことができるための「ルール」と、一人一人の

ちがいを認め支え合える「リレーション」の２つが確立していることが大切です。

リレーション（親和的な交わり） 
 

 ・認め合う関係がある 
 ・互いに助け合う関係がある 
 ・本音の感情交流がある 

①ルールとその意義を確認する 

・わかりやすく守りやすいルールにする。 
・活動に入る前に確認する。 
・短時間での意識化を繰り返す。 
・提示し、視覚的に働きかける。 

②ルールに沿った行動をほめる 

・ルールを守れている子たちをしっかり承認 
 する。 
・ゲーム等の活動で、「ルールを守って活動 
 したら楽しかった」という経験をさせる。 
・逸脱行動に同調しがちな子をつくらない。 

③逸脱行動には毅然とした態度で 

・まずは間をとり、冷静になる。 
・簡潔に、毅然とした対応をとる。 
・丁寧な個別対応は、授業や活動 
 以外の場面で行う。 

①教師から働きかける 

・子どもの発言や頑張りを多面的に認める。 
・大人しい子、目立たない子の意見もとりあ 
 げ、間違った答えなども大切に扱う。 
・仲間の意見にうなずいたり拍手したりする 
 よう働きかける。 

②場を工夫する 

・自分の考えをペアやグループ内で発表する 
 活動を取り入れる。 
・分かったことや感想、なるほどと思った仲 
 間の意見など、振り返る場面を設定する。 
・子ども同士が認め合える場面を設定する。 

③様々な活動を取り入れる 

実践例 
P67参照 

・学級◯◯大会、班対抗◯◯合戦、ビンゴゲ 
 ーム等のイベントを子どもが企画運営する。 
・構成的グループエンカウンター、短時間グ 
 ループアプローチ等のエクササイズを行う。 

ポイント⑤ 

一人一人が役割を担う当番活動や係活動は、学級への帰属意識や自己有用感を育むことにつ

ながります。また、学校行事でクラス内の望ましい人間関係を形成し、集団への所属感、連帯

感を深めることなどを通して、子どもたちの「自治的能力」を育みたいものです。

学級集団に支えられて個が育ち、個の成長が学級集団を支えるという相互作用によって、一

人一人が大きく成長します。クラス分けによって「偶然生まれた集団」を「チーム」と呼べる

集団に成長するよう育てることが「学級づくり」であると捉えましょう。

ポイント⑥ 

①一人一人に役割を持たせる 

②自主的に活動できるようにする 

・「いつ、誰が、何を、どのようにするか」 

 を明確にし、全員が分かるようにします。 

・朝の会、帰りの会での活動状況の報告や、 

 「委員会・係コーナー」等の掲示物を作成 

 させ「見える化」することで、日常的にお 

 互いに成果を認め合えるようにします。 

        ここに注意！ 
・活動を疎かにしている子どもに 

 対する罰を与えるような指導を 

 しない。 

・活動が停滞する状況になった場合、何が 

 できるかを一緒に考えるなど、子どもの 

 出番を大切にする。 

・乱雑な教室環境が子どもの帰属意識や意 

 欲を低下させ、心の荒れを引き起こす。 

・順位や勝敗にこだわりすぎると、子ども 

 の人間関係が不安定になることがある。 

・学級目標達成に向けて一人一人が役割を担い 

 協力しながら自主的に活動することが、楽し 

 く豊かな学級生活の実現につながります。 

・「みんなの役に立った」「一緒に活動して楽 

 しかった」など、活動を通して「仲間に認め 

 られ、学級に貢献している」という喜びを味 

 わわせることを意識します。 

③活動が見えるよう掲示を工夫する 

・子どもの活動の様子、取組の跡が見えるよ 

 うな掲示になるよう心がけます。 

・長期間貼りっぱなしにせず、破損やはがれ 

 はすぐに直します。 

・発達段階に応じて子どもに工夫させながら 

 掲示物をつくらせることも大切です。 

④行事で集団の成長を図る 

・一人一人に役割と目標をもたせ、全体のた 

 めに取り組むよう指導します。 

・「励まし」「認め合い」など、仲間に目を 

 向けることの大切さを伝えます。 

・運動会や合唱など、苦手に感じている子ど 

 もに配慮します。結果や勝敗ではなく過程 

 の大切さを理解させましょう。 

 子どもの中には「先生、頑張ったらご褒美 

がありますか？」「勝ったら○○してくださ 

い！」などと言う場合があります。安易に応 

じることなく、 

「結果以上に過程が大切」 
ということを実感できる指導をしましょう。 

 初めてのことへの苦手意識が強く、なかな 

か思うようにできない子もいます。できるよ 

うになるまで根気強く指導する中で、子ども 

は育っていくものです。 

 【例えば通信では･･･】 

 子どもたちが互いの努力 

や成長を認め合い励まし合 

えるような内容を中心に書 

きます。 

 そのためにも、日頃から 

子どもの前向きな取組や学 

級のために行動している姿 

等を見逃さないようにしま 

しょう。 
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      ２人間関係づくり編

学校が、複雑化･多様化した課題を解決し、子どもに必要な資質･能力を育んでいくためには、

学校全体のマネジメント機能を高め、組織として教育活動に取り組む体制を作り上げるととも

に、指導体制を整備することが必要です。

       「チームとしての学校」の体制を構築する ポイント① 

生徒指導上の課題に対して教職員が個別に取り組むのではなく、校長のリーダーシップの下、

チーム学校としての自らの役割を自覚し、課題解決に向けて組織で取り組むことが重要です。

≪学級担任の役割≫ 

 児童生徒の課題を少し

でも早く発見し、課題が

複雑化・深刻化する前に

指導・対応できるように

学級担任には児童生徒を

観察する力が必要です。 

  ≪教育相談担当の役割≫ 

 全児童生徒の状況及び支援の状況を

一元的に把握し、学校内及び関係機関

等との連絡調整、スクリーニング会

議、ケース会議の開催等児童生徒の抱

える課題の解決に向けて調整役として

活動します。 

 ≪生徒指導担当の役割≫ 

 学校全体で生徒指導を行

う上で、情報( 収集・集約、

整理、発信) のキーパーソン

であることを自覚し、校長・

教頭及び学級担任等と連携

して、実態把握を行います。 

        ≪養護教諭の役割≫ 

 全児童生徒を対象として、入学時から経

年的に児童生徒の成長・発達に関わってお

り、健康相談等を通じ、課題の早期発見及

び対応を行います。 

   ≪事務職員・その他の教職員の役割≫ 

 学級担任以外の教職員は、児童生徒の小さな変

化に気付いたり、気になる状況を目にしたり、相

談を受けたりした場合には、早急に教育相談担当

等に報告します。 

校長
副校長･教頭

事務職員

学級担任

SC・SSW その他のスタッフ

連携･

分担

地域社会

組織的に連携･協働
その他のスタッフ

・図書館司書 ・学校医

・部活動支援員 など

（文部科学省「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策」（ 答申）をもとに作成）

教育相談担当 生徒指導担当

連携･

分担

その他の教職員

「チームとしての学校」 

のイメージ 

養護教諭

※上図のそれぞれの役割と以下の説明文は同色で対応しています。

      専門性に基づくチーム体制を構築する ポイント② 

 

生徒指導の充実を図るために、教員が、心理や福祉等の専門家と連携･分担し、チームとしての体制を

構築することが求められています。

教員が担うべき業務や役割を見直し、他職種による協働性を高める。 

      ～教員～ 

・学習指導や生徒指導の教育活動。 

・少数職種であるSC、SSW等を学校 

 全体として受け入れる。 

     ～SC、SSW等～ 

・子どもの教育を担っているチームの   

  一員であるという意識。 

・学校の仕組みや指導のしかたや支援に

ついて積極的に理解する。 

 

 
 

○心理に関する専門的な知識や技術を有して

います。 

○

 

 

○社会福祉に関する専門的な知識や技術を有

しています。 

○

 

 

スクールソーシャルワーカー（SSW）は、 

「福祉」の専門家 

スクールカウンセラー（SC）は、 

「心理」の専門家 

 「連携」とは何か問題があった場合に「対応のす 
べてを相手に委ねてしまうこと」ではありません。
学校で「できること」「できないこと」を見極め、
学校ができない点を外部の専門機関などに援助して
もらうことが連携なのです。 
                      （文部科学省「生徒指導提要」より） 

       専門機関と連携して取り組む ポイント③ 

複雑化･多様化した生徒指導上の問題に対応していくためには、警察や児童相談所などの専門機関と

の連携が欠かせません。各機関の取組内容や人的資源などが異なりますので、校長の判断の下、適切

に連携を進めていきましょう。

       ～専門機関の例～ 
①刑事司法関係 (警察署、少年サポートセンター、 
              法務少年支援センター) 
②福祉関係 (児童相談所、児童心理治療施設等) 
③教育相談機関 (教育支援センター、対策センター) 
④その他の諸機関等(愛護センター、医療機関等) 

【チーム体制の構築】 

 
 

 

○それぞれの職務内容、権限と責任を明確化する。○立場・役割を認識し、当事者意識をもつ。 

 

取組の効率的・効果的な実施につながります。 

 教員もＳＣ・ＳＳＷ等も｢チームとしての学校｣の一員 

として目的を共有し、取組の方向性をそろえる。 

【学校における協働の文化】 

「チーム学校」として学校全体のマネジメント機能を高め、教育活動を充実させましょう。
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      ２人間関係づくり編

学校が、複雑化･多様化した課題を解決し、子どもに必要な資質･能力を育んでいくためには、

学校全体のマネジメント機能を高め、組織として教育活動に取り組む体制を作り上げるととも

に、指導体制を整備することが必要です。

       「チームとしての学校」の体制を構築する ポイント① 

生徒指導上の課題に対して教職員が個別に取り組むのではなく、校長のリーダーシップの下、

チーム学校としての自らの役割を自覚し、課題解決に向けて組織で取り組むことが重要です。

≪学級担任の役割≫ 

 児童生徒の課題を少し

でも早く発見し、課題が

複雑化・深刻化する前に

指導・対応できるように

学級担任には児童生徒を

観察する力が必要です。 

  ≪教育相談担当の役割≫ 

 全児童生徒の状況及び支援の状況を

一元的に把握し、学校内及び関係機関

等との連絡調整、スクリーニング会

議、ケース会議の開催等児童生徒の抱

える課題の解決に向けて調整役として

活動します。 

 ≪生徒指導担当の役割≫ 

 学校全体で生徒指導を行

う上で、情報( 収集・集約、

整理、発信) のキーパーソン

であることを自覚し、校長・

教頭及び学級担任等と連携

して、実態把握を行います。 

        ≪養護教諭の役割≫ 

 全児童生徒を対象として、入学時から経

年的に児童生徒の成長・発達に関わってお

り、健康相談等を通じ、課題の早期発見及

び対応を行います。 

   ≪事務職員・その他の教職員の役割≫ 

 学級担任以外の教職員は、児童生徒の小さな変

化に気付いたり、気になる状況を目にしたり、相

談を受けたりした場合には、早急に教育相談担当

等に報告します。 

校長
副校長･教頭

事務職員

学級担任

SC・SSW その他のスタッフ

連携･

分担

地域社会

組織的に連携･協働
その他のスタッフ

・図書館司書 ・学校医

・部活動支援員 など

（文部科学省「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策」（ 答申）をもとに作成）

教育相談担当 生徒指導担当

連携･

分担

その他の教職員

「チームとしての学校」 

のイメージ 

養護教諭

※上図のそれぞれの役割と以下の説明文は同色で対応しています。

      専門性に基づくチーム体制を構築する ポイント② 

 

生徒指導の充実を図るために、教員が、心理や福祉等の専門家と連携･分担し、チームとしての体制を

構築することが求められています。

教員が担うべき業務や役割を見直し、他職種による協働性を高める。 

      ～教員～ 

・学習指導や生徒指導の教育活動。 

・少数職種であるSC、SSW等を学校 

 全体として受け入れる。 

     ～SC、SSW等～ 

・子どもの教育を担っているチームの   

  一員であるという意識。 

・学校の仕組みや指導のしかたや支援に

ついて積極的に理解する。 

 

 
 

○心理に関する専門的な知識や技術を有して

います。 

○

 

 

○社会福祉に関する専門的な知識や技術を有

しています。 

○

 

 

スクールソーシャルワーカー（SSW）は、 

「福祉」の専門家 

スクールカウンセラー（SC）は、 

「心理」の専門家 

 「連携」とは何か問題があった場合に「対応のす 
べてを相手に委ねてしまうこと」ではありません。
学校で「できること」「できないこと」を見極め、
学校ができない点を外部の専門機関などに援助して
もらうことが連携なのです。 
                      （文部科学省「生徒指導提要」より） 

       専門機関と連携して取り組む ポイント③ 

複雑化･多様化した生徒指導上の問題に対応していくためには、警察や児童相談所などの専門機関と

の連携が欠かせません。各機関の取組内容や人的資源などが異なりますので、校長の判断の下、適切

に連携を進めていきましょう。

       ～専門機関の例～ 
①刑事司法関係 (警察署、少年サポートセンター、 
              法務少年支援センター) 
②福祉関係 (児童相談所、児童心理治療施設等) 
③教育相談機関 (教育支援センター、対策センター) 
④その他の諸機関等(愛護センター、医療機関等) 

【チーム体制の構築】 

 
 

 

○それぞれの職務内容、権限と責任を明確化する。○立場・役割を認識し、当事者意識をもつ。 

 

取組の効率的・効果的な実施につながります。 

 教員もＳＣ・ＳＳＷ等も｢チームとしての学校｣の一員 

として目的を共有し、取組の方向性をそろえる。 

【学校における協働の文化】 

「チーム学校」として学校全体のマネジメント機能を高め、教育活動を充実させましょう。
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      ３ 

不登校を減らすには、予防的な対策が必要です。「未然防止」と「初期対応」について全教
職員が正しく共通理解し、普段から意識して取り組んでいくことが、新たな不登校を防ぐこと
につながります。

     「魅力ある学校」をつくるポイント① 

人間関係づくり編 

東部地区の不登校児童生徒数（「児童生徒
の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に
関する調査」の基準による３０日以上の欠
席）の推移を見ると、平成２９年度当初は、
卒業や復帰等で１１４名減少していますが、
年度中に１２８名の児童生徒が新たに不登校
になり、年度末には前年度を１４名上回りま
した。この結果から、不登校児童生徒に対す
る手厚い支援はこれまで同様大切ですが、
「新たな不登校を生まない」取組も重要であ
るということが分かります。                                                                                        

そこで、児童生徒が「学校は楽しい」「学
校に行きたい」と感じられるような「魅力あ
る学校づくり」を進めることが大切になりま
す。その４つのポイントとチェック項目を紹
介します。

東部地区の不登校児童生徒数の推移 
（H28年度及びH29年度「県独自調査」より） 

④ 援助ニーズに応じたきめ細やかな配慮 
□ 問題行動等の要因を、特別支援教育の観点も 

    踏まえて多面的に把握しようとしていますか？ 

□ 個々のつまずきの状況を把握し、個に応じた 

  支援の手立てを用意するようにしていますか？ 

□ 進級・進学前に、特性や必要な支援について 

  情報を引き継ぎ、支援に生かしていますか？ 

① 教員の基本姿勢 
□ どの子に対しても公平に認め、ほめ、励まし 

  ていますか？  

□ 小さな問題行動であってもその行為を見過ご 

    さず、毅然とした指導を行っていますか？ 

□ 気になる子に対して、 担任 

    だけの見方ではなく、複数 

    で様子を観察したり対応を 

    検討したりしていますか？ 

② 学ぶ意欲の向上と基礎基本の定着 
□ 考える視点や学習活動の手順などを明確に示 

  し、児童生徒が見通しを持ち、主体的に学習 

    に取り組めるようにしていますか？ 

□ 教え合い、学び合う授業を行い、子どもどう 

    しの「つながり」や「自己有用感」を育むよ 

    う工夫していますか？ 

□ ノートの書き方や発表の仕 

    方、家庭学習の仕方など、 

    学び方を年度当初に丁寧に 

    指導していますか？ 

③ 「居場所づくり」と「絆づくり」 
□ 年度当初の信頼関係を築くための取組や、構 

    成的グループエンカウンターやソーシャルス 

    キルトレーニング等、子どもたちの人間関係 

    を促進する取組を計画的に行っていますか？ 

□ 全員が静かに考える時間やお互いの意見を伝 

    え合い聴き合う時間を設け、子どもたちに自 

    分と向き合い相手を思いやる力が身につくよ 

    う努めていますか？ 

□ 役割や仕事を公平に分担した 

    り、発表の機会を与えたりし 

    て、一人一人が活躍できるよ 

    うな指導ができていますか？ 

「魅力ある学校づくり」のポイント 

新たな不登校を生まないためには、日頃から子どもたちの生活全般の様子、心身の健康状態、

悩み事等の把握に努める必要があります。「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチす

るための方法を複数のチャンネルで確保しておきましょう。

○子どもたちとの日常的な交流：挨拶や声かけの際の反応、休み時間の過ごし方など 

○毎朝の出席確認・健康観察：健康観察への返事の声、担任の顔を見て答えているか 

○日記・生活ノート等によるやりとり：記述の内容、字の様子 

○定期的な教育相談やアンケート：特に変化の見られやすい５・６月、９・１０月は大切に 

○学級や個々の状態を把握するアセスメントツール：教員の「目」や「勘」の確認や修正 

○子どもの心や気持ちをつかむよう、声かけをする。 

○先生が気にかけていることを伝える。 

○家庭に電話したり、家庭訪問をしたりするなどして様子を聞く。 

○担任一人の見方だけではなく、複数の教職員で観察したり対策を検討したりする。 

不登校の兆候を見逃さないためには、「子どもは基本的に毎日登校するもの」という意識をも

ち、欠席に対して敏感に、かつ温かく対応することが大切です。微熱や腹痛等による欠席の中

に、不登校につながる要因が隠れていることもあるものです。

児童生徒の様々な変化（サイン）に敏感に反応できるアンテナを高く持ち、磨くことが大切です。

ポイント② 

ポイント③ 

欠席１日目 

欠席３日目 

欠席が月に 

３日以上 

 欠席が月に 

６日を超える 

◆まずは見落とさないよう気を付けましょう。意識的に声をかけ、悩みや不安 

 に寄り添えるようにします。保護者にも心配している旨を伝え、家庭での様 

 子を聞きます。 

◆教職員間で共通理解を図り、学校体制での早期対応のための準備をします。

◆支援チームを編成し、指導記録（個人記 

 録）にもとづき、学習、生活など様々な 

 面でのサポートを開始します。 

◆子ども、保護者の気持ちを理解し、信頼 

 関係を大切にします。

◆理由がはっきりしていても家庭訪問をして直接声をかけ、安 

 心して再登校できるよう、温かく支援しましょう。 

◆複数の教職員で意見を出し合い、欠席の要因について多面的 

 に見立てをしましょう。

◆１日だけでも翌日の登校には不安があるものです。次の日の 

 予定や持ち物等について電話連絡をしつつ、安心して登校で 

 きるよう、温かな声かけをしましょう。 

◆気になっている子であれば、家庭訪問をしましょう。

「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチする取組例 

「おかしいな？」と思ったら･･･ 

欠席児童生徒に対する対応の方法（例） 

不登校になる可能
性の高い児童生徒と
考えられる場合は、
より迅速な対応を行
いましょう！
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      ３ 

不登校を減らすには、予防的な対策が必要です。「未然防止」と「初期対応」について全教
職員が正しく共通理解し、普段から意識して取り組んでいくことが、新たな不登校を防ぐこと
につながります。

     「魅力ある学校」をつくるポイント① 

人間関係づくり編 

東部地区の不登校児童生徒数（「児童生徒
の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に
関する調査」の基準による３０日以上の欠
席）の推移を見ると、平成２９年度当初は、
卒業や復帰等で１１４名減少していますが、
年度中に１２８名の児童生徒が新たに不登校
になり、年度末には前年度を１４名上回りま
した。この結果から、不登校児童生徒に対す
る手厚い支援はこれまで同様大切ですが、
「新たな不登校を生まない」取組も重要であ
るということが分かります。                                                                                        

そこで、児童生徒が「学校は楽しい」「学
校に行きたい」と感じられるような「魅力あ
る学校づくり」を進めることが大切になりま
す。その４つのポイントとチェック項目を紹
介します。

東部地区の不登校児童生徒数の推移 
（H28年度及びH29年度「県独自調査」より） 

④ 援助ニーズに応じたきめ細やかな配慮 
□ 問題行動等の要因を、特別支援教育の観点も 

    踏まえて多面的に把握しようとしていますか？ 

□ 個々のつまずきの状況を把握し、個に応じた 

  支援の手立てを用意するようにしていますか？ 

□ 進級・進学前に、特性や必要な支援について 

  情報を引き継ぎ、支援に生かしていますか？ 

① 教員の基本姿勢 
□ どの子に対しても公平に認め、ほめ、励まし 

  ていますか？  

□ 小さな問題行動であってもその行為を見過ご 

    さず、毅然とした指導を行っていますか？ 

□ 気になる子に対して、 担任 

    だけの見方ではなく、複数 

    で様子を観察したり対応を 

    検討したりしていますか？ 

② 学ぶ意欲の向上と基礎基本の定着 
□ 考える視点や学習活動の手順などを明確に示 

  し、児童生徒が見通しを持ち、主体的に学習 

    に取り組めるようにしていますか？ 

□ 教え合い、学び合う授業を行い、子どもどう 

    しの「つながり」や「自己有用感」を育むよ 

    う工夫していますか？ 

□ ノートの書き方や発表の仕 

    方、家庭学習の仕方など、 

    学び方を年度当初に丁寧に 

    指導していますか？ 

③ 「居場所づくり」と「絆づくり」 
□ 年度当初の信頼関係を築くための取組や、構 

    成的グループエンカウンターやソーシャルス 

    キルトレーニング等、子どもたちの人間関係 

    を促進する取組を計画的に行っていますか？ 

□ 全員が静かに考える時間やお互いの意見を伝 

    え合い聴き合う時間を設け、子どもたちに自 

    分と向き合い相手を思いやる力が身につくよ 

    う努めていますか？ 

□ 役割や仕事を公平に分担した 

    り、発表の機会を与えたりし 

    て、一人一人が活躍できるよ 

    うな指導ができていますか？ 

「魅力ある学校づくり」のポイント 

新たな不登校を生まないためには、日頃から子どもたちの生活全般の様子、心身の健康状態、

悩み事等の把握に努める必要があります。「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチす

るための方法を複数のチャンネルで確保しておきましょう。

○子どもたちとの日常的な交流：挨拶や声かけの際の反応、休み時間の過ごし方など 

○毎朝の出席確認・健康観察：健康観察への返事の声、担任の顔を見て答えているか 

○日記・生活ノート等によるやりとり：記述の内容、字の様子 

○定期的な教育相談やアンケート：特に変化の見られやすい５・６月、９・１０月は大切に 

○学級や個々の状態を把握するアセスメントツール：教員の「目」や「勘」の確認や修正 

○子どもの心や気持ちをつかむよう、声かけをする。 

○先生が気にかけていることを伝える。 

○家庭に電話したり、家庭訪問をしたりするなどして様子を聞く。 

○担任一人の見方だけではなく、複数の教職員で観察したり対策を検討したりする。 

不登校の兆候を見逃さないためには、「子どもは基本的に毎日登校するもの」という意識をも

ち、欠席に対して敏感に、かつ温かく対応することが大切です。微熱や腹痛等による欠席の中

に、不登校につながる要因が隠れていることもあるものです。

児童生徒の様々な変化（サイン）に敏感に反応できるアンテナを高く持ち、磨くことが大切です。

ポイント② 

ポイント③ 

欠席１日目 

欠席３日目 

欠席が月に 

３日以上 

 欠席が月に 

６日を超える 

◆まずは見落とさないよう気を付けましょう。意識的に声をかけ、悩みや不安 

 に寄り添えるようにします。保護者にも心配している旨を伝え、家庭での様 

 子を聞きます。 

◆教職員間で共通理解を図り、学校体制での早期対応のための準備をします。

◆支援チームを編成し、指導記録（個人記 

 録）にもとづき、学習、生活など様々な 

 面でのサポートを開始します。 

◆子ども、保護者の気持ちを理解し、信頼 

 関係を大切にします。

◆理由がはっきりしていても家庭訪問をして直接声をかけ、安 

 心して再登校できるよう、温かく支援しましょう。 

◆複数の教職員で意見を出し合い、欠席の要因について多面的 

 に見立てをしましょう。

◆１日だけでも翌日の登校には不安があるものです。次の日の 

 予定や持ち物等について電話連絡をしつつ、安心して登校で 

 きるよう、温かな声かけをしましょう。 

◆気になっている子であれば、家庭訪問をしましょう。

「子どもたちの心の変化（サイン）」をキャッチする取組例 

「おかしいな？」と思ったら･･･ 

欠席児童生徒に対する対応の方法（例） 

不登校になる可能
性の高い児童生徒と
考えられる場合は、
より迅速な対応を行
いましょう！
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    ４人間関係づくり編

「いじめ防止対策推進法」が施行された後も、いじめが重大事態に至る事案が全国で相次い

でいます。いじめは、どの児童生徒にも、どの学校でも起こりうるということを踏まえ、全て

の児童生徒を対象とした学校組織全体としての取組が必要です。また、日々の未然防止の取組

や積極的ないじめの認知が大切となります。

       「いじめはあるもの」という認識を共有する ポイント① 

いじめは、大人が気付きにくい時間、場所、形態で行われることが多いため、些細な兆候であっ

ても、早い段階から的確に関わりをもち、積極的に認知することが大切です。

いじめ防止の考え方 

【ハインリッヒの法則】 
1つの重大事故の背景には 

29の軽微な事故があり、 

その背景には300のヒヤリ 

ハット事象がある 

 いじめの発見については、学年が上がるほど教職員の発見や保護者の訴えからの発見が少な 

くなり、いじめが見えにくくなります。いじめはふざけや遊びを装ったり、ＳＮＳ上の書き込

みなど、大人が気付きにくい場所や形で行われる場合があるからです。「いじめはあるもの」

という考えのもと、学校の実態に合わせた早期発見のシステムづくりを工夫していく必要があ

ります。また、いじめの認知件数が多いことは、教職員の目が児童生徒に行き届いていること

の“あかし”でもあります。 

 そして、未然防止のために、いじめを受けている、いじめを目にした児童生徒の声を一つで

も多く拾うために、アンケート調査を行うことも有効です。 

【プロアクティブの原則】 
①疑わしきときは行動せよ 

②最悪事態を想定して行動せよ 

③空振りは許されるが、 

 見逃しは許されない 

            

 

 

・「自分よりも弱い者に対して一方的に」 

・「身体的・心理的な攻撃を継続的に」 

・「深刻な苦痛を感じている」 

かつてのいじめの定義 

 

 
 

 

 

 

 

 「短期間で解決したもの」や「意図せず好意から相手を傷つけてしまったもの」

も含まれます。より広範囲に捉えていきましょう。 

かつてのいじめいじめの芽 いじめの兆候

  

 

 ・「当該児童等と一定の人的関係にある」 

 ・「心理的又は物理的な影響を与える行為」 

  (ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じて行われるものを含む。) 

 ・「児童等が心身の苦痛を感じている」 
  ※「いじめ防止対策推進法」第2条（平成２５年）より 

 現在のいじめの定義 

重大な事故は、軽微

な事故を全力で防い

でいれば発生せず、軽

微な事故は、ひやりと

するような事故を防

げば発生しない。

現在の「いじめ」の捉え 

こころのもよう メッセージ

・これは、みなさんの心の状態を伝えてもらうためのシートです。

・今の正直な気持ちに○をしてください。

１．わたしは今、困っていることがある。

ある（２へ）

どちらかといえばある（２へ）

あまりない（３へ）

まったくない（３へ）

２．「ある」「どちらかといえばある」と答えた人は、何についての

悩みか教えてください。

勉強のこと 友だちのこと 家庭のこと 部活動 その他

３．「あまりない」「まったくない」と答えた人は、今の気持ちに

ついて一つ○をつけてください。

楽しい まあまあ楽しい ふつう あまり楽しくない

組織で迅速に対応することがいじめの兆候等の発見につながります。アンケート調査の目的を

教職員で共通理解し、その結果を的確に分析することが大切です。

 【アンケート実施上の留意点】 

 ○簡潔で速やかに実施･集計できるものを、繰り返し実施することが望ましい。 

 ○家庭に持ち帰り、翌日封筒に入れて提出すると、記名式でも書きやすい。 

 ○アンケート内容を確認した後、担当が集約し、学校いじめ防止対策委員会（仮称）へ提出する。 

 ○アンケートの回答状況を情報交換し、その対策について相談し合うことが必要である。 

 ○重大事態への発展を防ぐためにも、なるべく短い期間での定期的な実施が望ましい。 

「児童生徒に投げ返してみる」 

 児童生徒の実態に応じて、集会等でアンケー

ト結果を児童生徒に投げ返し、教職員が心配し

ていることをしっかり伝え、児童生徒の思いを

真摯に受け止めるというメッセージを発信する

ことも考えられます。 

 ～アンケート実施の効果～

・いじめの早期発見

・いじめの抑止の機会

・児童生徒とのパイプづくり 等

様々な効果があります。定期的に

行っていきましょう！

 これは一つの例です。自由に記述する欄を設けても構いません。

ただし、その時には、全員が書くことのできる質問事項（今、頑

張っていること等）にするなどの配慮が必要になります。 

 ○がどこにつくかによって、

どのように対応するかを前もっ

て考えて共通理解をしておく必

要があります。あらゆる可能性

を考えて子どもにアプローチを

していくことが大切です。 

 アンケートから何を読み取る

かを教職員で共通理解をしてお

くことが重要です。 

 必ずしも「アンケート」や

「調査」という言葉を使わなく

てもよいです。 

～対応例～ 
 質問２で部活動に〇がつい

た場合、顧問との連携が必要

になります。また、友だちの

ことやその他に〇がつけば、

いじめの可能性も考えて聞き

取りなどをします。 

 質問３で「あまり楽しくな

い」に○がつくと、困ってい

ることはなくても何か悩みを

抱えていると捉え、様子を見

守りつつ、必要に応じて聞き

取りをしましょう。 

 定期的なアンケートを実施し、的確に分析するポイント② 

人
間
関
係
づ
く
り
編

― 59 ― ― 60 ―



    ４人間関係づくり編
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の児童生徒を対象とした学校組織全体としての取組が必要です。また、日々の未然防止の取組

や積極的ないじめの認知が大切となります。

       「いじめはあるもの」という認識を共有する ポイント① 
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ても、早い段階から的確に関わりをもち、積極的に認知することが大切です。

いじめ防止の考え方 

【ハインリッヒの法則】 
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29の軽微な事故があり、 

その背景には300のヒヤリ 

ハット事象がある 

 いじめの発見については、学年が上がるほど教職員の発見や保護者の訴えからの発見が少な 

くなり、いじめが見えにくくなります。いじめはふざけや遊びを装ったり、ＳＮＳ上の書き込

みなど、大人が気付きにくい場所や形で行われる場合があるからです。「いじめはあるもの」

という考えのもと、学校の実態に合わせた早期発見のシステムづくりを工夫していく必要があ

ります。また、いじめの認知件数が多いことは、教職員の目が児童生徒に行き届いていること

の“あかし”でもあります。 

 そして、未然防止のために、いじめを受けている、いじめを目にした児童生徒の声を一つで

も多く拾うために、アンケート調査を行うことも有効です。 

【プロアクティブの原則】 
①疑わしきときは行動せよ 

②最悪事態を想定して行動せよ 

③空振りは許されるが、 

 見逃しは許されない 

            

 

 

・「自分よりも弱い者に対して一方的に」 

・「身体的・心理的な攻撃を継続的に」 

・「深刻な苦痛を感じている」 

かつてのいじめの定義 

 

 
 

 

 

 

 

 「短期間で解決したもの」や「意図せず好意から相手を傷つけてしまったもの」

も含まれます。より広範囲に捉えていきましょう。 

かつてのいじめいじめの芽 いじめの兆候

  

 

 ・「当該児童等と一定の人的関係にある」 

 ・「心理的又は物理的な影響を与える行為」 

  (ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じて行われるものを含む。) 

 ・「児童等が心身の苦痛を感じている」 
  ※「いじめ防止対策推進法」第2条（平成２５年）より 

 現在のいじめの定義 

重大な事故は、軽微

な事故を全力で防い

でいれば発生せず、軽

微な事故は、ひやりと

するような事故を防

げば発生しない。

現在の「いじめ」の捉え 

こころのもよう メッセージ

・これは、みなさんの心の状態を伝えてもらうためのシートです。

・今の正直な気持ちに○をしてください。

１．わたしは今、困っていることがある。

ある（２へ）

どちらかといえばある（２へ）

あまりない（３へ）

まったくない（３へ）

２．「ある」「どちらかといえばある」と答えた人は、何についての

悩みか教えてください。

勉強のこと 友だちのこと 家庭のこと 部活動 その他

３．「あまりない」「まったくない」と答えた人は、今の気持ちに

ついて一つ○をつけてください。

楽しい まあまあ楽しい ふつう あまり楽しくない

組織で迅速に対応することがいじめの兆候等の発見につながります。アンケート調査の目的を

教職員で共通理解し、その結果を的確に分析することが大切です。

 【アンケート実施上の留意点】 

 ○簡潔で速やかに実施･集計できるものを、繰り返し実施することが望ましい。 

 ○家庭に持ち帰り、翌日封筒に入れて提出すると、記名式でも書きやすい。 

 ○アンケート内容を確認した後、担当が集約し、学校いじめ防止対策委員会（仮称）へ提出する。 

 ○アンケートの回答状況を情報交換し、その対策について相談し合うことが必要である。 

 ○重大事態への発展を防ぐためにも、なるべく短い期間での定期的な実施が望ましい。 

「児童生徒に投げ返してみる」 

 児童生徒の実態に応じて、集会等でアンケー

ト結果を児童生徒に投げ返し、教職員が心配し

ていることをしっかり伝え、児童生徒の思いを

真摯に受け止めるというメッセージを発信する

ことも考えられます。 

 ～アンケート実施の効果～

・いじめの早期発見

・いじめの抑止の機会

・児童生徒とのパイプづくり 等

様々な効果があります。定期的に

行っていきましょう！

 これは一つの例です。自由に記述する欄を設けても構いません。

ただし、その時には、全員が書くことのできる質問事項（今、頑

張っていること等）にするなどの配慮が必要になります。 

 ○がどこにつくかによって、

どのように対応するかを前もっ

て考えて共通理解をしておく必

要があります。あらゆる可能性

を考えて子どもにアプローチを

していくことが大切です。 

 アンケートから何を読み取る

かを教職員で共通理解をしてお

くことが重要です。 

 必ずしも「アンケート」や

「調査」という言葉を使わなく

てもよいです。 

～対応例～ 
 質問２で部活動に〇がつい

た場合、顧問との連携が必要

になります。また、友だちの

ことやその他に〇がつけば、

いじめの可能性も考えて聞き

取りなどをします。 

 質問３で「あまり楽しくな

い」に○がつくと、困ってい

ることはなくても何か悩みを

抱えていると捉え、様子を見

守りつつ、必要に応じて聞き

取りをしましょう。 

 定期的なアンケートを実施し、的確に分析するポイント② 
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いじめへの対応は組織で行う ポイント③ 

【いじめの情報を集約する担当の目的と役割】 

○個々の教職員が抱え込まず、学校いじめ防止対策委員会（仮称）による

認知を機動的に行うことを目的とする。

○いじめが疑われる情報を集約し、管理職へ報告することで、正確な

実態把握と組織としての判断を得る。

○組織としての判断を得たのち、その判断に基づいた動きを学校体制

で行うといった仕組みを機能させる。

この担当は、校種･学校規模等の実態に合わせて校長が決定します。

些細な兆候を発見したり、いじめの相談を受けたりした教職員が一人で抱え込まず、組織で対応す

るために、情報を集約･整理する担当を設けます。

３
い
じ
め
の
認
知
と

指
導
方
針
の
決
定

２
情
報
収
集

１
発
見

いじめが
疑われる
情 報 の
キャッチ

＜具体例＞
・いじめが疑われる言動 ・元気がない、表情が暗い等の様子
・理由がはっきりしない欠席 ・本人や保護者からの訴え
・生活ノート等の気になる内容   ・他児童生徒、教職員からの訴え
・アンケートの回答結果

・いじめが疑われる言動 ・元気がない、表情が暗い等の様子

情報を
集約す
る担当
へ報告

正確な
実態把握
と協議

組織に
よる

いじめ
の認知

指導体
制及び
方針の
決定

管理職

教務主任、学年主任
教育相談担当
生徒指導担当
養護教諭 等副校長

教頭

校長

学校いじめ防止対策委員会（仮称）

（学級担任）
（部活顧問）

専門スタッフ（SC,SSW等）

いじめ
対策組
織によ
る対応

保護者児童生徒

児童生徒児童生徒 保護者

報
告

支
援

教育委員会

相
談

支
援

教職員が一人で抱え込まず、情報を共有し、組織で判断したり対応したりすることが重要です。さらに

いじめが解決したと思われる場合でも、継続して十分な注意を払い見守っていくことが必要です。

副校長･教頭

児童生徒 保護者 児童生徒児童生徒

保護者児童生徒い
じ
め
の
対
応

４
組
織
に
よ
る

情報の集約・整理
①いつ（休日を含む）② どこで（学校内外を問わない）
③誰が（被害者） ④ 誰に（加害者） ⑤態様（行為）
⑥心情（被害者） ⑦ 現在の状況 情報を集約する担当

情報を集約
する担当

招
集

連
携

指
導
、
支
援

いじめが
起きた
集団

いじめを

受けた側

いじめを

した側

関係機関
児相 警察 医療等

校長

協議

教職員が、様々な場
面で気付いた児童生徒
の変化やトラブルの全
てが組織の情報を集約
する担当に集まるよう
にしましょう。

     人間関係づくり編

教育相談は、校内の教育相談体制を整備し、教職員が専門スタッフと連携しながら、課題を

抱えた児童生徒を組織として支援するとともに、学級担任が日常的なあらゆる教育活動の中

で、児童生徒一人一人に対して相談活動を行うものです。教育活動全体を通して児童生徒に寄

り添い、心の成長や発達につながるように支援することが大切です。 

      教育相談コーディネーター中心の支援体制をつくる ポイント① 

児童生徒の問題行動等の背景には、心の問題とともに、家庭、友人関係、地域、学校など環境

の問題があり、これらの問題は複雑に絡み合っています。ＳＣやＳＳＷといった専門スタッフの

視点も加えて様々な情報を整理統合し、アセスメント（見立て）やプランニング（解決に向けた

目標設定と具体的な手立て）をした上で、課題を抱えた児童生徒の支援を組織として行うことが

重要です。

 

 

   

 

 

   

教育相談コーディネーターの役割 

 ○校内支援のあり方について管理職に相談する。 

 ○学級担任に気になる児童生徒の状況を書き出してもらった 

    り、直接、聞き取ったりして、学校全体の児童生徒の状況 

    及び支援の状況を一元的に把握する。 

 ○相談活動に関するスケジュール等の計画・立案を行うとと 

    もに、専門スタッフの来校のない間の様子を 記録しておき、 

    専門スタッフに伝えられるようにする。 

 ○スクリーニング会議・ケース会議等の会議の運営を行う。 

 ○学校内（ＳＣ、ＳＳＷを含む）及び関係機関等との連絡調 

    整を行う。 

 ○教職員の教育相談力向上のための校内研修を実施する。 

児童生徒の小さな変化や気になる状況を目に

したら、教育相談コーディネーターに報告します。

教育相談コーディネーター 

管理職 

スクールカウンセラー 

（ＳＣ） 

学級担任 

スクールソーシャルワーカー 

（ＳＳＷ） 

学級担任以外の教員 

養護教諭 

特別支援教育

主任 

関係機関 

生徒指導担当 

【教育相談体制の例】
…教育相談に関する会議の 

     中心となるメンバー 

 児童生徒の課題解決に向け

た校内支援体制の中心となる

のが教育相談コーディネー

ターです。教育相談担当教員

が担当したり、教頭や養護教

諭又は特別支援教育主任が兼

ねたりするなど、学校の実情

に応じ柔軟な配置が考えられ

ます。
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いじめへの対応は組織で行う ポイント③ 

【いじめの情報を集約する担当の目的と役割】 

○個々の教職員が抱え込まず、学校いじめ防止対策委員会（仮称）による

認知を機動的に行うことを目的とする。

○いじめが疑われる情報を集約し、管理職へ報告することで、正確な

実態把握と組織としての判断を得る。

○組織としての判断を得たのち、その判断に基づいた動きを学校体制

で行うといった仕組みを機能させる。

この担当は、校種･学校規模等の実態に合わせて校長が決定します。

些細な兆候を発見したり、いじめの相談を受けたりした教職員が一人で抱え込まず、組織で対応す

るために、情報を集約･整理する担当を設けます。

３
い
じ
め
の
認
知
と

指
導
方
針
の
決
定

２
情
報
収
集

１
発
見

いじめが
疑われる
情 報 の
キャッチ

＜具体例＞
・いじめが疑われる言動 ・元気がない、表情が暗い等の様子
・理由がはっきりしない欠席 ・本人や保護者からの訴え
・生活ノート等の気になる内容   ・他児童生徒、教職員からの訴え
・アンケートの回答結果

情報を
集約す
る担当
へ報告

正確な
実態把握
と協議

組織に
よる

いじめ
の認知

指導体
制及び
方針の
決定

管理職

教務主任、学年主任
教育相談担当
生徒指導担当
養護教諭 等副校長

教頭

校長

学校いじめ防止対策委員会（仮称）

（学級担任）
（部活顧問）

専門スタッフ（SC,SSW等）

いじめ
対策組
織によ
る対応

保護者児童生徒

児童生徒児童生徒 保護者

報
告

支
援

教育委員会

相
談

支
援

教職員が一人で抱え込まず、情報を共有し、組織で判断したり対応したりすることが重要です。さらに

いじめが解決したと思われる場合でも、継続して十分な注意を払い見守っていくことが必要です。

副校長･教頭い
じ
め
の
対
応

４
組
織
に
よ
る

情報の集約・整理
①いつ（休日を含む）② どこで（学校内外を問わない）
③誰が（被害者） ④ 誰に（加害者） ⑤態様（行為）
⑥心情（被害者） ⑦ 現在の状況 情報を集約する担当

情報を集約
する担当

招
集

連
携

指
導
、
支
援

いじめが
起きた
集団

いじめを

受けた側

いじめを

した側

関係機関
児相 警察 医療等

校長

協議

教職員が、様々な場
面で気付いた児童生徒
の変化やトラブルの全
てが組織の情報を集約
する担当に集まるよう
にしましょう。

     人間関係づくり編

教育相談は、校内の教育相談体制を整備し、教職員が専門スタッフと連携しながら、課題を

抱えた児童生徒を組織として支援するとともに、学級担任が日常的なあらゆる教育活動の中

で、児童生徒一人一人に対して相談活動を行うものです。教育活動全体を通して児童生徒に寄

り添い、心の成長や発達につながるように支援することが大切です。 

      教育相談コーディネーター中心の支援体制をつくる ポイント① 

児童生徒の問題行動等の背景には、心の問題とともに、家庭、友人関係、地域、学校など環境

の問題があり、これらの問題は複雑に絡み合っています。ＳＣやＳＳＷといった専門スタッフの

視点も加えて様々な情報を整理統合し、アセスメント（見立て）やプランニング（解決に向けた

目標設定と具体的な手立て）をした上で、課題を抱えた児童生徒の支援を組織として行うことが

重要です。

 

 

   

 

 

   

教育相談コーディネーターの役割 

 ○校内支援のあり方について管理職に相談する。 

 ○学級担任に気になる児童生徒の状況を書き出してもらった 

    り、直接、聞き取ったりして、学校全体の児童生徒の状況 

    及び支援の状況を一元的に把握する。 

 ○相談活動に関するスケジュール等の計画・立案を行うとと 

    もに、専門スタッフの来校のない間の様子を 記録しておき、 

    専門スタッフに伝えられるようにする。 

 ○スクリーニング会議・ケース会議等の会議の運営を行う。 

 ○学校内（ＳＣ、ＳＳＷを含む）及び関係機関等との連絡調 

    整を行う。 

 ○教職員の教育相談力向上のための校内研修を実施する。 

児童生徒の小さな変化や気になる状況を目に

したら、教育相談コーディネーターに報告します。

教育相談コーディネーター 

管理職 

スクールカウンセラー 

（ＳＣ） 

学級担任 

スクールソーシャルワーカー 

（ＳＳＷ） 

学級担任以外の教員 

養護教諭 

特別支援教育

主任 

関係機関 

生徒指導担当 

【教育相談体制の例】
…教育相談に関する会議の 

     中心となるメンバー 

 児童生徒の課題解決に向け

た校内支援体制の中心となる

のが教育相談コーディネー

ターです。教育相談担当教員

が担当したり、教頭や養護教

諭又は特別支援教育主任が兼

ねたりするなど、学校の実情

に応じ柔軟な配置が考えられ

ます。
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専門スタッフとの連携 

〈専門スタッフと効果的に連携するために〉 
・それぞれの役割を理解した上で相談する（コンサルテーションを受ける）ことが基本ですが、 

 わからないときはどの専門スタッフでも構わないので、少し話をしてみるとよいでしょう。 

 話をすることは、より適切な専門スタッフへつな 

 げるきっかけとなります。 

・聞きたいことをまとめておくと、短時間でも効果 

 的なコンサルテーションとなります。 

・相談した児童生徒の経過は、専門スタッフにも伝 

 えるようにします。専門スタッフが情報を共有することで、 

 次回の相談がスムーズになるだけでなく、継続的な多角的支援となります。 

連携の中心となるのは、教育相談コー
ディネーターですが、担任が専門スタッフ
に直接相談してもかまいません。

日頃からＳＣやＳＳＷとの信頼関係を築いていくことが、スムーズな支援につながります。

日常の何気ない情報交換が大切です。 

児童生徒をめぐる状況が複雑化・深刻化しているため、児童生徒の抱える課題の要因や背景を

心理・発達面のほか、家庭生活・学校生活全体の中から見つけようとする考え方が必要です。こ

の考え方に基づき、未然防止、早期発見及び早期支援に重点を置いた組織的検討を行うことで、

問題の要因や背景に目を向けた具体的な支援につながります。

 ＳＣ・ＳＳＷは可能な限りスクリーニング会議やケース会議に

出席し、専門的立場から助言を行います。

      課題の要因や背景に迫る組織的支援 ポイント② 

・気になる（支援が必要な）児童生徒を早期から 
   組織として把握する。 
・スクリーニングシート等の活用により、教職員 
   から収集した情報を整理。 
・ケース会議の開催の必要性を協議。

 ２．初回ケース会議の実施 
 （不適応の兆しまたは支援の必要な児童生徒対象） 

・児童生徒への支援策を検討・検証していく。 
・アセスメント（情報からの要因分析と見立て） 
   を行う。 
・プランニング（解決に向けた目標の設定と具体 
   的な手立て）を行う。

４．継続ケース会議の実施 
（不適応の兆しまたは支援の必要な児童生徒対象） 

・取組の効果の検証を行い、目標の見直しや手立てを修正 
                  （振り返り・見直し） 
・新たな課題に向けたチーム構成員の変更なども検討。 
＊ケース会議を複数回開催することにより、状況の変化に応じた柔軟な対応が 
   可能となる。 

担任等による 
 支援・見守り 
 （不適応の兆しは 
  あるが、すぐに 
  支援の必要のない 
 児童生徒対象） 

スクリーニング会議の

活用は一例です。学校

の実態に応じて工夫す

ることが大切です。

３．プランの実行 

  １．スクリーニング会議の実施（全児童生徒対象） 

 学級担任のカウンセリングは 

   児童生徒の成長を思い描きながら 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「傾聴」とは、こちらが「聞きたいことを聞く」のではなく、「相手が言いたいこと、分かっ 

 て欲しいこと」を受容的・共感的態度で「聴く」ことです。評価や助言より、まず聴くことが 

 大切です。 

 

〈聴き上手になるために〉 
 

 【態 度】  

  ・相手に体を向け、目線を自然に合わせる、相づちを打つ、うなずくなど「全身であなたの  

       話を聴いている」というメッセージを伝える。 

  ・ゆっくりした口調で、リラックスして話しやすい雰囲気をつくる。 

 

 

 

 

 

      

  

 
 

  

  【心構え】 

  ・反論や批判はせず、児童生徒のそうせざるを得ない気持ちを受容する。 

  ・相手の言ったことを繰り返したり、自分の感じたことを言葉で伝えたりして共感的に 

   聴く。 

  ・相手の非言語的な表現（声の調子・表情・姿勢・手や目の動き）にも、気を配る。 

学級担任が行うカウンセリングは、個別の会話・面談や言葉がけ等の対話を通して行います。全ての

児童生徒が学級の生活によりよく適応し、豊かな人間関係の中で有意義な生活を築くことができるよ

う、児童生徒一人一人の興味・関心を踏まえ、個々の児童生徒が抱える発達や学習の課題を受け止めな

がら、その解決に向けて支援することが重要です。

カウンセリングは児童生徒と学級担任の信頼関係のうえに 

カウンセリングで最も大切なことは「傾聴」と「共感」

聴く力 
相談 

する力 
信頼 

関係 

児童生徒 学級担任 
児童生徒には、

「聴き手を

信頼できる」

「助けを求める

ことができる」

相談する力が必要

学級担任には、

「話し手に信頼

してもらう」

「児童生徒の話

を受け止める」

聴く力が大切

ポイント③ 

人には他人に近づかれると不快に感じる

パーソナルスペースとよばれる空間があり

ます。パーソナルスペースは、人によって異

なります。

異性の児童生徒のカウンセリングを行う

際は、近づきすぎて不快感を与えないよう

適切な距離を保つよう配慮します。
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専門スタッフとの連携 

〈専門スタッフと効果的に連携するために〉 
・それぞれの役割を理解した上で相談する（コンサルテーションを受ける）ことが基本ですが、 

 わからないときはどの専門スタッフでも構わないので、少し話をしてみるとよいでしょう。 

 話をすることは、より適切な専門スタッフへつな 

 げるきっかけとなります。 

・聞きたいことをまとめておくと、短時間でも効果 

 的なコンサルテーションとなります。 

・相談した児童生徒の経過は、専門スタッフにも伝 

 えるようにします。専門スタッフが情報を共有することで、 

 次回の相談がスムーズになるだけでなく、継続的な多角的支援となります。 

連携の中心となるのは、教育相談コー
ディネーターですが、担任が専門スタッフ
に直接相談してもかまいません。

日頃からＳＣやＳＳＷとの信頼関係を築いていくことが、スムーズな支援につながります。

日常の何気ない情報交換が大切です。 

児童生徒をめぐる状況が複雑化・深刻化しているため、児童生徒の抱える課題の要因や背景を

心理・発達面のほか、家庭生活・学校生活全体の中から見つけようとする考え方が必要です。こ

の考え方に基づき、未然防止、早期発見及び早期支援に重点を置いた組織的検討を行うことで、

問題の要因や背景に目を向けた具体的な支援につながります。

 ＳＣ・ＳＳＷは可能な限りスクリーニング会議やケース会議に

出席し、専門的立場から助言を行います。

      課題の要因や背景に迫る組織的支援 ポイント② 

・気になる（支援が必要な）児童生徒を早期から 
   組織として把握する。 
・スクリーニングシート等の活用により、教職員 
   から収集した情報を整理。 
・ケース会議の開催の必要性を協議。

 ２．初回ケース会議の実施 
 （不適応の兆しまたは支援の必要な児童生徒対象） 

・児童生徒への支援策を検討・検証していく。 
・アセスメント（情報からの要因分析と見立て） 
   を行う。 
・プランニング（解決に向けた目標の設定と具体 
   的な手立て）を行う。

４．継続ケース会議の実施 
（不適応の兆しまたは支援の必要な児童生徒対象） 

・取組の効果の検証を行い、目標の見直しや手立てを修正 
                  （振り返り・見直し） 
・新たな課題に向けたチーム構成員の変更なども検討。 
＊ケース会議を複数回開催することにより、状況の変化に応じた柔軟な対応が 
   可能となる。 

担任等による 
 支援・見守り 
 （不適応の兆しは 
  あるが、すぐに 
  支援の必要のない 
 児童生徒対象） 

スクリーニング会議の

活用は一例です。学校

の実態に応じて工夫す

ることが大切です。

３．プランの実行 

  １．スクリーニング会議の実施（全児童生徒対象） 

 学級担任のカウンセリングは 

   児童生徒の成長を思い描きながら 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「傾聴」とは、こちらが「聞きたいことを聞く」のではなく、「相手が言いたいこと、分かっ 

 て欲しいこと」を受容的・共感的態度で「聴く」ことです。評価や助言より、まず聴くことが 

 大切です。 

 

〈聴き上手になるために〉 
 

 【態 度】  

  ・相手に体を向け、目線を自然に合わせる、相づちを打つ、うなずくなど「全身であなたの  

       話を聴いている」というメッセージを伝える。 

  ・ゆっくりした口調で、リラックスして話しやすい雰囲気をつくる。 

 

 

 

 

 

      

  

 
 

  

  【心構え】 

  ・反論や批判はせず、児童生徒のそうせざるを得ない気持ちを受容する。 

  ・相手の言ったことを繰り返したり、自分の感じたことを言葉で伝えたりして共感的に 

   聴く。 

  ・相手の非言語的な表現（声の調子・表情・姿勢・手や目の動き）にも、気を配る。 

学級担任が行うカウンセリングは、個別の会話・面談や言葉がけ等の対話を通して行います。全ての

児童生徒が学級の生活によりよく適応し、豊かな人間関係の中で有意義な生活を築くことができるよ

う、児童生徒一人一人の興味・関心を踏まえ、個々の児童生徒が抱える発達や学習の課題を受け止めな

がら、その解決に向けて支援することが重要です。

カウンセリングは児童生徒と学級担任の信頼関係のうえに 

カウンセリングで最も大切なことは「傾聴」と「共感」

聴く力 
相談 

する力 
信頼 

関係 

児童生徒 学級担任 
児童生徒には、

「聴き手を

信頼できる」

「助けを求める

ことができる」

相談する力が必要

学級担任には、

「話し手に信頼

してもらう」

「児童生徒の話

を受け止める」

聴く力が大切

ポイント③ 

人には他人に近づかれると不快に感じる

パーソナルスペースとよばれる空間があり

ます。パーソナルスペースは、人によって異

なります。

異性の児童生徒のカウンセリングを行う

際は、近づきすぎて不快感を与えないよう

適切な距離を保つよう配慮します。
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★「共感」とは、価値観や先入観にとらわれることなく、相手の体験や価値観を理解しようとする

ことです。 
 

≪共感と同感の違いに注意！≫

 

 

 

 

 

 

 

あなたはそう感じるのね

主語が「あなた」

あなたと私、違ってもＯＫ

個々の存在感

共 感 ≠ 同 感 

私もそう感じる

主語が「私」

あなたと私、同じである

一体感

 

 

◇児童生徒の成長した姿を思い浮かべ、「この児童の○○な能力を伸ばしたい」「この生徒には○

○なことに気づかせたい」と意識し、児童生徒の成長を目的とした意図をもった対話を行うこと

で、スクールカウンセラーとは違う教師らしいカウンセリングとなります。 

◇児童生徒は、漠然と感じていても言語化して表現できないことがあるため、「教師の対話的関わ

り」が必要です。漠然と感じていたことを言語化することは、自分の思いや考えをはっきりさせ、

気づきを促す効果があります。 

〈気づきを促すために〉
・教師がかけた言葉によってどのような対話の展開になるか、児童生徒が最後にどのような気

持ちになるかをイメージしながら、発達段階を踏まえた言葉かけを行う。 

 ・児童生徒にかけた言葉に対して、黙ってしまったり、「けど」「でも」「だって」など反論

や言い訳の言葉が出てきたりしたら、児童生徒の気持ちに寄り添えていないサインです。 

    

    

  

 

  

  

児童生徒に気づきを促す意図をもった対話 

話を聴いてもらうことで、①すっきりする、②担任との信頼関係が深まる、③自己理解が深ま

る、④問題解決に向かえる、などの効果が期待できます。 

  ◇◆児童生徒の気持ちに寄り添えていない例◆◇ 

     

    放課後、暗い表情で学級担任のところにやってきた生徒が 

   呟くように言いました。 

 
    生徒：あっ、あの、先生、明日の英検に合格できるでしょうか。 
   

  ① 担任：大丈夫！ 
     

    生徒：でも…。 

 
  ② 担任：もし、落ちても、また頑張ればいいんだよ。 
     

    生徒：けど…。 

            

   

個別の会話・面談や言葉かけ等の中で気になる事柄があった場合は、一人で抱え込まず、管理職や学

年主任、教育相談コーディネーター等に報告・相談し、学校組織全体での支援につなげるようにするこ

とが大切です。

前ページの例は、 

なぜ、生徒の気持ちに寄り添えていないのでしょうか？ 

放課後、学級担任のところにやってきたこの生徒は、試験直前の不安な気持ちを自分のことを日

頃よく見てくれている担任の先生ならわかってくれると思い、他の教員ではなく担任に話をした

かったのではないかと考えられます。 
 

● ①は、試験直前で不安になっている生徒に対し、励まそうと思って「大丈夫！」 

 と言葉かけをしたのでしょうが、不確定なことを断言してしまったため、不安が 

 増して「でも…」という言葉が出たのだと思われます。 
 

● ②は、気楽な気持ちで受験してほしいと思い、「もし、落ちても、また頑張れば 

 いいんだよ。」と言葉かけをしたのでしょうが、頑張って合格したいという思いが 

 強すぎて不安になっているのに対し、不合格を前提に話され、反論したいのと不安な気持ち 

 が入り混じって「けど…」という言葉が出たのだと思われます。 

この他に「何とかなる！」「心配するな！」「あなただけじゃないよ。」

「とにかくがんばれ。」などの言葉も使う場面に注意が必要です。

また、児童生徒の気持ちに寄り添えているかだけでなく、生徒が自己

理解を深めたり、前向きな意思決定ができるかどうかを考えることで、

より発展的な展開となります。

 上の例では、生徒の普段の様子を見ていたからこそできる、学級担任らしい言葉かけを

したことによって、生徒は不安な気持ちを言語化することができています。そして、その

気持ちを受け止め、今できることを助言することによって、前向きな意思決定を促すこと

へとつなげています。 

◇◆児童生徒の気持ちに寄り添えている例◆◇ 

 

   放課後、暗い表情で学級担任のところにやってきた生徒が 

  呟くように言いました。    
 

   生徒：あっ、あの、先生、明日の英検に合格できる 

      でしょうか。 
   

   担任：教室に残って勉強したり、英語の先生のところに 

      質問しに行ったりして、今まで頑張ってきたよね。 
    

   生徒：うん、あっ、はい…。 

      それでも、なんか、大丈夫かなっていうか、不安なんです。 
    

   担任：そうか、試験できるかなって感じで、不安なんだね。 

      今日の夜は、早めにお風呂に入って、早く寝るようにすると、 

      明日、今まで頑張ってきた成果が出ると思うよ。 
    

   生徒：はい、今日は早く寝るようにして、明日は精一杯頑張ります。 
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★「共感」とは、価値観や先入観にとらわれることなく、相手の体験や価値観を理解しようとする

ことです。 
 

≪共感と同感の違いに注意！≫

 

 

 

 

 

 

 

あなたはそう感じるのね

主語が「あなた」

あなたと私、違ってもＯＫ

個々の存在感

共 感 ≠ 同 感 

私もそう感じる

主語が「私」

あなたと私、同じである

一体感

 

 

◇児童生徒の成長した姿を思い浮かべ、「この児童の○○な能力を伸ばしたい」「この生徒には○

○なことに気づかせたい」と意識し、児童生徒の成長を目的とした意図をもった対話を行うこと

で、スクールカウンセラーとは違う教師らしいカウンセリングとなります。 

◇児童生徒は、漠然と感じていても言語化して表現できないことがあるため、「教師の対話的関わ

り」が必要です。漠然と感じていたことを言語化することは、自分の思いや考えをはっきりさせ、

気づきを促す効果があります。 

〈気づきを促すために〉
・教師がかけた言葉によってどのような対話の展開になるか、児童生徒が最後にどのような気

持ちになるかをイメージしながら、発達段階を踏まえた言葉かけを行う。 

 ・児童生徒にかけた言葉に対して、黙ってしまったり、「けど」「でも」「だって」など反論

や言い訳の言葉が出てきたりしたら、児童生徒の気持ちに寄り添えていないサインです。 

    

    

  

 

  

  

児童生徒に気づきを促す意図をもった対話 

話を聴いてもらうことで、①すっきりする、②担任との信頼関係が深まる、③自己理解が深ま

る、④問題解決に向かえる、などの効果が期待できます。 

  ◇◆児童生徒の気持ちに寄り添えていない例◆◇ 

     

    放課後、暗い表情で学級担任のところにやってきた生徒が 

   呟くように言いました。 

 
    生徒：あっ、あの、先生、明日の英検に合格できるでしょうか。 
   

  ① 担任：大丈夫！ 
     

    生徒：でも…。 

 
  ② 担任：もし、落ちても、また頑張ればいいんだよ。 
     

    生徒：けど…。 

            

   

個別の会話・面談や言葉かけ等の中で気になる事柄があった場合は、一人で抱え込まず、管理職や学

年主任、教育相談コーディネーター等に報告・相談し、学校組織全体での支援につなげるようにするこ

とが大切です。

前ページの例は、 

なぜ、生徒の気持ちに寄り添えていないのでしょうか？ 

放課後、学級担任のところにやってきたこの生徒は、試験直前の不安な気持ちを自分のことを日

頃よく見てくれている担任の先生ならわかってくれると思い、他の教員ではなく担任に話をした

かったのではないかと考えられます。 
 

● ①は、試験直前で不安になっている生徒に対し、励まそうと思って「大丈夫！」 

 と言葉かけをしたのでしょうが、不確定なことを断言してしまったため、不安が 

 増して「でも…」という言葉が出たのだと思われます。 
 

● ②は、気楽な気持ちで受験してほしいと思い、「もし、落ちても、また頑張れば 

 いいんだよ。」と言葉かけをしたのでしょうが、頑張って合格したいという思いが 

 強すぎて不安になっているのに対し、不合格を前提に話され、反論したいのと不安な気持ち 

 が入り混じって「けど…」という言葉が出たのだと思われます。 

この他に「何とかなる！」「心配するな！」「あなただけじゃないよ。」

「とにかくがんばれ。」などの言葉も使う場面に注意が必要です。

また、児童生徒の気持ちに寄り添えているかだけでなく、生徒が自己

理解を深めたり、前向きな意思決定ができるかどうかを考えることで、

より発展的な展開となります。

 上の例では、生徒の普段の様子を見ていたからこそできる、学級担任らしい言葉かけを

したことによって、生徒は不安な気持ちを言語化することができています。そして、その

気持ちを受け止め、今できることを助言することによって、前向きな意思決定を促すこと

へとつなげています。 

◇◆児童生徒の気持ちに寄り添えている例◆◇ 

 

   放課後、暗い表情で学級担任のところにやってきた生徒が 

  呟くように言いました。    
 

   生徒：あっ、あの、先生、明日の英検に合格できる 

      でしょうか。 
   

   担任：教室に残って勉強したり、英語の先生のところに 

      質問しに行ったりして、今まで頑張ってきたよね。 
    

   生徒：うん、あっ、はい…。 

      それでも、なんか、大丈夫かなっていうか、不安なんです。 
    

   担任：そうか、試験できるかなって感じで、不安なんだね。 

      今日の夜は、早めにお風呂に入って、早く寝るようにすると、 

      明日、今まで頑張ってきた成果が出ると思うよ。 
    

   生徒：はい、今日は早く寝るようにして、明日は精一杯頑張ります。 
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    人間関係づくり編 

☆ 桜咲タイムの流れ 

① はじまり 

 毎回「挨拶をする」「う 

なずきながら聴く」「説明 

をよく聴く」など、活動の 

ルールを確認します。 

 「今日は特に話をする友 

達の顔をしっかり見て聴く 

ことを頑張りましょう」など、クラスの実態に応じてねらいを絞って取り組むこともあります。 

学級づくりに関わる実践例として、これまで東部通信に掲載した取組を紹介します。どちら

も児童生徒の主体的な活動とすること、教職員が一枚岩となって取り組むこと、取組が形骸化

しないよう努めることなどを大切にし、着実に成果を積み上げてきています。

桜ヶ丘中校区４小学校（面影小、米里小、 

津ノ井小、若葉台小）における実践 

② 活動 

 しっかり考える、理由をつけて話す、聴 

き合う、相手の顔を見る、どちらかを選ぶ 

など、子どもたちは楽しみながらねらいを 

達成していきます。「話す・聴く」が安心 

してできる関係性が築かれています。 

③ ふりかえり 

 活動の内容だけではなく、 

「うなずきながら聴けた」等 

対話的な学習スキルに関する 

感想を求めます。ふりかえり 

用紙に書く学級もあります。 

☆ 共通実践していること 

・アレンジしたり特別なルールをつくったりせず、みんなが同じ 

 ことを同じ時にすることを心がけています。 

・形骸化することなく続けていくために、教員も児童も負担なく 

 取り組みやすい活動になるようにしています。 
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    人間関係づくり編 

☆ 桜咲タイムの流れ 

① はじまり 

 毎回「挨拶をする」「う 

なずきながら聴く」「説明 

をよく聴く」など、活動の 

ルールを確認します。 

 「今日は特に話をする友 

達の顔をしっかり見て聴く 

ことを頑張りましょう」など、クラスの実態に応じてねらいを絞って取り組むこともあります。 

学級づくりに関わる実践例として、これまで東部通信に掲載した取組を紹介します。どちら

も児童生徒の主体的な活動とすること、教職員が一枚岩となって取り組むこと、取組が形骸化

しないよう努めることなどを大切にし、着実に成果を積み上げてきています。

桜ヶ丘中校区４小学校（面影小、米里小、 

津ノ井小、若葉台小）における実践 

② 活動 

 しっかり考える、理由をつけて話す、聴 

き合う、相手の顔を見る、どちらかを選ぶ 

など、子どもたちは楽しみながらねらいを 

達成していきます。「話す・聴く」が安心 

してできる関係性が築かれています。 

③ ふりかえり 

 活動の内容だけではなく、 

「うなずきながら聴けた」等 

対話的な学習スキルに関する 

感想を求めます。ふりかえり 

用紙に書く学級もあります。 

☆ 共通実践していること 

・アレンジしたり特別なルールをつくったりせず、みんなが同じ 

 ことを同じ時にすることを心がけています。 

・形骸化することなく続けていくために、教員も児童も負担なく 

 取り組みやすい活動になるようにしています。 
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 特別支援教育編

特別支援教育において、一人一人の実態に応じた指導の充実は、児童生徒の能力や可能性を最大限

に伸ばすために、何より大切なことです。そして、実態に応じた指導を行っていくためには、障がい

の捉え方の変化や合理的配慮の提供について理解しておくことが大切です。また、校内支援体制を整

えることや困難さの背景にある要因を捉えることも重要なポイントです。

心身機能・ 

身体構造 

 障がいの捉え方は、世界保健機関（ＷＨＯ）で採択された「国際生活機能分類（ＩＣＦ）」

の考え方に基づいています。人間の生活機能を「心身機能・身体構造」のみで捉えるのではな

く、「活動」や「参加」の要素でも捉え、生活機能に支障のある状態を障がいと考えます。そ

して、障がいの状態は、個人因子や環境因子等と相互に関係し合うものと考えます。 

 健康状態 

 環境因子  個人因子 

 「国際生活機能分類」の

考え方は、障がいが静的・

固定的ではなく、動的に変

化するものであるという考

え方に立っています。慣習

等も含めて、社会的障壁を

いかに取り除いていくか、

ということが重要であると

ともに、学校教育において

の指導内容の変容等も求め

られています。 

心身機能・身体構造

下肢の筋力低下の軽減を

図る 

活動の状況・能力

車椅子で自由に移動する

ことができる 

参加の状況・能力

映画館で自分の観たい映

画を観ることができる 

環境因子

映画館にはスロープやエレベーターがある 

困った時にまわりの人が手助けしてくれる 

個人因子

自分一人で出かけたいという意欲がある 

まわりの人に手助けを頼むコミュニケーション

の力がある 

＜具体例で説明します！＞ 健康状態 脳性麻痺

 ポイント① 障がいを捉え直す  

１ 一人一人の実態に応じた 
  指導をめざして 

生活機能 生活機能に 

支障のある状態 

障がい 

「国際生活機能分類（ＩＣＦ）の構成要素間の相互作用」をもとに作成 

生活機能 

個人因子や環境因子等とのかかわりも踏まえて、個々の児童

生徒の「学習上又は生活上の困難」を把握し、その改善・克服

を図るための指導を行っていきましょう。

活動 参加 

障がいの捉え方の変化 

本人、保護者の意思の表明がなく、教師の気付きからスタート

する場合には、まずは児童生徒自身が、どのように感じているの

か、本人の教育的ニーズをしっかり聞き取ることから始めます。

本人・保護者との合意形成を図りながら、合理的配慮の提供を進

めていきましょう。

意思の表明 

検 討 

決 定 

合理的配慮の 

提 供 

定期的な評価 

 本人や保護者から合理的配慮の申し出があって、スタートとなりま

すが、もちろん教師の気付きからスタートする場合もあります。 

 まずは実態把握を行い、合理的（必要かつ適当な変更・調整）かど

うか、障害者権利条約（第24条第１項）の目的（※）に合致するか

どうか、学校にとって過重な負担かどうか等を検討します。校内委員

会等で協議を行うなど組織的な対応を行います。また、必要に応じ

て、市町村教育委員会や外部機関等と相談をします。 

※人間の多様性の尊重の強化、障害者が精神的及び身体的な能力等を 

 可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加すること 

 を可能とするといった目的に合致するかどうか。 

＜理にかなっていないと判断した場合は＞ 

 本人・保護者に理由を説明し、理解を得るように努めます。そ

して、代替の合理的配慮について合意形成を図っていくことが重

要です。 

 決定した合理的配慮は個別の教育支援計画等へ明記します。 

「合理的配慮の提供」のプロセス

 合理的配慮を行っていく際には、まわりの

児童生徒やその保護者に対して、説明が必要

になる場合があります。その際、児童生徒の

発達段階に応じてどのように説明を行うのか

も本人・保護者とよく確認していく必要があ

ります。 

 発達の程度や適応の状況等に応じて、提供すべき合理的配慮も変

わってきます。 柔軟な見直し 

 平成２８年４月１日に施行された障害者差別解消法（正式名：障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律）において、障がいのある児童生徒へ必要かつ合理的な配慮を行っていくことが明記さ

れました。「合理的配慮」は、一人一人の障がいの状態や教育的ニーズにおいて決定されるものであ

り、設置者・学校と本人・保護者により、合意形成を図った上で行うものです。合理的配慮を進める

ためのプロセスは以下のとおりです。

 十分な教育が提供できているかの観点で評価します。 

             ポイント② 合理的配慮について検討し提供する 
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 特別支援教育編

特別支援教育において、一人一人の実態に応じた指導の充実は、児童生徒の能力や可能性を最大限

に伸ばすために、何より大切なことです。そして、実態に応じた指導を行っていくためには、障がい

の捉え方の変化や合理的配慮の提供について理解しておくことが大切です。また、校内支援体制を整

えることや困難さの背景にある要因を捉えることも重要なポイントです。

心身機能・ 

身体構造 

 障がいの捉え方は、世界保健機関（ＷＨＯ）で採択された「国際生活機能分類（ＩＣＦ）」

の考え方に基づいています。人間の生活機能を「心身機能・身体構造」のみで捉えるのではな

く、「活動」や「参加」の要素でも捉え、生活機能に支障のある状態を障がいと考えます。そ

して、障がいの状態は、個人因子や環境因子等と相互に関係し合うものと考えます。 

 健康状態 

 環境因子  個人因子 

 「国際生活機能分類」の

考え方は、障がいが静的・

固定的ではなく、動的に変

化するものであるという考

え方に立っています。慣習

等も含めて、社会的障壁を

いかに取り除いていくか、

ということが重要であると

ともに、学校教育において

の指導内容の変容等も求め

られています。 

心身機能・身体構造

下肢の筋力低下の軽減を

図る 

活動の状況・能力

車椅子で自由に移動する

ことができる 

参加の状況・能力

映画館で自分の観たい映

画を観ることができる 

環境因子

映画館にはスロープやエレベーターがある 

困った時にまわりの人が手助けしてくれる 

個人因子

自分一人で出かけたいという意欲がある 

まわりの人に手助けを頼むコミュニケーション

の力がある 

＜具体例で説明します！＞ 健康状態 脳性麻痺

 ポイント① 障がいを捉え直す  

１ 一人一人の実態に応じた 
  指導をめざして 

生活機能 生活機能に 

支障のある状態 

障がい 

「国際生活機能分類（ＩＣＦ）の構成要素間の相互作用」をもとに作成 

生活機能 

個人因子や環境因子等とのかかわりも踏まえて、個々の児童

生徒の「学習上又は生活上の困難」を把握し、その改善・克服

を図るための指導を行っていきましょう。

活動 参加 

障がいの捉え方の変化 

本人、保護者の意思の表明がなく、教師の気付きからスタート

する場合には、まずは児童生徒自身が、どのように感じているの

か、本人の教育的ニーズをしっかり聞き取ることから始めます。

本人・保護者との合意形成を図りながら、合理的配慮の提供を進

めていきましょう。

意思の表明 

検 討 

決 定 

合理的配慮の 

提 供 

定期的な評価 

 本人や保護者から合理的配慮の申し出があって、スタートとなりま

すが、もちろん教師の気付きからスタートする場合もあります。 

 まずは実態把握を行い、合理的（必要かつ適当な変更・調整）かど

うか、障害者権利条約（第24条第１項）の目的（※）に合致するか

どうか、学校にとって過重な負担かどうか等を検討します。校内委員

会等で協議を行うなど組織的な対応を行います。また、必要に応じ

て、市町村教育委員会や外部機関等と相談をします。 

※人間の多様性の尊重の強化、障害者が精神的及び身体的な能力等を 

 可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加すること 

 を可能とするといった目的に合致するかどうか。 

＜理にかなっていないと判断した場合は＞ 

 本人・保護者に理由を説明し、理解を得るように努めます。そ

して、代替の合理的配慮について合意形成を図っていくことが重

要です。 

 決定した合理的配慮は個別の教育支援計画等へ明記します。 

「合理的配慮の提供」のプロセス

 合理的配慮を行っていく際には、まわりの

児童生徒やその保護者に対して、説明が必要

になる場合があります。その際、児童生徒の

発達段階に応じてどのように説明を行うのか

も本人・保護者とよく確認していく必要があ

ります。 

 発達の程度や適応の状況等に応じて、提供すべき合理的配慮も変

わってきます。 柔軟な見直し 

 平成２８年４月１日に施行された障害者差別解消法（正式名：障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律）において、障がいのある児童生徒へ必要かつ合理的な配慮を行っていくことが明記さ

れました。「合理的配慮」は、一人一人の障がいの状態や教育的ニーズにおいて決定されるものであ

り、設置者・学校と本人・保護者により、合意形成を図った上で行うものです。合理的配慮を進める

ためのプロセスは以下のとおりです。

 十分な教育が提供できているかの観点で評価します。 

             ポイント② 合理的配慮について検討し提供する 
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＜ステップ１＞ 
まずは学級で支援を行います。実態に応じて学級環境を整えたり、授業の進め方を工夫した

り、個別の配慮を行ったりすることによって、学びづらさが軽減され、意欲も高まります。ま

た、仲間づくりの工夫も大切です。

＜ステップ２＞ 
 他の教職員と連携し、チームを作って支援にあたります。かかわりのある教職員で集まっ

て、実態についての情報共有を図り、よりよい支援について検討します。

＜ステップ３＞ 
校内委員会を開き、支援方針を検討します。抱える課題や指導目標等について共通理解を図

ります。また、関係機関との連携が必要であるか検討を行ったり、役割分担等について話し

合ったりします。

＜ステップ４＞ 
校外の関係機関と連携します。支援会議を開き、教育・医療・福祉・労働等の専門家の意見

を聞きながら、よりよい支援について検討を行います。

特

別

支

援

教

育

主

任

の

役

割 

支援の 

広がり 

（例） 

担任からの相談に応じ、

支援の必要な児童生徒の

情報収集や、支援につい

てのアドバイスを行いま

す。 

担任・保護者 

学年団、養護教諭、 

特別支援学級担任 等 

校長・教頭・生徒指導担当 

教育相談担当 等 

ＬＤ等専門員 

特別支援学校特別支援教育コーディネーター 

医療・福祉・労働の関係機関 等 

校内委員会を

運営します。 

必要とする校

外の機関との

連絡調整を行

います。 

担任からの具体的支援の

報告を受け、関係教職員

への連絡調整や具体的支

援の協力を進めます。 

ステップ１ 

学級で対応 

ステップ２ 

関係する教職員

で対応 

ステップ３ 

校内委員会を開

き、支援方針を

検討 

ステップ４ 

校外の関係機関

との連携 

４つのステップで、

支援をしましょう！

 一人一人の実態に応じた指導の充実を図るためには、全ての教職員が障がいに関する知識や

配慮等についての正しい理解と認識を深め、障がいのある児童生徒に対する組織的な対応がで

きるようにしていくことが大切です。校内支援体制については、既に特別支援教育主任を核と

して整備されていますが、今一度、下記の４つのステップで、組織的な対応ができているか見

直してみましょう。

４つのステップで校内支援体制を充実させる  ポイント③ 

 

 

★行動観察 
・どのような場面でトラブルになることが多いか 

・誰とトラブルになることが多いか 

・トラブルになったときに、どのようなやりとりが行われているのか 

・自分自身の感情の理解やその表現の仕方はどうか 

★情報収集 
・生育歴や家庭環境について 

・学級の友達の本児への関わり方はどうか 

・これまでの支援方法で効果があったものはあるか 

★諸検査等 
・知的な能力はどうか 

・認知能力の偏りはないか 

・理解語彙等の不足はないか 

・相手の気持ちを推測できるか 

・場面や状況の理解はどうか                 

★背景にある要因を推測する 
  行動観察や情報収集、諸検査等の結果から総合的に判断し、困難さの背景にある要因を推 

 測します。      

【要因①】場面や状況の理解がよくないために、相手の行動について、誤解してしまうこ 

        とがある。 

【要因②】語彙や表現力に課題があるため、自分の思いを上手に言葉で表現できず、手が 

        出てしまう。  

★推測される要因に基づいて、どのような力を育てていけばよいのか、また、そのための支援 

 としてどのようなことが考えられるのかを具体的に考えます。 

 児童生徒の実態に応じた指導を行うためには、何に困っているのか、そして、その背景にはど

のような要因があるのかを、しっかり検討することが大切です。その際、担任一人の見立てで

はなく、関わりのある先生方の見立ても含め、ケース会議や校内委員会等で話し合います。要

因が分かれば、指導の仮説が立てられます。 

＜例＞ 友達とよくトラブルを起こし、すぐに手が出てしまう 

氷山モデル 

★個別の指導計画等に指導目標や支援内容を記入し、指導・支援を行っていきます。 

校内支援体制を整えるとともに、的確な実態把握に基づき、適切な指導と合理的配慮の提供を

行っていきましょう。

例えば、「友達とよくトラブルを起こし、すぐに手が出てしまう」という児童が

いたとします。このような場合、児童の衝動的な行動に目が行きがちですが、実態

把握を丁寧に行っていくと、別の重要な要因があることが見えてきます。実態把握

においては、表面に見える「困難さ」ばかりに目を向けるのではなく、その背景に

ある「見えにくい要因」をしっかりつかむことが大切です。表面に表れていない部

分を見ていく視点をもつために、水の上に浮かんでいる氷山をイメージすると分か

りやすいです。

             ポイント④ 困難さの背景にある要因を検討する 

複数での多角 

的な情報収集が、 

適切な実態把握 

につながります。 
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＜ステップ１＞ 
まずは学級で支援を行います。実態に応じて学級環境を整えたり、授業の進め方を工夫した

り、個別の配慮を行ったりすることによって、学びづらさが軽減され、意欲も高まります。ま

た、仲間づくりの工夫も大切です。

＜ステップ２＞ 
 他の教職員と連携し、チームを作って支援にあたります。かかわりのある教職員で集まっ

て、実態についての情報共有を図り、よりよい支援について検討します。

＜ステップ３＞ 
校内委員会を開き、支援方針を検討します。抱える課題や指導目標等について共通理解を図

ります。また、関係機関との連携が必要であるか検討を行ったり、役割分担等について話し

合ったりします。

＜ステップ４＞ 
校外の関係機関と連携します。支援会議を開き、教育・医療・福祉・労働等の専門家の意見

を聞きながら、よりよい支援について検討を行います。

特

別

支

援

教

育

主

任

の

役

割 

支援の 

広がり 

（例） 

担任からの相談に応じ、

支援の必要な児童生徒の

情報収集や、支援につい

てのアドバイスを行いま

す。 

担任・保護者 

学年団、養護教諭、 

特別支援学級担任 等 

校長・教頭・生徒指導担当 

教育相談担当 等 

ＬＤ等専門員 

特別支援学校特別支援教育コーディネーター 

医療・福祉・労働の関係機関 等 

校内委員会を

運営します。 

必要とする校

外の機関との

連絡調整を行

います。 

担任からの具体的支援の

報告を受け、関係教職員

への連絡調整や具体的支

援の協力を進めます。 

ステップ１ 

学級で対応 

ステップ２ 

関係する教職員

で対応 

ステップ３ 

校内委員会を開

き、支援方針を

検討 

ステップ４ 

校外の関係機関

との連携 

４つのステップで、

支援をしましょう！

 一人一人の実態に応じた指導の充実を図るためには、全ての教職員が障がいに関する知識や

配慮等についての正しい理解と認識を深め、障がいのある児童生徒に対する組織的な対応がで

きるようにしていくことが大切です。校内支援体制については、既に特別支援教育主任を核と

して整備されていますが、今一度、下記の４つのステップで、組織的な対応ができているか見

直してみましょう。

４つのステップで校内支援体制を充実させる  ポイント③ 

 

 

★行動観察 
・どのような場面でトラブルになることが多いか 

・誰とトラブルになることが多いか 

・トラブルになったときに、どのようなやりとりが行われているのか 

・自分自身の感情の理解やその表現の仕方はどうか 

★情報収集 
・生育歴や家庭環境について 

・学級の友達の本児への関わり方はどうか 

・これまでの支援方法で効果があったものはあるか 

★諸検査等 
・知的な能力はどうか 

・認知能力の偏りはないか 

・理解語彙等の不足はないか 

・相手の気持ちを推測できるか 

・場面や状況の理解はどうか                 

★背景にある要因を推測する 
  行動観察や情報収集、諸検査等の結果から総合的に判断し、困難さの背景にある要因を推 

 測します。      

【要因①】場面や状況の理解がよくないために、相手の行動について、誤解してしまうこ 

        とがある。 

【要因②】語彙や表現力に課題があるため、自分の思いを上手に言葉で表現できず、手が 

        出てしまう。  

★推測される要因に基づいて、どのような力を育てていけばよいのか、また、そのための支援 

 としてどのようなことが考えられるのかを具体的に考えます。 

 児童生徒の実態に応じた指導を行うためには、何に困っているのか、そして、その背景にはど

のような要因があるのかを、しっかり検討することが大切です。その際、担任一人の見立てで

はなく、関わりのある先生方の見立ても含め、ケース会議や校内委員会等で話し合います。要

因が分かれば、指導の仮説が立てられます。 

＜例＞ 友達とよくトラブルを起こし、すぐに手が出てしまう 

氷山モデル 

★個別の指導計画等に指導目標や支援内容を記入し、指導・支援を行っていきます。 

校内支援体制を整えるとともに、的確な実態把握に基づき、適切な指導と合理的配慮の提供を

行っていきましょう。

例えば、「友達とよくトラブルを起こし、すぐに手が出てしまう」という児童が

いたとします。このような場合、児童の衝動的な行動に目が行きがちですが、実態

把握を丁寧に行っていくと、別の重要な要因があることが見えてきます。実態把握

においては、表面に見える「困難さ」ばかりに目を向けるのではなく、その背景に

ある「見えにくい要因」をしっかりつかむことが大切です。表面に表れていない部

分を見ていく視点をもつために、水の上に浮かんでいる氷山をイメージすると分か

りやすいです。

             ポイント④ 困難さの背景にある要因を検討する 

複数での多角 

的な情報収集が、 

適切な実態把握 

につながります。 
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 個別の教育支援計画は、特別な支援を必要とする児童生徒一人一人の教育的ニーズを正確に把

握し、長期的な視点で乳幼児期から学校卒業後まで切れ目ない支援を行うために、幼稚園・保育

所・認定こども園等や学校が中心となって、保護者とともに作成するものです。保護者に対して

個別の教育支援計画作成の意義を丁寧に説明し、保護者の十分な理解のもと、作成・活用を進め

ていきましょう。 

平成２８年度の障害者差別解消法の施行、発達障害者支援法の改正等を受け、特別な支援を

必要とする子どもたちへの就学前から就労に至るまでの切れ目ない支援体制の整備が一層求め

られるようになりました。各発達段階を通じて、円滑な情報の共有や引継ぎがなされるために

は、個別の教育支援計画の活用や移行支援会議の開催等が大切です。個別の教育支援計画は、

教育・福祉・医療・労働等の関係機関と連携を図るための大切なツールでもあります。

２ 切れ目ない支援体制 特別支援教育編

             ポイント① 個別の教育支援計画で支援をつなぐ  

作成の対象は、診断の有無に関わらず、特別な支援を必要とする児童生徒ですが、小学校及び

中学校学習指導要領（平成２９年）には、特別支援学級に在籍する児童生徒と通級による指導を

受けている児童生徒全員について、作成することが明記されました。

個別の教育支援計画作成の対象

個別の教育支援計画は、切れ目ない支援を行っていくための最も大切なツールです。個別の教育

支援計画は本人・保護者のものであることに留意し、園・学校段階間の引継ぎについては、保護

者（学年によっては本人とも）と十分に話し合います。そして、保護者とともに引継ぎを行いま

す。 

個別の教育支援計画の引継ぎ

詳しくは「改訂版 本人・保護者・学校等のための個別の教育支援計画～

作成・活用マニュアル～」（平成２７年３月鳥取県教育委員会）に掲載して

います。

 切れ目ない支援を行っていくためには、保護者や関係機関等も参加する支援会議の開催、進学

先と一緒に行う移行支援会議の開催等が大切です。会議によって、指導目標や支援内容の共通理

解を図り、関係者が同じ方向性で支援を行っていくことができます。また、進学先に確実な引継

ぎを行っていくことで、年度当初の不適応も未然に防ぐことができます。 

○年○組○○さん 支援会議

日時 年 月 日（ ）午後○時○分 ～ ○時○分

参加者 保護者

学校関係者（例 管理職、担任、特別支援教育主任等）

関係機関、教育委員会、ＬＤ等専門員等

１ 開会

２ 出席者自己紹介

３ 支援の振り返り

学校

家庭

４ 今後の支援

  学校

  家庭

５ 次回の支援会議の予定

○月中旬頃 など

６ 閉会

会議の時間設定をして

おき、参加者に見通しが

もてるようにしておくと

よいです。 

関係機関の出席については、目的

を明らかにした上で、参加が必要か

どうか検討します。 本日の会のねらいを伝えましょう。 

前回決めた取組または個別の指導計画の中の短期目標をもとに、改善

が見られたこと、頑張っていること等を先に伝え、課題については対応策

と合わせて伝えましょう。 

家庭で取り組んだことの成果や課題等を話してもらいましょう。 

① 実態や支援の振り返りをもとに、保護者の意向も尊重しながら、目 

  標を一つか二つ提案しましょう。少し頑張れば達成できそうな目標に 

  します。 

② 目標達成のために、学校、家庭で取り組むことを決めます。できる  

  だけ具体的に、いつ、誰が、どのようなことをするのかを決めます。 

③ 次回の支援会議で、学校の取組、家庭の取組について評価を行うこ 

  とを確認します。 

＜移行支援会議では＞

 前籍園・校での様子や支援の内容等を伝え、進学先でどのような支援が可能であるのかを話し

合い、本人・保護者が安心して進学できるようにします。引継ぎを受けた進学先は、引き継いだ

内容が新年度の教職員に確実に伝わるよう、校内で共有します。 

切れ目ない支援のためには、個別の教育支援計画等を活用して、関係者がつながることが大

切です。

             ポイント② 支援会議・移行支援会議で支援をつなぐ 

支援会議の内容例をレジュメをもとに紹介します。 

 話し合った目標や支援（具体的な取組）等を個別の指導
計画に記載します。 

 個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づいて話し合いができ

るように、資料として準備しておきます。 
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 個別の教育支援計画は、特別な支援を必要とする児童生徒一人一人の教育的ニーズを正確に把

握し、長期的な視点で乳幼児期から学校卒業後まで切れ目ない支援を行うために、幼稚園・保育

所・認定こども園等や学校が中心となって、保護者とともに作成するものです。保護者に対して

個別の教育支援計画作成の意義を丁寧に説明し、保護者の十分な理解のもと、作成・活用を進め

ていきましょう。 

平成２８年度の障害者差別解消法の施行、発達障害者支援法の改正等を受け、特別な支援を

必要とする子どもたちへの就学前から就労に至るまでの切れ目ない支援体制の整備が一層求め

られるようになりました。各発達段階を通じて、円滑な情報の共有や引継ぎがなされるために

は、個別の教育支援計画の活用や移行支援会議の開催等が大切です。個別の教育支援計画は、

教育・福祉・医療・労働等の関係機関と連携を図るための大切なツールでもあります。

２ 切れ目ない支援体制 特別支援教育編

             ポイント① 個別の教育支援計画で支援をつなぐ  

作成の対象は、診断の有無に関わらず、特別な支援を必要とする児童生徒ですが、小学校及び

中学校学習指導要領（平成２９年）には、特別支援学級に在籍する児童生徒と通級による指導を

受けている児童生徒全員について、作成することが明記されました。

個別の教育支援計画作成の対象

個別の教育支援計画は、切れ目ない支援を行っていくための最も大切なツールです。個別の教育

支援計画は本人・保護者のものであることに留意し、園・学校段階間の引継ぎについては、保護

者（学年によっては本人とも）と十分に話し合います。そして、保護者とともに引継ぎを行いま

す。 

個別の教育支援計画の引継ぎ

詳しくは「改訂版 本人・保護者・学校等のための個別の教育支援計画～

作成・活用マニュアル～」（平成２７年３月鳥取県教育委員会）に掲載して

います。

 切れ目ない支援を行っていくためには、保護者や関係機関等も参加する支援会議の開催、進学

先と一緒に行う移行支援会議の開催等が大切です。会議によって、指導目標や支援内容の共通理

解を図り、関係者が同じ方向性で支援を行っていくことができます。また、進学先に確実な引継

ぎを行っていくことで、年度当初の不適応も未然に防ぐことができます。 

○年○組○○さん 支援会議

日時 年 月 日（ ）午後○時○分 ～ ○時○分

参加者 保護者

学校関係者（例 管理職、担任、特別支援教育主任等）

関係機関、教育委員会、ＬＤ等専門員等

１ 開会

２ 出席者自己紹介

３ 支援の振り返り

学校

家庭

４ 今後の支援

  学校

  家庭

５ 次回の支援会議の予定

○月中旬頃 など

６ 閉会

会議の時間設定をして

おき、参加者に見通しが

もてるようにしておくと

よいです。 

関係機関の出席については、目的

を明らかにした上で、参加が必要か

どうか検討します。 本日の会のねらいを伝えましょう。 

前回決めた取組または個別の指導計画の中の短期目標をもとに、改善

が見られたこと、頑張っていること等を先に伝え、課題については対応策

と合わせて伝えましょう。 

家庭で取り組んだことの成果や課題等を話してもらいましょう。 

① 実態や支援の振り返りをもとに、保護者の意向も尊重しながら、目 

  標を一つか二つ提案しましょう。少し頑張れば達成できそうな目標に 

  します。 

② 目標達成のために、学校、家庭で取り組むことを決めます。できる  

  だけ具体的に、いつ、誰が、どのようなことをするのかを決めます。 

③ 次回の支援会議で、学校の取組、家庭の取組について評価を行うこ 

  とを確認します。 

＜移行支援会議では＞

 前籍園・校での様子や支援の内容等を伝え、進学先でどのような支援が可能であるのかを話し

合い、本人・保護者が安心して進学できるようにします。引継ぎを受けた進学先は、引き継いだ

内容が新年度の教職員に確実に伝わるよう、校内で共有します。 

切れ目ない支援のためには、個別の教育支援計画等を活用して、関係者がつながることが大

切です。

             ポイント② 支援会議・移行支援会議で支援をつなぐ 

支援会議の内容例をレジュメをもとに紹介します。 

 話し合った目標や支援（具体的な取組）等を個別の指導
計画に記載します。 

 個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づいて話し合いができ

るように、資料として準備しておきます。 
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児童生徒一人一人の能力や可能性を最大限に伸ばすためには、通常学級、通級指導教室、特

別支援学級といった連続性のある「多様な学びの場」において、それぞれの教育的ニーズに応

じた適切な指導や支援を行っていくことが重要です。ここでは、それぞれの学びの場における

指導方法の工夫や必要となる教職員の連携等について、実践を通して紹介します。

特別支援学級においては、児童生徒の障がいの状態や発達段階等に応じた教育課程を編成し

ます。指導の継続性を担保する観点から、なぜそのような教育課程を編成するのかという理由

を明確にし、保護者にも説明を行っていくことが大切です。小学校及び中学校学習指導要領 平

成２９年）には、各教科等の指導に当たって、個々の児童生徒の実態を的確に把握し、個別の

指導計画を作成し活用することが明記されました。実態に基づいた適切な目標を設定するとと

もに、指導方法や教材教具の工夫等を行い、指導の充実を図ることが求められています。

特別支援教育編

ある肢体不自由学級の取組を紹介します。

 ＜生徒（中学校１年）の様子＞ 
○脳性麻痺のため、車椅子や杖移動で生活 

 している。 

○上肢や指先を思うように動かすことが難 

 しく、いろいろな作業で支援を要する。 

○左右上下などの視点の移動や移動後に焦 

 点を合わせることの難しさがある。 

小学校からの引き継ぎと実態把握等をもとに、

体育以外は当該学年の目標で教育課程を編成する

こととなった。理学療法士や作業療法士と連携を

図り、将来の姿をイメージしながら、中学校３年

間でどのような力をつけていけばよいのか、保護

者とともに話し合った。不器用さや視点の移動の

困難さ等に対して、指導方法や教材教具等の工夫

を行っていくこととなった。 

３ 多様な学びの場における 

   教育の充実 

             ポイント① 適切な目標設定と指導方法の工夫を行う 

ａ 中学校学習指導要領の第２章各教科に示されている目標及び内容

について、次の手順で生徒の習得状況や既習事項を確認する。

・当該学年の各教科の目標及び内容について

・当該学年より前の各学年の各教科の目標及び内容について

ｂ ａの学習が困難又は不可能な場合、特別支援学校小学部・中学部

学習指導要領の第２章第２節第２款第１に示されている知的障害者

である生徒を教育する特別支援学校中学部の各教科の目標及び内容

についての取扱いを検討する。

ｃ 生徒の習得状況や既習状況を踏まえ、中学校卒業までに育成を目

指す資質・能力を検討し、在学期間に提供すべき教育内容を十分見

極める。

ｄ 各教科の目標及び内容の系統性を踏まえ、教育課程を編成する。

自立活動における目標設定 

【特別支援学級】 

 特別支援学級において、自立

活動の学習は、何より大切な学

習です。適切な目標設定と指導

内容設定のためには、以下のよ

うな手続きを丁寧に行っていき

ます。 

 まず、個々の児童生徒の実態

把握からスタートし、指導すべ

き課題や課題相互の関連を整理

し、個々の実態に即した指導目

標を設定します。 

 そして、６区分２７項目の中

から、指導目標を達成させるた

めに必要な項目を選定し、それ

らの項目を相互に関連付けて具

体的な指導内容を設定します。 

各教科の目標設定に至る手続きの例 

（中学校学習指導要領解説 総則編 P.108 より） 

英語の授業で

各教科担当者は、個別の指導計画（年間指導計画と合わせた形）を作成し、生徒の実態に応じ

て指導方法や教材・教具等の工夫を行っています。個別の指導計画に書き込まれている「支援方

法」や「評価」の記載から、その工夫を読み取ることができます。ここでは、理科の個別の指導

計画を例として紹介します。また、他教科における支援機器の利用の様子も紹介します。 

生徒の実態に応じた指導方法や教材・教具等の工夫は、学習への意欲を引き

出すとともに、確かな学力につながります。また、上記実践例のように、でき

るだけ自分の力でできることを大切にする支援は、生徒の主体性を育み、将来

の自立や社会参加の力につながっていきます。

数学の授業で

理科の授業で

電子黒板にある式が、

手元のタブレットにも表

示されます。そして生徒

がタブレットに書き込む

と黒板に表示されます。

答えを教師と一緒に確認

し、何度でも楽にやり直

しができます。 

英単語の意味や文

の中での使い方をタ

ブレットを用いて調

べています。 

＜評価＞  

 大きな花を用いることによって教師が作業に介入す

ることなく、生徒自身の力で花のつくりを興味をもち

ながら観察し、分解して標本をつくることができた。

ピンセットも用いながら、少し苦戦はしていたが意欲

的に観察を行えていた。また、比較的大きな花を教材

として使用することでルーペを使いながら裸眼でも観

察できるため、各部位の名称や特徴を十分に観察で

き、名称や役割をしっかりと理解することができた。 

＜支援方法＞  

 細かい作業を行うのが難しいため、作業の工

夫を行う。花のつくりを理解するにあたって花

を分解する必要があるが、身のまわりに生息し

ている花は小さなものが多いため、比較的大き

な花のツツジやユリなどを用いて分解の作業が

行いやすいようにする。 

担任を中心として、教科担

当者が情報共有を行い、それ

ぞれの教科の学習過程におけ

る困難さに対して、手立てを

講じていくことが大切です。 

＜評価＞  

 事前に習得したルーペの使い方を思い出し

て、ルーペも用いながら植物の根と茎の観察を

行っていた。アスパラガスの茎は少し太い程度

であるため、切片作りには少し苦戦していた。

しかし、何度か挑戦すると綺麗な切片ができ、

観察できていた。そのため、太い茎の維管束を

目視で観察できたため、葉脈と維管束の関係性

を考えながら十分に理解することができた。 

＜支援方法＞ 

 外に一緒に出かけて植物を採集し、観察するこ

とが難しいため、２種類の植物を事前に用意す

る。また、植物の維管束の観察においては身近に

生息している植物は細い茎であり切片を作りにく

いため、ブロッコリーとアスパラガスといった太

く大きい茎の植物を用意し、切片を作りやすく、

観察しやすいようにする。 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 花のつくりとはたらき 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 水や栄養分を運ぶしくみ 
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児童生徒一人一人の能力や可能性を最大限に伸ばすためには、通常学級、通級指導教室、特

別支援学級といった連続性のある「多様な学びの場」において、それぞれの教育的ニーズに応

じた適切な指導や支援を行っていくことが重要です。ここでは、それぞれの学びの場における

指導方法の工夫や必要となる教職員の連携等について、実践を通して紹介します。

特別支援学級においては、児童生徒の障がいの状態や発達段階等に応じた教育課程を編成し

ます。指導の継続性を担保する観点から、なぜそのような教育課程を編成するのかという理由

を明確にし、保護者にも説明を行っていくことが大切です。小学校及び中学校学習指導要領 平

成２９年）には、各教科等の指導に当たって、個々の児童生徒の実態を的確に把握し、個別の

指導計画を作成し活用することが明記されました。実態に基づいた適切な目標を設定するとと

もに、指導方法や教材教具の工夫等を行い、指導の充実を図ることが求められています。
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ある肢体不自由学級の取組を紹介します。

 ＜生徒（中学校１年）の様子＞ 
○脳性麻痺のため、車椅子や杖移動で生活 

 している。 

○上肢や指先を思うように動かすことが難 

 しく、いろいろな作業で支援を要する。 

○左右上下などの視点の移動や移動後に焦 

 点を合わせることの難しさがある。 

小学校からの引き継ぎと実態把握等をもとに、

体育以外は当該学年の目標で教育課程を編成する

こととなった。理学療法士や作業療法士と連携を

図り、将来の姿をイメージしながら、中学校３年

間でどのような力をつけていけばよいのか、保護

者とともに話し合った。不器用さや視点の移動の

困難さ等に対して、指導方法や教材教具等の工夫

を行っていくこととなった。 

３ 多様な学びの場における 

   教育の充実 

             ポイント① 適切な目標設定と指導方法の工夫を行う 

ａ 中学校学習指導要領の第２章各教科に示されている目標及び内容

について、次の手順で生徒の習得状況や既習事項を確認する。

・当該学年の各教科の目標及び内容について

・当該学年より前の各学年の各教科の目標及び内容について

ｂ ａの学習が困難又は不可能な場合、特別支援学校小学部・中学部

学習指導要領の第２章第２節第２款第１に示されている知的障害者

である生徒を教育する特別支援学校中学部の各教科の目標及び内容

についての取扱いを検討する。

ｃ 生徒の習得状況や既習状況を踏まえ、中学校卒業までに育成を目

指す資質・能力を検討し、在学期間に提供すべき教育内容を十分見

極める。

ｄ 各教科の目標及び内容の系統性を踏まえ、教育課程を編成する。

自立活動における目標設定 

【特別支援学級】 

 特別支援学級において、自立

活動の学習は、何より大切な学

習です。適切な目標設定と指導

内容設定のためには、以下のよ

うな手続きを丁寧に行っていき

ます。 

 まず、個々の児童生徒の実態

把握からスタートし、指導すべ

き課題や課題相互の関連を整理

し、個々の実態に即した指導目

標を設定します。 

 そして、６区分２７項目の中

から、指導目標を達成させるた

めに必要な項目を選定し、それ

らの項目を相互に関連付けて具

体的な指導内容を設定します。 

各教科の目標設定に至る手続きの例 

（中学校学習指導要領解説 総則編 P.108 より） 

英語の授業で

各教科担当者は、個別の指導計画（年間指導計画と合わせた形）を作成し、生徒の実態に応じ

て指導方法や教材・教具等の工夫を行っています。個別の指導計画に書き込まれている「支援方

法」や「評価」の記載から、その工夫を読み取ることができます。ここでは、理科の個別の指導

計画を例として紹介します。また、他教科における支援機器の利用の様子も紹介します。 

生徒の実態に応じた指導方法や教材・教具等の工夫は、学習への意欲を引き

出すとともに、確かな学力につながります。また、上記実践例のように、でき

るだけ自分の力でできることを大切にする支援は、生徒の主体性を育み、将来

の自立や社会参加の力につながっていきます。

数学の授業で

理科の授業で

電子黒板にある式が、

手元のタブレットにも表

示されます。そして生徒

がタブレットに書き込む

と黒板に表示されます。

答えを教師と一緒に確認

し、何度でも楽にやり直

しができます。 

英単語の意味や文

の中での使い方をタ

ブレットを用いて調

べています。 

＜評価＞  

 大きな花を用いることによって教師が作業に介入す

ることなく、生徒自身の力で花のつくりを興味をもち

ながら観察し、分解して標本をつくることができた。

ピンセットも用いながら、少し苦戦はしていたが意欲

的に観察を行えていた。また、比較的大きな花を教材

として使用することでルーペを使いながら裸眼でも観

察できるため、各部位の名称や特徴を十分に観察で

き、名称や役割をしっかりと理解することができた。 

＜支援方法＞  

 細かい作業を行うのが難しいため、作業の工

夫を行う。花のつくりを理解するにあたって花

を分解する必要があるが、身のまわりに生息し

ている花は小さなものが多いため、比較的大き

な花のツツジやユリなどを用いて分解の作業が

行いやすいようにする。 

担任を中心として、教科担

当者が情報共有を行い、それ

ぞれの教科の学習過程におけ

る困難さに対して、手立てを

講じていくことが大切です。 

＜評価＞  

 事前に習得したルーペの使い方を思い出し

て、ルーペも用いながら植物の根と茎の観察を

行っていた。アスパラガスの茎は少し太い程度

であるため、切片作りには少し苦戦していた。

しかし、何度か挑戦すると綺麗な切片ができ、

観察できていた。そのため、太い茎の維管束を

目視で観察できたため、葉脈と維管束の関係性

を考えながら十分に理解することができた。 

＜支援方法＞ 

 外に一緒に出かけて植物を採集し、観察するこ

とが難しいため、２種類の植物を事前に用意す

る。また、植物の維管束の観察においては身近に

生息している植物は細い茎であり切片を作りにく

いため、ブロッコリーとアスパラガスといった太

く大きい茎の植物を用意し、切片を作りやすく、

観察しやすいようにする。 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 花のつくりとはたらき 

単元名「植物のくらしとなかま」 

学習内容 水や栄養分を運ぶしくみ 
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 特別支援学級の児童生徒が、通常学級の児童生徒と共に過ごし、互いの良さを認め合いながら

充実した交流及び共同学習を行っていくためには、特別支援学級担任と交流学級担任、教科担

当者が、それぞれの指導目標や評価規準について確認しておくことや、随時、教材の準備や指

導方法の工夫等について話し合いながら、指導を進めていくことが大切です。

音楽の学習に参加するにあたって行った担任間の連携について紹介します。 

この学校では、まずは、個別の指導目標や評価規準等を担任間で確認し、予想されるつまず

きに対する手立てについて話し合いました。そして、リコーダーの指づかいが難しい実態があ

るため、手立てを行っていくことになりました。 

特別支援学級担任

交流学級担任

             ポイント② 担任同士の連携による授業づくり 【特別支援学級】 

特別支援学級担任

特別支援学級担任

交流学級担任

交流学級担任

特別支援学級の児童生徒への手立てを考えることは、他の児童生徒への支援にも

つながります。また、それぞれの学び方を尊重していくことは、共生社会の実現に

向けて、多様性を尊重する心を育てていくことにつながります。障がいのある児童

生徒もない児童生徒も、授業に参加している実感をもちながら、それぞれの目標を

達成することができるような授業づくりを進めていきましょう。

楽譜を見て指を動かすのは難しいので、どの穴をふさ

げばよいのかがわかるように、リコーダーの絵で表して

みました。この楽譜を活用してみてもらえませんか？ 

 教室でＣＤをかけて、メロ

ディーやリズム、音の長さ等

を耳で覚えられるようにして

いきますね。 

 穴にパットを貼ってみました。立体的になって、穴の位

置や穴をふさぐ感触がつかみやすいようです。 

 指づかいはだんだんとよくなってきたのですが、リコー

ダーの穴をふさぐ感触が指先でつかみづらいようで、穴の

位置からずれてしまいます。 

 活用してみます。通常学級の児童の中にも同じように困っ

ている子があるので、自分で必要だと思う子には、コピーを

渡せるように準備しておこうと思います。 

 わかりました。穴がふさぎ切れなくて、音がまだ正しく出な

いかもしれませんが、とりあえず今の段階では、正しい指づか

いができていたら、しっかりほめるようにしますね。 

 通級による指導の効果を最大限に高めるためには、通級指導教室担当者と学級担任との密な連

携が欠かせません。通級指導教室での指導内容が、通常学級での学習や生活にどのように生か

されていくのかをしっかり共通理解し、そのための手立てを共に考え実践していく必要がある

からです。下記に、連携により、成果を上げている実践例を紹介します。

事例：注意の集中が難しく、持ち物の管理等の指導が必要な小学校２年児童 

登校後の荷物の整理の仕方につ

いて学習し、毎朝、自分で確認を

しながら片付けられる手順ボード

を作成。 

登校後の荷物の整理を指導しているが、なか

なか一人ではできない。机の周りには、持ち物

がたくさん落ちている。 

通 級 指 導 教 室 で の 指 導
通 常 学 級 で の 様 子

連
携 

通級の指導内容 を通常学級で生か す

毎日下校後に、担任が、手順ボードを児童の

机の上に置いておく。朝、登校すると、手順

ボードを見ながら荷物の片付けを自分で行う。

終わったら担任に報告し、手順ボードを担任に

渡す。その際、担任がしっかりほめる。 

事例：感情のコントロールが難しく、ちょっとしたことで暴言をはいてしまう小学校３年児童 

自分の気持ちの理解、気持ちの切り

換え方などを学習。自分に合う気持ち

の切り換え方を考え、実際に練習す

る。そして、いつでも必要な時に思い

出すことができるように、切り換えの

方法を記したカードを筆箱に入れる。 

通 級 指 導 教 室 で の 指 導

気持ちの切り換えが必要な場面で、担任

が声をかけ、カードを見ながら気持ちを切

り換えられるよう支援する。切り換えが上

手にできたときには、しっかりほめる。し

ばらくの間、継続的に、週の様子を通級担

当や家庭に伝える。 

通級 の指 導内容 を 通 常学 級 で 生 か す

担任からの情報と照らし合わせなが

ら本人の振り返りを行い、できたこと

をしっかりほめる。

通 級 指 導 教 室 で の 指 導

連
携 

通級の指導の中で学んだ方略を、日頃の学習や生活の中でしっかり定着させて

いくのは通常学級担任の役目です。連絡ファイルによる情報共有だけではなく、

時期を逸せず、電話連絡等を行いながら連携を図っていくことが大切です。

             ポイント③ 連携によって改善を図る 【通級指導教室】 
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るため、手立てを行っていくことになりました。 

特別支援学級担任

交流学級担任

             ポイント② 担任同士の連携による授業づくり 【特別支援学級】 

特別支援学級担任

特別支援学級担任

交流学級担任

交流学級担任
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楽譜を見て指を動かすのは難しいので、どの穴をふさ

げばよいのかがわかるように、リコーダーの絵で表して

みました。この楽譜を活用してみてもらえませんか？ 

 教室でＣＤをかけて、メロ

ディーやリズム、音の長さ等
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 活用してみます。通常学級の児童の中にも同じように困っ

ている子があるので、自分で必要だと思う子には、コピーを

渡せるように準備しておこうと思います。 

 わかりました。穴がふさぎ切れなくて、音がまだ正しく出な

いかもしれませんが、とりあえず今の段階では、正しい指づか

いができていたら、しっかりほめるようにしますね。 
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からです。下記に、連携により、成果を上げている実践例を紹介します。

事例：注意の集中が難しく、持ち物の管理等の指導が必要な小学校２年児童 

登校後の荷物の整理の仕方につ

いて学習し、毎朝、自分で確認を

しながら片付けられる手順ボード

を作成。 

登校後の荷物の整理を指導しているが、なか

なか一人ではできない。机の周りには、持ち物
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手にできたときには、しっかりほめる。し
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 通級指導教室に入級していない児童についても、通級指導教室担当者と連携を図り、個に応じ

た支援を行っている学校があります。下記に、通級指導教室での指導をヒントにして家庭学習の

工夫を取り入れている例を紹介します。

事例：読み書きの困難さがあり、漢字の書きが定着しない小学校２年児童 

視覚的な形態の記憶が弱い本児に

とって記憶に残りやすい方法である言

語化を取り入れ、一つ一つの漢字の成

り立ちや画の特徴を自分自身で言語化

させる。 

次週、「漢字当てクイズ」として学

級の友達に紹介することを目的に、家

庭で練習することを約束する。 

通 級 指 導 教 室 で の 指 導

家庭で練習してきたことをしっかりほめ、

言語化した漢字の成り立ちや画の特徴を、

学習の中で「漢字当てクイズ」として友達

に出題させる。友達に「わかりやすい！」

とほめられることで、より達成感をもてる

ようにする。 

通級の指導内容を通常学級で生かす

漢字が覚えられたかを確認し、しっ

かりほめる。 

通 級 指 導 教 室 で の 指 導

連
携 

通 常 学 級 で の 学 習 に つ い て

次週、学習予定の新出漢字について、通

級指導担当者に伝える。 

漢字の書きが定着しづらい児童が何名かあり、諸

検査等による実態把握から、通常の練習だけでは改

善が難しいと考えられた。校内で話し合い、それぞ

れの個に応じた支援を行っていくことを確認。 

特別支援教育主任が、同じ町内の通級指導教室

に出向き、通級指導教室での指導方法や教材等に

ついて尋ねた。そして、教材の貸し出し等を行っ

てもらうことになった。 

特別支援教育主任が、担任に指導方法等を伝え

るとともに、個に応じた家庭学習を提案。本人・

保護者と話し合い、通級指導教室の教材等に取り

組んでいくことになった。 

通常学級にも困り感を抱えている児童生徒がいます。通級指導教室での取組

をヒントにしながら、各学校が自校の取組を充実させていくことで、通級指導

教室に通っている児童生徒だけではなく、より多くの児童生徒への適切な支援

が可能となります。通級指導教室との連携を充実させていきましょう。

３年生児童が取り組

んでいる家庭学習。読

みと書きの練習が連動

しているプリント。

ファイルの裏に毎回貼

られる「がんばったね

シール」の効果もあ

り、意欲的に取り組ん

でいる。

連
携 

自校で広げる通級指導教室の取組  

漢字の意味を理解しながら字形を覚えられる

ように、漢字イラストカードを２年生児童の家

庭に貸し出している。

 学習の基礎であるひらがなの読み書きの力をどの児童にも確実に定着させていくために、学校

全体で課題を共有し、その改善に向けて組織的に取り組んでいる学校があります。きめ細やか

な実態把握と、それぞれの実態に応じた指導によって、効果をあげている例を紹介します。

 ＜アセスメントの実施＞  

個別指導を開始 

 時間：登校後５分間の指導を21日間行う 

 指導者：校長、級外、特別支援教育主任、特別支援教育支援員 

 内容：Ｔ式音読支援ひらがな直音（ＰＣやタブレットで指導） 

 ※保護者には家庭でひらがな読みカードに取り組んでもらう。 

 →読みの困難さが大きい児童については、ひらがなカルタを用 

  いて指導。また、21回終了後も個別指導を継続。 

個別指導を開始 

 時間：登校後５分間の指導を21日間行う 

 指導者：教頭、級外、特別支援教育主任、特別支援教育支援員 

 内容：Ｔ式音読支援ひらがな単音（ＰＣやタブレットで指導） 

→読みの困難さが大きい児童については、拗音カードや拗音サ 

  イコロ等を用いて指導。 

ぐんぐんチーム（小集団での指導） 

  時間：月曜日のまなびタイム（８：15～８：25） 

     木曜日の放課後（14：45～15：00）計10回 

  指導者：特別支援教育主任 

  内容：特殊音節を含む言葉の読み 

しっかりチーム（小集団での指導） 

  時間：月曜日のまなびタイム（８：15～８：25） 

     木曜日の放課後（14：45～15：00）計10回 

  指導者：通級指導教室担当 

  内容：特殊音節を含む言葉の書き 

１年生での個別指導

と小集団指導の結果等

から、指導を行う児童

を決定する。 

語彙指導 

時間：木曜日の放課後45分間 

  指導者：特別支援教育主任 

  内容：語彙指導（教科書の中の言葉の意味の 

       確認、文作り、読みの練習など） 

     漢字の読み書きの指導 

１ 年 生 の 取 組 

２ 年 生 の 取 組 

読み書きの困難さを次の学年に持ち越さない、一人として取り残さない、

という強い思いを感じる実践です。教職員で協力して、学習の基礎的な力を

どの子にも定着させています。

 特殊音節を含む言葉の読み書きは、通級指導教室担当も入り、学級全

体に丁寧な指導を行う。（動作化や視覚化、拗音サイコロ等） 

※１ ひらがな（直音・単音・単文）の読みの速さや正確さをみるためのテスト（回によって確認の内容が違う）

※２ 特殊音節を含む言葉等の正しい表記を素早く認識できるかをみるためのテスト（回によって語が違う）

六
月 

十
月 

一
月 

             ポイント④ 全教職員で取り組む基礎的な力の定着 【通常学級】 

個別指導を開始 

 時間：登校後５分間の指導を１５日間行う 

 指導者：特別支援教育主任 

 内容：Ｔ式音読支援ことば（ＰＣやタブレットで指導） 

ぐんぐんチーム（小集団での指導）を実施 

しっかりチーム（小集団での指導）を実施 

第１回Ｔ式音読確認 ※１ 

ＭＩＭ－ＰＭ ※２ 

清音４６文字の書き 

 ＜アセスメントの実施＞  

第２回Ｔ式音読確認※１ 

ＭＩＭ－ＰＭ ※２ 

特殊音節を含む言葉の

書き（３０問） 

 ＜アセスメントの実施＞  
      

  第３回Ｔ式音読確認※１ 

ＭＩＭ－ＰＭ ※２ 

特殊音節を含む言葉の

書き（３０問） 

特
別
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 通級指導教室に入級していない児童についても、通級指導教室担当者と連携を図り、個に応じ

た支援を行っている学校があります。下記に、通級指導教室での指導をヒントにして家庭学習の

工夫を取り入れている例を紹介します。

事例：読み書きの困難さがあり、漢字の書きが定着しない小学校２年児童 

視覚的な形態の記憶が弱い本児に

とって記憶に残りやすい方法である言

語化を取り入れ、一つ一つの漢字の成

り立ちや画の特徴を自分自身で言語化

させる。 

次週、「漢字当てクイズ」として学

級の友達に紹介することを目的に、家

庭で練習することを約束する。 

通 級 指 導 教 室 で の 指 導

家庭で練習してきたことをしっかりほめ、

言語化した漢字の成り立ちや画の特徴を、

学習の中で「漢字当てクイズ」として友達

に出題させる。友達に「わかりやすい！」

とほめられることで、より達成感をもてる

ようにする。 

通級の指導内容を通常学級で生かす

漢字が覚えられたかを確認し、しっ

かりほめる。 

通 級 指 導 教 室 で の 指 導

連
携 

通 常 学 級 で の 学 習 に つ い て

次週、学習予定の新出漢字について、通

級指導担当者に伝える。 

漢字の書きが定着しづらい児童が何名かあり、諸

検査等による実態把握から、通常の練習だけでは改

善が難しいと考えられた。校内で話し合い、それぞ

れの個に応じた支援を行っていくことを確認。 

特別支援教育主任が、同じ町内の通級指導教室

に出向き、通級指導教室での指導方法や教材等に

ついて尋ねた。そして、教材の貸し出し等を行っ

てもらうことになった。 

特別支援教育主任が、担任に指導方法等を伝え

るとともに、個に応じた家庭学習を提案。本人・

保護者と話し合い、通級指導教室の教材等に取り

組んでいくことになった。 

通常学級にも困り感を抱えている児童生徒がいます。通級指導教室での取組

をヒントにしながら、各学校が自校の取組を充実させていくことで、通級指導

教室に通っている児童生徒だけではなく、より多くの児童生徒への適切な支援

が可能となります。通級指導教室との連携を充実させていきましょう。

３年生児童が取り組

んでいる家庭学習。読

みと書きの練習が連動

しているプリント。

ファイルの裏に毎回貼

られる「がんばったね

シール」の効果もあ

り、意欲的に取り組ん

でいる。

連
携 

自校で広げる通級指導教室の取組  

漢字の意味を理解しながら字形を覚えられる

ように、漢字イラストカードを２年生児童の家

庭に貸し出している。

 学習の基礎であるひらがなの読み書きの力をどの児童にも確実に定着させていくために、学校

全体で課題を共有し、その改善に向けて組織的に取り組んでいる学校があります。きめ細やか

な実態把握と、それぞれの実態に応じた指導によって、効果をあげている例を紹介します。

 ＜アセスメントの実施＞  

個別指導を開始 

 時間：登校後５分間の指導を21日間行う 

 指導者：校長、級外、特別支援教育主任、特別支援教育支援員 

 内容：Ｔ式音読支援ひらがな直音（ＰＣやタブレットで指導） 

 ※保護者には家庭でひらがな読みカードに取り組んでもらう。 

 →読みの困難さが大きい児童については、ひらがなカルタを用 

  いて指導。また、21回終了後も個別指導を継続。 

個別指導を開始 

 時間：登校後５分間の指導を21日間行う 

 指導者：教頭、級外、特別支援教育主任、特別支援教育支援員 

 内容：Ｔ式音読支援ひらがな単音（ＰＣやタブレットで指導） 

→読みの困難さが大きい児童については、拗音カードや拗音サ 

  イコロ等を用いて指導。 

ぐんぐんチーム（小集団での指導） 

  時間：月曜日のまなびタイム（８：15～８：25） 

     木曜日の放課後（14：45～15：00）計10回 

  指導者：特別支援教育主任 

  内容：特殊音節を含む言葉の読み 

しっかりチーム（小集団での指導） 

  時間：月曜日のまなびタイム（８：15～８：25） 

     木曜日の放課後（14：45～15：00）計10回 

  指導者：通級指導教室担当 

  内容：特殊音節を含む言葉の書き 

１年生での個別指導

と小集団指導の結果等

から、指導を行う児童

を決定する。 

語彙指導 

時間：木曜日の放課後45分間 

  指導者：特別支援教育主任 

  内容：語彙指導（教科書の中の言葉の意味の 

       確認、文作り、読みの練習など） 

     漢字の読み書きの指導 

１ 年 生 の 取 組 

２ 年 生 の 取 組 

読み書きの困難さを次の学年に持ち越さない、一人として取り残さない、

という強い思いを感じる実践です。教職員で協力して、学習の基礎的な力を

どの子にも定着させています。

 特殊音節を含む言葉の読み書きは、通級指導教室担当も入り、学級全

体に丁寧な指導を行う。（動作化や視覚化、拗音サイコロ等） 

※１ ひらがな（直音・単音・単文）の読みの速さや正確さをみるためのテスト（回によって確認の内容が違う）

※２ 特殊音節を含む言葉等の正しい表記を素早く認識できるかをみるためのテスト（回によって語が違う）

六
月 

十
月 

一
月 

             ポイント④ 全教職員で取り組む基礎的な力の定着 【通常学級】 

個別指導を開始 

 時間：登校後５分間の指導を１５日間行う 

 指導者：特別支援教育主任 

 内容：Ｔ式音読支援ことば（ＰＣやタブレットで指導） 

ぐんぐんチーム（小集団での指導）を実施 

しっかりチーム（小集団での指導）を実施 

第１回Ｔ式音読確認 ※１ 

ＭＩＭ－ＰＭ ※２ 

清音４６文字の書き 

 ＜アセスメントの実施＞  

第２回Ｔ式音読確認※１ 

ＭＩＭ－ＰＭ ※２ 

特殊音節を含む言葉の

書き（３０問） 

 ＜アセスメントの実施＞  
      

  第３回Ｔ式音読確認※１ 

ＭＩＭ－ＰＭ ※２ 

特殊音節を含む言葉の

書き（３０問） 
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小学校学習指導要領（平成２９年）解説 各教科等編より

【音楽】
多くの声部が並列している楽譜など、情報量が多

く、児童がどこに注目したらよいのか混乱しやすい場合

は、拡大楽譜などを用いて声部を色分けしたり、リズム

や旋律を部分的に取り出してカードにし

たりするなど、視覚的に情報を整理す

るなどの配慮をする。 

【体育】
勝ち負けに過度にこだわったり、負けた際に感情を抑

えられなかったりする場合には、活動の見通しがもてな

かったり、考えたことや思ったことをすぐに行動に移

してしまったりすることがあること

から、活動の見通しを立ててから活動

させたり、勝ったときや負けたときの表

現の仕方を事前に確認したりするなど

の配慮をする。 

【国語】
文章を目で追いながら音読するこ

とが困難な場合には、自分がどこを

読むのかが分かるように教科書の文を

指等で押さえながら読むよう促すこと、

行間を空けるために拡大コピーをしたも

のを用意すること、語のまとまりや区切り

が分かるように分かち書きされたものを

用意すること、読む部分だけが見える自

助具（スリット等）を活

用することなどの配

慮をする。

【算数】
「商」「等しい」など、児童が日常使用することが少

なく、抽象度の高い言葉の理解が困難な場合には、児

童が具体的にイメージをもつことができるよう、児童

の興味・関心や生活経験に関連の深い題材を取り上げ

て、既習の言葉や分かる言葉に置き換えるなどの配慮を

する。 

【生活】
自分の経験を文章にしたり、考え

をまとめたりすることが困難な場合

は、児童がどのように考えればよい

のか、具体的なイメージを想起しや

すいように、考える項目や順序を示

したプリントを準備したり、事前に

自分の考えたことを言

葉や動作で表現したり

してから文章を書くよ

うにするなどの配慮を

する。 

【外国語】
音声を聞き取ることが難しい場合、外国語と日本語の音声やリズムの違いに気付くことができ

るよう、リズムやイントネーションを、教員が手拍子を打つ、音の強弱を手を上下に動かして表

すなどの配慮をする。また、本時の流れが分かるように、本時の活動の流れを黒板に記載してお

くなどの配慮をする。

 小学校では、困難さに早期に気付き、早期に指導の工夫やその手立て

を講じていくことが大切です。また、学年が上がっても、支援が途切れ

ることのないように、校内でしっかり引き継いでいくことも重要です。 

           小学校及び中学校学習指導要領(平成２９年）解説 各教科等編より 

            ～困難さに対する指導の工夫の意図、手立ての例～ 
【通常学級】 

学習指導要領解説 各教科等編（平成２９年）では、通常の学級においても発達障がいを含む

障がいのある児童生徒が在籍している可能性があることを前提に、全ての教科等編の「指導計画

の作成と内容の取扱い」に、学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図、

手立ての例が示されました。下記にその中の一部を紹介します。これらは、あくまで例示ではあ

りますが、個々の児童生徒への支援を検討する際に、大変参考になります。「各教科等の学びの

過程において考えられる困難さ」という視点を大切にして、個々の児童生徒が、どの教科のどの

ような学習過程において、どのような支援を必要としているのかを見定め、手立てを講じていき

ましょう。

中学校学習指導要領（平成２９年）解説 各教科等編より

【国語】

比較的長い文章を書くなど、一定量の

文字を書くことが困難な場合には、文字を

書く負担を軽減するため、手書きだけで

はなく Ｉ ＣＴ機器を使って文章を書くことが

できるようにするなどの配慮をする。

【社会】

地図等の資料から必要な情報を見付け出したり、読

み取ったりすることが困難な場合には、読み取りやす

くするために、地図等の情報を拡大したり、見る範囲

を限定したりして、掲載されている情報を精選し、視点

を明確にするなどの配慮をする。

【特別の教科 道徳】

他者との社会的関係の形成に困

難がある生徒の場合であれば、相

手の気持ちを想像することが苦

手で字義どおりの解釈をしてし

まうことがあることや、暗黙の

ルールや一般的な常識が理解で

きないことがあることなど困難

さの状況を十分に理解した上

で、例えば、他者の心情を理解す

るために役割を交代して動作化、

劇化したり、ルールを明文化したり

するなど、学習過程において想定

される困難さとそれに対する指

導上の工夫が必要である。

【理科】

実験の手順や方法を理解す

ることが困難である場合は、見

通しがもてるよう実験の操作

手順を具体的に明示したり、扱

いやすい実験器具を

用いたりするなどの

配慮をする。

 教科担任制の中学校では、各教科等での支援の状況を、教職員間で共

有しておくことが大切です。教科によって、支援の必要性が大きく変わ

ることも考えられます。それぞれの「教科等の学びの過程において考え

られる困難さ」という視点に立って、互いに情報共有しながら、支援を

進めていきましょう。

【美術】

形や色彩などの変化を見分けたり、微妙な変化を感じ取っ

たりすることが難しい場合などにおいて、生徒の実態やこれ

までの経験に応じて、造形の要素の特徴や働きが分かりやす

いものを例示することや、一人一人が自分

に合ったものが選べるように、多様な材料

や用具を用意したり種類や数を絞ったり、

造形の要素の特徴や働きが分かりやすいも

のを例示したりするなどの配慮をする。

【技術・家庭】

技術分野では「Ａ材料と加工の技術」の(2)において、

周囲の状況に気が散りやすく、加工用の工具や機器を安全

に使用することが難しい場合には、障害の状態に応じて、

手元に集中して安全に作業に取り組めるように、個別の対

応ができるような作業スペースや作業時間を確保したり、

作業を補助するジグを用いたりすることが考えられる。 

 家庭分野では、「Ｂ衣食住の生活」の(3)及び(5)におい

て、調理や製作等の実習を行う際、学習活動の見通しを

もったり、安全に用具等を使用したりすることが難しい場

合には、個に応じて段階的に手順を写真

やイラストで提示することや、安全への

配慮を徹底するために、実習中の約束事

を決め、随時生徒が視覚的に確認できる

ようにすることなどが考えられる。

【総合的な学習の時間】

様々な事象を調べたり、得られた情報をまとめたりすることに困難がある場合は、必要な事象

や情報を選択して整理できるように、着目する点や調べる内容、まとめる手順や調べ方について

具体的に提示するなどの配慮をする。 

 学習の振り返りが難しい場合は、学習してきた場面を想起しやすいように、学習してきた内容

を文章やイラスト、写真等で視覚的に示すなどして、思い出すための手掛かりが得られるように

配慮する。

関係者間で連携を密に図り、それぞれの学びの場における指導・支援の充実をめざしましょう。
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小学校学習指導要領（平成２９年）解説 各教科等編より

【音楽】
多くの声部が並列している楽譜など、情報量が多

く、児童がどこに注目したらよいのか混乱しやすい場合

は、拡大楽譜などを用いて声部を色分けしたり、リズム

や旋律を部分的に取り出してカードにし

たりするなど、視覚的に情報を整理す

るなどの配慮をする。 

【体育】
勝ち負けに過度にこだわったり、負けた際に感情を抑

えられなかったりする場合には、活動の見通しがもてな

かったり、考えたことや思ったことをすぐに行動に移

してしまったりすることがあること

から、活動の見通しを立ててから活動

させたり、勝ったときや負けたときの表

現の仕方を事前に確認したりするなど

の配慮をする。 

【国語】
文章を目で追いながら音読するこ

とが困難な場合には、自分がどこを

読むのかが分かるように教科書の文を

指等で押さえながら読むよう促すこと、

行間を空けるために拡大コピーをしたも

のを用意すること、語のまとまりや区切り

が分かるように分かち書きされたものを

用意すること、読む部分だけが見える自

助具（スリット等）を活

用することなどの配

慮をする。

【算数】
「商」「等しい」など、児童が日常使用することが少

なく、抽象度の高い言葉の理解が困難な場合には、児

童が具体的にイメージをもつことができるよう、児童

の興味・関心や生活経験に関連の深い題材を取り上げ

て、既習の言葉や分かる言葉に置き換えるなどの配慮を

する。 

【生活】
自分の経験を文章にしたり、考え

をまとめたりすることが困難な場合

は、児童がどのように考えればよい

のか、具体的なイメージを想起しや

すいように、考える項目や順序を示

したプリントを準備したり、事前に

自分の考えたことを言

葉や動作で表現したり

してから文章を書くよ

うにするなどの配慮を

する。 

【外国語】
音声を聞き取ることが難しい場合、外国語と日本語の音声やリズムの違いに気付くことができ

るよう、リズムやイントネーションを、教員が手拍子を打つ、音の強弱を手を上下に動かして表

すなどの配慮をする。また、本時の流れが分かるように、本時の活動の流れを黒板に記載してお

くなどの配慮をする。

 小学校では、困難さに早期に気付き、早期に指導の工夫やその手立て

を講じていくことが大切です。また、学年が上がっても、支援が途切れ

ることのないように、校内でしっかり引き継いでいくことも重要です。 

           小学校及び中学校学習指導要領(平成２９年）解説 各教科等編より 

            ～困難さに対する指導の工夫の意図、手立ての例～ 
【通常学級】 

学習指導要領解説 各教科等編（平成２９年）では、通常の学級においても発達障がいを含む

障がいのある児童生徒が在籍している可能性があることを前提に、全ての教科等編の「指導計画

の作成と内容の取扱い」に、学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図、

手立ての例が示されました。下記にその中の一部を紹介します。これらは、あくまで例示ではあ

りますが、個々の児童生徒への支援を検討する際に、大変参考になります。「各教科等の学びの

過程において考えられる困難さ」という視点を大切にして、個々の児童生徒が、どの教科のどの

ような学習過程において、どのような支援を必要としているのかを見定め、手立てを講じていき

ましょう。

中学校学習指導要領（平成２９年）解説 各教科等編より

【国語】

比較的長い文章を書くなど、一定量の

文字を書くことが困難な場合には、文字を

書く負担を軽減するため、手書きだけで

はなく Ｉ ＣＴ機器を使って文章を書くことが

できるようにするなどの配慮をする。

【社会】

地図等の資料から必要な情報を見付け出したり、読

み取ったりすることが困難な場合には、読み取りやす

くするために、地図等の情報を拡大したり、見る範囲

を限定したりして、掲載されている情報を精選し、視点

を明確にするなどの配慮をする。

【特別の教科 道徳】

他者との社会的関係の形成に困

難がある生徒の場合であれば、相

手の気持ちを想像することが苦

手で字義どおりの解釈をしてし

まうことがあることや、暗黙の

ルールや一般的な常識が理解で

きないことがあることなど困難

さの状況を十分に理解した上

で、例えば、他者の心情を理解す

るために役割を交代して動作化、

劇化したり、ルールを明文化したり

するなど、学習過程において想定

される困難さとそれに対する指

導上の工夫が必要である。

【理科】

実験の手順や方法を理解す

ることが困難である場合は、見

通しがもてるよう実験の操作

手順を具体的に明示したり、扱

いやすい実験器具を

用いたりするなどの

配慮をする。

 教科担任制の中学校では、各教科等での支援の状況を、教職員間で共

有しておくことが大切です。教科によって、支援の必要性が大きく変わ

ることも考えられます。それぞれの「教科等の学びの過程において考え

られる困難さ」という視点に立って、互いに情報共有しながら、支援を

進めていきましょう。

【美術】

形や色彩などの変化を見分けたり、微妙な変化を感じ取っ

たりすることが難しい場合などにおいて、生徒の実態やこれ

までの経験に応じて、造形の要素の特徴や働きが分かりやす

いものを例示することや、一人一人が自分

に合ったものが選べるように、多様な材料

や用具を用意したり種類や数を絞ったり、

造形の要素の特徴や働きが分かりやすいも

のを例示したりするなどの配慮をする。

【技術・家庭】

技術分野では「Ａ材料と加工の技術」の(2)において、

周囲の状況に気が散りやすく、加工用の工具や機器を安全

に使用することが難しい場合には、障害の状態に応じて、

手元に集中して安全に作業に取り組めるように、個別の対

応ができるような作業スペースや作業時間を確保したり、

作業を補助するジグを用いたりすることが考えられる。 

 家庭分野では、「Ｂ衣食住の生活」の(3)及び(5)におい

て、調理や製作等の実習を行う際、学習活動の見通しを

もったり、安全に用具等を使用したりすることが難しい場

合には、個に応じて段階的に手順を写真

やイラストで提示することや、安全への

配慮を徹底するために、実習中の約束事

を決め、随時生徒が視覚的に確認できる

ようにすることなどが考えられる。

【総合的な学習の時間】

様々な事象を調べたり、得られた情報をまとめたりすることに困難がある場合は、必要な事象

や情報を選択して整理できるように、着目する点や調べる内容、まとめる手順や調べ方について

具体的に提示するなどの配慮をする。 

 学習の振り返りが難しい場合は、学習してきた場面を想起しやすいように、学習してきた内容

を文章やイラスト、写真等で視覚的に示すなどして、思い出すための手掛かりが得られるように

配慮する。

関係者間で連携を密に図り、それぞれの学びの場における指導・支援の充実をめざしましょう。
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４ よりよい保護者支援 特別支援教育編

特別な支援を必要とする児童生徒の保護者、そしてまわりの保護者が、特別支援教育につい

て正しく理解し、気軽に学校に相談することができるシステムを作っていくことは、特別支援

教育推進のために欠かせません。保護者の理解啓発と保護者との連携について校内で検討し、

具体的な取組を進めていきましょう。

特別支援教育主任が話をすることは、相談窓口の存在をしっかり周知す

ることにつながります。

実践例 

＜内容＞ 
 ○こんなことで困っていませんか。（事例の紹介） 

 ○一人一人のニーズに合った支援について 

  ★特性に応じた指導の工夫     ★一人一人を認め合い、支え合える仲間づくり 

   ・個別指導の工夫         ・居心地のよい学級づくり 

   ・少人数指導、ＴＴの指導     ・自己有用感を育てる学習 

   ・通級指導教室での指導      ・特別活動、人権教育の推進   

   ・Ｔ式ひらがな音読支援 

   ・特別支援学級での学習 

 ○専門機関との連携について 

   ＬＤ等専門員の巡回相談、特別支援学校の教育相談、医療機関 

 ○教育相談について  

   ＳＣ、ＳＳＷ、適応指導教室について 

＜就学時健診＞ 

 ○支援体制等について 
  自校で作成した配布資料を 

  もとに、特別支援教育主任 

  が説明 

小学校 

入学式 

＜入学式後の保護者説明会＞ 

 ○特別支援教育について 

 ○支援体制等について 

 ○相談窓口について 
  特別支援教育主任が説明 

 ４月の参観日の全体会の中で、特別支援教育主任が全学年の保護者に向けて、「特別支援
教育」についての説明を行っています。 

配布資料です

             ポイント① 全保護者への積極的な啓発を行う  

小学校 

入学前 

４月の

参観日 

 特別支援教育の推進のためには、特別な支援を必要とする児童生徒は、どの学級にもいること

や、それらの児童生徒への支援をどの学級でも行っていくことを、保護者にきちんと伝え、理解

してもらうことが大切です。保護者の理解を深めるために、どのような機会を捉えて啓発を行っ

ていくのか、各校の取組の工夫が期待されます。

 保護者を支えるには、「保護者の孤立を防ぐ」という視点が欠かせません。保護者が孤立感

を抱くことなく、安心感のある中で子育てができるよう、保護者同士をつなぐ取組を継続的に

行っている学校があります。その取組の一端を紹介します。

小学校特別支援学級合同保護者会の開催

特別支援学級の保護者ならではの不安や悩みを、保護者同士の語らいの中で解消したり、子

育てのヒントをもらったりできる会にしたい、という思いで、特別支援学級合同の保護者会を

行っています。卒業生の保護者の方にも参加を呼びかけ、今では高校生になっている卒業生の

保護者の参加もあります。 

★保護者会の中で、このような語らいがありました。 

小学１年の

保護者 

小学３年の

保護者 

小学４年の

保護者 

通級指導教室保護者会の開催

通級指導教室は、いろいろな学校の

児童生徒が入級しています。学校に

よっては、１校に１名しか入級してい

ない場合もあり、同じ立場の保護者同

士でつながることが難しい状況にあり

ます。そこで、自校の保護者にも他校

の保護者にも呼びかけ、保護者会を

行っている学校があります。 

特別支援教育についての理解啓発を進めるとともに、保護者を支える取組を充実させていきましょう。

案内のチラシ 

 ～このような話合いが 

        ありました～ 

○宿題のさせ方 

○兄弟姉妹へ理解を促す伝え方 

○自分に自信が持てるような励 

 まし方 

○子どもの成長と親としての関 

 わり方 

             ポイント② 保護者の孤立を防ぐ  

特別支援学級の保護者ならではの悩みや不安に、先輩保護者がご自身の

体験を交えながら助言をしてくださるので、安心し前向きな気持ちになる

方が多いです。保護者会の後、我が子に対して、ゆったりとした気持ちで

接することができるようになったと話される方がたくさんあります。ま

た、中学生や高校生の保護者のお話をお聞きするのも、先が見通せて大き

な安心感につながっているようです。

小学６年の

保護者

私も子どもが１年生の時はそうでした。

でも、特別支援学級でできることが増え、

力がついてきたのを見て、我が子なりの成

長を感じるようになり、今では、他の子ど

もさんと比べるんじゃなくて、我が子の成

長をしっかり見ていこうと思えるようにな

りましたよ。 

うちの子も４年生くらいから、自分と他の

子どもさんとの違いに気付くようになって、

そういう時期が続いていました。でも、絵を

描くのが好きで、今は、好きなことでつなが

る友達ができて自信がついたみたいです。だ

から、自分の好きなことや自信になることを

大切にしてあげるといいと思います。 

交流学級での学習参観

の後には、やっぱりうち

の子は、みんなと同じよ

うにできないんだなあ、

と感じて、１週間くらい

ひどく落ち込むんです。 

この頃、何とな

く、交流学級に入

りにくいと本人が

感じているみたい

なんです。親とし

ては、それがせつ

なくて・・・。

特別支援教育

主任 
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４ よりよい保護者支援 特別支援教育編

特別な支援を必要とする児童生徒の保護者、そしてまわりの保護者が、特別支援教育につい

て正しく理解し、気軽に学校に相談することができるシステムを作っていくことは、特別支援

教育推進のために欠かせません。保護者の理解啓発と保護者との連携について校内で検討し、

具体的な取組を進めていきましょう。

特別支援教育主任が話をすることは、相談窓口の存在をしっかり周知す

ることにつながります。

実践例 

＜内容＞ 
 ○こんなことで困っていませんか。（事例の紹介） 

 ○一人一人のニーズに合った支援について 

  ★特性に応じた指導の工夫     ★一人一人を認め合い、支え合える仲間づくり 

   ・個別指導の工夫         ・居心地のよい学級づくり 

   ・少人数指導、ＴＴの指導     ・自己有用感を育てる学習 

   ・通級指導教室での指導      ・特別活動、人権教育の推進   

   ・Ｔ式ひらがな音読支援 

   ・特別支援学級での学習 

 ○専門機関との連携について 

   ＬＤ等専門員の巡回相談、特別支援学校の教育相談、医療機関 

 ○教育相談について  

   ＳＣ、ＳＳＷ、適応指導教室について 

＜就学時健診＞ 

 ○支援体制等について 
  自校で作成した配布資料を 

  もとに、特別支援教育主任 

  が説明 

小学校 

入学式 

＜入学式後の保護者説明会＞ 

 ○特別支援教育について 

 ○支援体制等について 

 ○相談窓口について 
  特別支援教育主任が説明 

 ４月の参観日の全体会の中で、特別支援教育主任が全学年の保護者に向けて、「特別支援
教育」についての説明を行っています。 

配布資料です

             ポイント① 全保護者への積極的な啓発を行う  

小学校 

入学前 

４月の

参観日 

 特別支援教育の推進のためには、特別な支援を必要とする児童生徒は、どの学級にもいること

や、それらの児童生徒への支援をどの学級でも行っていくことを、保護者にきちんと伝え、理解

してもらうことが大切です。保護者の理解を深めるために、どのような機会を捉えて啓発を行っ

ていくのか、各校の取組の工夫が期待されます。

 保護者を支えるには、「保護者の孤立を防ぐ」という視点が欠かせません。保護者が孤立感

を抱くことなく、安心感のある中で子育てができるよう、保護者同士をつなぐ取組を継続的に

行っている学校があります。その取組の一端を紹介します。

小学校特別支援学級合同保護者会の開催

特別支援学級の保護者ならではの不安や悩みを、保護者同士の語らいの中で解消したり、子

育てのヒントをもらったりできる会にしたい、という思いで、特別支援学級合同の保護者会を

行っています。卒業生の保護者の方にも参加を呼びかけ、今では高校生になっている卒業生の

保護者の参加もあります。 

★保護者会の中で、このような語らいがありました。 

小学１年の

保護者 

小学３年の

保護者 

小学４年の

保護者 

通級指導教室保護者会の開催

通級指導教室は、いろいろな学校の

児童生徒が入級しています。学校に

よっては、１校に１名しか入級してい

ない場合もあり、同じ立場の保護者同

士でつながることが難しい状況にあり

ます。そこで、自校の保護者にも他校

の保護者にも呼びかけ、保護者会を

行っている学校があります。 

特別支援教育についての理解啓発を進めるとともに、保護者を支える取組を充実させていきましょう。

案内のチラシ 

 ～このような話合いが 

        ありました～ 

○宿題のさせ方 

○兄弟姉妹へ理解を促す伝え方 

○自分に自信が持てるような励 

 まし方 

○子どもの成長と親としての関 

 わり方 

             ポイント② 保護者の孤立を防ぐ  

特別支援学級の保護者ならではの悩みや不安に、先輩保護者がご自身の

体験を交えながら助言をしてくださるので、安心し前向きな気持ちになる

方が多いです。保護者会の後、我が子に対して、ゆったりとした気持ちで

接することができるようになったと話される方がたくさんあります。ま

た、中学生や高校生の保護者のお話をお聞きするのも、先が見通せて大き

な安心感につながっているようです。

小学６年の

保護者

私も子どもが１年生の時はそうでした。

でも、特別支援学級でできることが増え、

力がついてきたのを見て、我が子なりの成

長を感じるようになり、今では、他の子ど

もさんと比べるんじゃなくて、我が子の成

長をしっかり見ていこうと思えるようにな

りましたよ。 

うちの子も４年生くらいから、自分と他の

子どもさんとの違いに気付くようになって、

そういう時期が続いていました。でも、絵を

描くのが好きで、今は、好きなことでつなが

る友達ができて自信がついたみたいです。だ

から、自分の好きなことや自信になることを

大切にしてあげるといいと思います。 

交流学級での学習参観

の後には、やっぱりうち

の子は、みんなと同じよ

うにできないんだなあ、

と感じて、１週間くらい

ひどく落ち込むんです。 

この頃、何とな

く、交流学級に入

りにくいと本人が

感じているみたい

なんです。親とし

ては、それがせつ

なくて・・・。

特別支援教育

主任 

特
別
支
援
教
育
編

― 83 ― ― 84 ―



 ５ 関係機関との連携 特別支援教育編

障がいのある児童生徒の実態に応じた適切な指導・支援を行っていく上で、外部の関係機関

との連携は大変重要です。外部の関係機関とは、医療・保健・福祉・労働関係機関、特別支援

学校、通級指導教室等です。指導・支援の充実をめざして、関係機関と連携を図りましょう。

各特別支援学校には、障がい特性等に応じた指導のノウハウが蓄積されています。その専門

的な知識や技能を生かして、地域の学校のニーズに応じた教育相談や研修等を行っています。

困ってから相談するのではなく、計画的・組織的に特別支援学校のセンター的機能を活用して

いくことが、児童生徒の指導・支援の充実につながります。

活用例 鳥取養護学校の特別支援教育コーディネーター等の助言を生かして 

学校から

の相談

特別支援教育コーディネーター等が学校に出向き、教室の様子や授業の様子を参観し、助言

机と椅子の位置がずれ

ると姿勢が崩れやすいの

で、床に目印となるテー

プを貼り、自分で位置を

確認できるようにしてい

きましょう。また、座面

にすべり止めシートを敷

くと、おしりがずれにく

くなりますよ。 

着替えについては、自

分でできるところと、自

分の力では難しいところ

について、本人としっか

り確認をしましょう。そ

して、難しいところにつ

いては、自分で先生に手

助けを求めることも指導

していきます。

できるだけ自分で自分のことができるようにしていくために、教室環境を整えていくこと

が大切です。毎日の生活の中で、繰り返し行う活動が自分自身の力でできることは、自立心

につながっていきます。

○教室環境をどのように整えたらよいでしょう。 

○姿勢が崩れやすいのが気になっています。どうしたらよいでしょう。 

○着替えに時間がかかり、つい手を出してしまっています。これでよい 

 のでしょうか。 

この学校では、コーディネーターの助言を生かして、さっそく教室環境を整え、自分でできるこ

とは自分でやり遂げるよう、指導しています。自分でできることが増え、自信がついてきたそうで

す。自立活動の指導内容等についても助言をもらい、指導の充実を図っています。

             ポイント① 特別支援学校センター的機能を活用する 

相談内容を関係者で共有して指導・支援を行い、相談記録を次年度へ引き継いでい

くことや、発達段階等の変化に応じて継続的に相談をかけていくことが大切です。

なるほど！

ロッカーが離れていると、時間の

ロスを防ごうとして教師が荷物を

取ってしまいがちですよね。自分で

できることは自分でさせたいので、

必要な物をさっと取り出せるよう

に、机のすぐ横に低めの棚などを置

いて、荷物を置くようにするとよい

ですよ。 

特別支援学級担任
特別支援教育コーディネーター

問診票（学校用）の内容 

問１．支援学級・通級指導教室・取り出し学習などの利用状況

□なし □あり （具体的な利用状況 ）

問２．教科ごとの学習到達度

・国語 □学年相当 □１学年以上の遅れあり（ 年くらいの遅れ）

・算数 □学年相当 □１学年以上の遅れあり（ 年くらいの遅れ）

・その他：具体的に

問３．学校での様子

・授業時間：

・休み時間：

・学校行事

問４．対人関係の特徴

・こども同士：

・先生などの大人と：

問５．日常生活における本人の特徴

・時間：

・約束（宿題や提出物）：

・給食：

・行動や気持ちの切り替え：

・その他：

問６．本人の特徴

・良い点、得意な点：

・苦手な点：

問７．学校で対応に困ったこと

問８．学校で実施した対応策とその効果・本人の反応

問９．ご家族とお話ししたことがあればその内容と、その時の印象について

問10．学校で行った検査があればその内容（できればコピーを同封ください。）

問11．医療に期待すること（例：ご家族の受け入れのための医学的説明など）

問12．その他コメントや質問がございましたら記載をお願いします。

保護者の同意を得た後、学校における学習や 

 生活の様子について記載します。 

  また、保護者の同意が得られれば、以下のもの 

 もコピーし、医療機関と共有するようにします。 
 ・個別の教育支援計画や個別の指導計画 

 ・知能検査や諸検査等の結果 

 ・通級指導教室を活用していればその記録 

 ・ＬＤ等専門員への相談記録 

 ・ＳＣ、ＳＳＷへの相談記録 等 

目的を明確にして、計画的・組織的に関係機関と連携を図っていくことが、指導・支援の充実に

つながります。

 障がい種やその程度によって、医療機関との連携の重要度は変わります。やみくもに医療受

診を勧めるのではなく、医療に求めることを明確にした上で、医療機関との連携を図っていく

ことが大切です。学校の情報を整理し、問診票を活用して、適切な情報共有を図りましょう。

 医療受診は、保護者にとって大変勇気のいるものです。したがって、なぜ
医療受診が必要なのかを、保護者にきちんと説明することが必要となりま

す。決して担任一人の判断ではなく、関わっている他の教職員の見取りも合

わせて検討します。児童生徒の状態を多面的に捉えた上で、将来的な視点も

もちながら、理由を明確にします。（話合いの中で、支援のミスマッチ等が

浮かび上がってきた場合には、もう一度、支援の在り方について検討してい

きます。）そして、突然の勧めではなく、継続した教育相談の中で医療受診

を勧めることが大切です。 

             ポイント② 医療機関と適切に連携を図る  

様式については、改作して使って

も構いません。鳥取県内の医師会に

所属している病院で共通理解されて

いる様式です。保護者用の問診票も

あります。 

問診票を活用すると、限られ

た診察時間の中で、医師が必要

とする情報を適切に伝えるこ

とができます。

検索鳥取大学医学部附属病院 問診票

まずは、校内委員会

で、なぜ医療受診が必

要なのかについて話し

合いましょう。
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 ５ 関係機関との連携 特別支援教育編

障がいのある児童生徒の実態に応じた適切な指導・支援を行っていく上で、外部の関係機関

との連携は大変重要です。外部の関係機関とは、医療・保健・福祉・労働関係機関、特別支援

学校、通級指導教室等です。指導・支援の充実をめざして、関係機関と連携を図りましょう。

各特別支援学校には、障がい特性等に応じた指導のノウハウが蓄積されています。その専門

的な知識や技能を生かして、地域の学校のニーズに応じた教育相談や研修等を行っています。

困ってから相談するのではなく、計画的・組織的に特別支援学校のセンター的機能を活用して

いくことが、児童生徒の指導・支援の充実につながります。

活用例 鳥取養護学校の特別支援教育コーディネーター等の助言を生かして 

学校から

の相談

特別支援教育コーディネーター等が学校に出向き、教室の様子や授業の様子を参観し、助言

机と椅子の位置がずれ

ると姿勢が崩れやすいの

で、床に目印となるテー

プを貼り、自分で位置を

確認できるようにしてい

きましょう。また、座面

にすべり止めシートを敷

くと、おしりがずれにく

くなりますよ。 

着替えについては、自

分でできるところと、自

分の力では難しいところ

について、本人としっか

り確認をしましょう。そ

して、難しいところにつ

いては、自分で先生に手

助けを求めることも指導

していきます。

できるだけ自分で自分のことができるようにしていくために、教室環境を整えていくこと

が大切です。毎日の生活の中で、繰り返し行う活動が自分自身の力でできることは、自立心

につながっていきます。

○教室環境をどのように整えたらよいでしょう。 

○姿勢が崩れやすいのが気になっています。どうしたらよいでしょう。 

○着替えに時間がかかり、つい手を出してしまっています。これでよい 

 のでしょうか。 

この学校では、コーディネーターの助言を生かして、さっそく教室環境を整え、自分でできるこ

とは自分でやり遂げるよう、指導しています。自分でできることが増え、自信がついてきたそうで

す。自立活動の指導内容等についても助言をもらい、指導の充実を図っています。

             ポイント① 特別支援学校センター的機能を活用する 

相談内容を関係者で共有して指導・支援を行い、相談記録を次年度へ引き継いでい

くことや、発達段階等の変化に応じて継続的に相談をかけていくことが大切です。

なるほど！

ロッカーが離れていると、時間の

ロスを防ごうとして教師が荷物を

取ってしまいがちですよね。自分で

できることは自分でさせたいので、

必要な物をさっと取り出せるよう

に、机のすぐ横に低めの棚などを置

いて、荷物を置くようにするとよい

ですよ。 

特別支援学級担任
特別支援教育コーディネーター

問診票（学校用）の内容 

問１．支援学級・通級指導教室・取り出し学習などの利用状況

□なし □あり （具体的な利用状況 ）

問２．教科ごとの学習到達度

・国語 □学年相当 □１学年以上の遅れあり（ 年くらいの遅れ）

・算数 □学年相当 □１学年以上の遅れあり（ 年くらいの遅れ）

・その他：具体的に

問３．学校での様子

・授業時間：

・休み時間：

・学校行事

問４．対人関係の特徴

・こども同士：

・先生などの大人と：

問５．日常生活における本人の特徴

・時間：

・約束（宿題や提出物）：

・給食：

・行動や気持ちの切り替え：

・その他：

問６．本人の特徴

・良い点、得意な点：

・苦手な点：

問７．学校で対応に困ったこと

問８．学校で実施した対応策とその効果・本人の反応

問９．ご家族とお話ししたことがあればその内容と、その時の印象について

問10．学校で行った検査があればその内容（できればコピーを同封ください。）

問11．医療に期待すること（例：ご家族の受け入れのための医学的説明など）

問12．その他コメントや質問がございましたら記載をお願いします。

保護者の同意を得た後、学校における学習や 

 生活の様子について記載します。 

  また、保護者の同意が得られれば、以下のもの 

 もコピーし、医療機関と共有するようにします。 
 ・個別の教育支援計画や個別の指導計画 

 ・知能検査や諸検査等の結果 

 ・通級指導教室を活用していればその記録 

 ・ＬＤ等専門員への相談記録 

 ・ＳＣ、ＳＳＷへの相談記録 等 

目的を明確にして、計画的・組織的に関係機関と連携を図っていくことが、指導・支援の充実に

つながります。

 障がい種やその程度によって、医療機関との連携の重要度は変わります。やみくもに医療受

診を勧めるのではなく、医療に求めることを明確にした上で、医療機関との連携を図っていく

ことが大切です。学校の情報を整理し、問診票を活用して、適切な情報共有を図りましょう。

 医療受診は、保護者にとって大変勇気のいるものです。したがって、なぜ
医療受診が必要なのかを、保護者にきちんと説明することが必要となりま

す。決して担任一人の判断ではなく、関わっている他の教職員の見取りも合

わせて検討します。児童生徒の状態を多面的に捉えた上で、将来的な視点も

もちながら、理由を明確にします。（話合いの中で、支援のミスマッチ等が

浮かび上がってきた場合には、もう一度、支援の在り方について検討してい

きます。）そして、突然の勧めではなく、継続した教育相談の中で医療受診

を勧めることが大切です。 

             ポイント② 医療機関と適切に連携を図る  

様式については、改作して使って

も構いません。鳥取県内の医師会に

所属している病院で共通理解されて

いる様式です。保護者用の問診票も

あります。 

問診票を活用すると、限られ

た診察時間の中で、医師が必要

とする情報を適切に伝えるこ

とができます。

検索鳥取大学医学部附属病院 問診票

まずは、校内委員会

で、なぜ医療受診が必

要なのかについて話し

合いましょう。
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学校・家庭

・地域連携編

 一体的・効果的な取組の推進 

「社会に開かれた教育課程」を実現するためには、それぞれの学校において、地域社会とつ

ながりのある目標を作り、それを地域社会と共有し、そのために求められる資質・能力を教育

課程で明確にし、地域社会との連携及び協働によりその実現を図っていくことが重要です。 

 「開かれた学校」から一歩踏み出し、地域の人々と目標やビジョンを共有し、地域と一体となっ
て子どもたちを育む「地域とともにある学校」が期待されています。また、地域の様々な機関が
ネットワーク化を図りながら、学校、家庭及び地域が相互に協力し、子どもも大人も学び合い育
ち合う教育体制を構築し、「学校を核とした地域づくり」を推進することも求められています。 

 これからの地域と学校のめざすべき方向 

そのために 

・地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支え、地域を創生することができる。 

・子どもたちの教育の質を格段に向上させることができる。 

そうすることで 

学校だけで子どもを育てるのではなく、地域住民と一緒にコミュニティ・スクール及び地域
学校協働本部（活動）を一体的・効果的に運用することが求められています。

コミュニティ・スクールと地域学校協働本部（活動）の関係 

学校と地域の効果的な連携・協働と推進を図るためには、学校運営協議会と地域学校協働本
部が両輪となり運営していくことが大切です。地域人材が学校運営協議会・地域学校協働本部
の構成員を務めるなど、それぞれの知見、経験、課題等の共有により一体的・効果的な推進が
図られます。 

 
連携・協働

コミュニティ・スクールと地域学校協働本部（活動）が一体的に推進 

地域学校協働活動

一体的・効果的に推進

 地域が学校支援
するのではなく連
携・協働をめざし
ます。

ポイント① 

コミュニティ・スクール

学校

地域連携担当

地域連携担当とは、学

校の教職員が担い、学校

の窓口になります。

学校運営協議会

学校と地域
がパートナー
として活動し
ます。 地域

地域学校協働活動推進員

地域住民が担い、学校と

地域をつなぐ懸け橋になり

ます。また、地域学校協働

本部に所属します。

地域学校協働本部 学校運営協議
会はブレイン的
な役割です。 

 地域学校協
働本部は実働
部隊のような
存在です。 

参画 

学校運営協議会

地域学校協働推進員

ＰＴＡ関係者、地域住民、

当該校校長、地域連携担当 等

学校運営の基本方針

学校運営・教育活動

校長

コミュニティ・スクール 

 地域学校協働活動とは、地域の高齢者や保護者だけでなく、民間企業や団体、NPO等の幅

広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学

校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働し

て行う様々な活動です。地域学校協働本部は、地域学校協働活動を行う上で中心となり、学

校運営協議会と一体的・効果的に活動を推進する組織です。 

 地域学校協働活動（本部）とは 

コミュニティ・スクール（ＣＳ）とは 

（地方教育行政の組織及び運営 

 に関する法律第４７条の６） 

コミュニティ・スクールの 

 ３つの機能 

○校長が作成する学校運営の基本方針を 

 承認する 

○学校運営について、教育委員会又は校長 

 に意見を述べることができる 

○教職員の任用に関して、教育委員会規則 

 に定める事項について、教育委員会に意 

 見を述べることができる 

運営に欠かせない３つのポイント 

 コミュニティ・スクールとは、学校と地域住民や保護者等が
力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域と
ともにある学校」に転換するための仕組みです。 

「学校運営

協議会」を

設置してい

る学校 

保護者・地域住民等が学校
運営協議会を通じて「地域で
どんな子どもを育てるのか」
というビジョンを共有し、当

事者として学校運営
に参画します。

共有した
ビジョン・目
標に向けて、
できることを
する。

目標や
ビジョン
を共有す
る。

中核となる学校は、
校長のリーダーシッ
プのもと学校と地域
を結びつけるマネジ
メントをする。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

熟
議 

協
働 

地域学校協働本部の３要素

①コーディネート機能

②多様な活動

③継続的な活動

  地 域 学 校 協 働 活 動

外部人材を活用した教育支援活動 

地域未来塾 

様々な地域活動 

社会教育 

施設 

保護者 

ＰＴＡ 

ＮＰＯ
企業 

文化 

団体 
地域 

住民 

スポーツ 

団体 

放課後子供教室 

（地域学校協働活動推進員）

地域学校協働本部

地域学校協働活動の具体例

協働防災訓練、登下校の見守り、

学習・部活動支援、自然体験活動、

放課後・土曜等における学習、

スポーツ活動、職場体験 等

一方的な活動だったものから、地域と学校が目標を共有して行

う連携・協働型の活動をめざしましょう。

説明 

承認 

鳥
取
県
教
育
委
員
会
作
成

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

学
校
・
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学校・家庭

・地域連携編

 一体的・効果的な取組の推進 

「社会に開かれた教育課程」を実現するためには、それぞれの学校において、地域社会とつ

ながりのある目標を作り、それを地域社会と共有し、そのために求められる資質・能力を教育

課程で明確にし、地域社会との連携及び協働によりその実現を図っていくことが重要です。 

 「開かれた学校」から一歩踏み出し、地域の人々と目標やビジョンを共有し、地域と一体となっ
て子どもたちを育む「地域とともにある学校」が期待されています。また、地域の様々な機関が
ネットワーク化を図りながら、学校、家庭及び地域が相互に協力し、子どもも大人も学び合い育
ち合う教育体制を構築し、「学校を核とした地域づくり」を推進することも求められています。 

 これからの地域と学校のめざすべき方向 

そのために 

・地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支え、地域を創生することができる。 

・子どもたちの教育の質を格段に向上させることができる。 

そうすることで 

学校だけで子どもを育てるのではなく、地域住民と一緒にコミュニティ・スクール及び地域
学校協働本部（活動）を一体的・効果的に運用することが求められています。

コミュニティ・スクールと地域学校協働本部（活動）の関係 

学校と地域の効果的な連携・協働と推進を図るためには、学校運営協議会と地域学校協働本
部が両輪となり運営していくことが大切です。地域人材が学校運営協議会・地域学校協働本部
の構成員を務めるなど、それぞれの知見、経験、課題等の共有により一体的・効果的な推進が
図られます。 

 
連携・協働

コミュニティ・スクールと地域学校協働本部（活動）が一体的に推進 

地域学校協働活動

一体的・効果的に推進

 地域が学校支援
するのではなく連
携・協働をめざし
ます。

ポイント① 

コミュニティ・スクール

学校

地域連携担当

地域連携担当とは、学

校の教職員が担い、学校

の窓口になります。

学校運営協議会

学校と地域
がパートナー
として活動し
ます。 地域

地域学校協働活動推進員

地域住民が担い、学校と

地域をつなぐ懸け橋になり

ます。また、地域学校協働

本部に所属します。

地域学校協働本部 学校運営協議
会はブレイン的
な役割です。 

 地域学校協
働本部は実働
部隊のような
存在です。 

参画 

学校運営協議会

地域学校協働推進員

ＰＴＡ関係者、地域住民、

当該校校長、地域連携担当 等

学校運営の基本方針

学校運営・教育活動

校長

コミュニティ・スクール 

 地域学校協働活動とは、地域の高齢者や保護者だけでなく、民間企業や団体、NPO等の幅

広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学

校を核とした地域づくり」を目指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働し

て行う様々な活動です。地域学校協働本部は、地域学校協働活動を行う上で中心となり、学

校運営協議会と一体的・効果的に活動を推進する組織です。 

 地域学校協働活動（本部）とは 

コミュニティ・スクール（ＣＳ）とは 

（地方教育行政の組織及び運営 

 に関する法律第４７条の６） 

コミュニティ・スクールの 

 ３つの機能 

○校長が作成する学校運営の基本方針を 

 承認する 

○学校運営について、教育委員会又は校長 

 に意見を述べることができる 

○教職員の任用に関して、教育委員会規則 

 に定める事項について、教育委員会に意 

 見を述べることができる 

運営に欠かせない３つのポイント 

 コミュニティ・スクールとは、学校と地域住民や保護者等が
力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域と
ともにある学校」に転換するための仕組みです。 

「学校運営

協議会」を

設置してい

る学校 

保護者・地域住民等が学校
運営協議会を通じて「地域で
どんな子どもを育てるのか」
というビジョンを共有し、当

事者として学校運営
に参画します。

共有した
ビジョン・目
標に向けて、
できることを
する。

目標や
ビジョン
を共有す
る。

中核となる学校は、
校長のリーダーシッ
プのもと学校と地域
を結びつけるマネジ
メントをする。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

熟
議 

協
働 

地域学校協働本部の３要素

①コーディネート機能

②多様な活動

③継続的な活動

  地 域 学 校 協 働 活 動

外部人材を活用した教育支援活動 

地域未来塾 

様々な地域活動 

社会教育 

施設 

保護者 

ＰＴＡ 

ＮＰＯ
企業 

文化 

団体 
地域 

住民 

スポーツ 

団体 

放課後子供教室 

（地域学校協働活動推進員）

地域学校協働本部

地域学校協働活動の具体例

協働防災訓練、登下校の見守り、

学習・部活動支援、自然体験活動、

放課後・土曜等における学習、

スポーツ活動、職場体験 等

一方的な活動だったものから、地域と学校が目標を共有して行

う連携・協働型の活動をめざしましょう。

説明 

承認 

鳥
取
県
教
育
委
員
会
作
成

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
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      学校運営協議会と地域学校協働本部を結ぶ 

地域連携担当（教職員）と地域学校協働活動推進員が設置されることで、学校運営協議会と

地域学校協働本部が連携を図りやすくなり、活動が活性化します。

 地域連携担当（教職員）と地域学校協働活動推進員の役割 

＜想定されるメンバー＞ 

地域学校協働活動推進員、PTA役員、 

公民館長、NPO、青年団、民生委員、 

スポーツ団体           等                 

 学校運営協議会と地域学校協働本部の構成員（仮） 

＜想定されるメンバー＞ 

地域学校協働活動推進員、ＰＴＡ関係者、 

地域住民、学識経験者、民生委員、 

当該校校長、地域連携担当（教職員） 等 

 実質的で活発な議論を通じて学校運営

協議会としての一定の方向性を決定でき

る程度の人数が必要です。 

 地域学校協働活動推進員とは、地域

住民と学校との情報共有や助言等を行

う者で、教育委員会が委嘱します。 

地域連携担当（教職員） 地域学校協働活動推進員 

○校内・学校間（校区間）・教育委員会との

連絡・調整

○校内教職員等のニーズの把握

○地域や保護者、関係機関との窓口 等

○地域住民と学校との情報共有

○協議結果に関する地域住民への情報提供

○地域ボランティアの募集・確保

○活動を行う地域住民への指導助言 等

連携を密に 

 地域連携担当（教職員）は、地域資源

を生かした学校活動、授業開発を進める

中核 

 地域学校協働活動推進員は、子どもの成

長に貢献する資源に関する情報を集め、地

域にその意義を伝える中核 

日頃から地域資源の開発を手掛けておくことで、豊富な学習機会が得られま

す。お互いに連絡を取り合いながら活動を進めていきましょう。

地域連携担当（教職員）と地域学校協働活動推進員は、情報を共有しながら連携を密にし、進め

ることが大切です。

ポイント② 

地域学校協働本部 学校運営協議会 

一体的に推進 

学校を含め、地域全体で子どもたちを育てていくというビジョンが大切です。

コミュニティ・スクール導入で期待できる効果 

 コミュニティ・スクール（ＣＳ）の取組 

＜鳥取市立南中学校区＞

南中学校区一斉あいさつデ―。 

毎月第一水曜日に行っています。 

＜鳥取市立米里小学校＞  ＣＳと地域学校協働本部が一体となり、学校と地域とが結

びついています。校務分掌の中にも地域連携担当を位置づ

け、活動がスムーズに進むよう取り組んでいます。 

東部地区の各学校でこんな取組をしています！ 

かけ算九九支援、通学路整備、地域文化継承、避難訓練、職場体験、ミシンボランティア、 

 クラブ活動、書道指導、音楽指導、地域歴史探訪のゲストティーチャー、調理実験補助 等

5年生を中心に地域の方と全校

で米作り。収穫祭も行います。 

見守り＆パトロール。地域主体で

子ども達を見守ります。 

放課後子供教室。地域の方に見

守られ、黙々と学習します。 

 校区学校運営協議会で、どのような子どもを育てるかを学

校と地域が共通理解し、ＣＳテーマを「凡事徹底～志を持つ

子を育てるために～」と設定。地域が学校運営を理解したう

えで活動を行っています。 

校区学校運営協議会。よりよ

い学校運営を考えます。 

＜地域＞ 

○子どもたちに積極的に声をかけたり、指導したりする場面が増加します。 

○学校任せにするのではなく、地域住民等が学校と共に対応策を考え、解決していきます。 

○学校が社会的なつながりを得られる場となり、地域のよりどころとなります。 

○学校の現状や運営方針について理解が深まり、地域が学校の応援団となります。 

＜学校＞ 

○多くの大人の専門性や地域の力を生かした学校運営や教育活動ができ、活気が出ます。 

○学校・家庭・地域の適切な役割分担で、教職員が子どもに向き合う時間の確保につながります。 

○地域住民等の考えや地域の特性を生かすことで、学校での学びがより豊かで広がりを持ちます。 

○地域と一緒に防災訓練を行うことができ、地域にも協力してもらうことができます。 

南中ＣＳの取組。育てた花を地

域の方へプレゼントします。 

学
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      学校運営協議会と地域学校協働本部を結ぶ 

地域連携担当（教職員）と地域学校協働活動推進員が設置されることで、学校運営協議会と

地域学校協働本部が連携を図りやすくなり、活動が活性化します。

 地域連携担当（教職員）と地域学校協働活動推進員の役割 

＜想定されるメンバー＞ 

地域学校協働活動推進員、PTA役員、 

公民館長、NPO、青年団、民生委員、 

スポーツ団体           等                 

 学校運営協議会と地域学校協働本部の構成員（仮） 

＜想定されるメンバー＞ 

地域学校協働活動推進員、ＰＴＡ関係者、 

地域住民、学識経験者、民生委員、 

当該校校長、地域連携担当（教職員） 等 

 実質的で活発な議論を通じて学校運営

協議会としての一定の方向性を決定でき

る程度の人数が必要です。 

 地域学校協働活動推進員とは、地域

住民と学校との情報共有や助言等を行

う者で、教育委員会が委嘱します。 

地域連携担当（教職員） 地域学校協働活動推進員 

○校内・学校間（校区間）・教育委員会との

連絡・調整

○校内教職員等のニーズの把握

○地域や保護者、関係機関との窓口 等

○地域住民と学校との情報共有

○協議結果に関する地域住民への情報提供

○地域ボランティアの募集・確保

○活動を行う地域住民への指導助言 等

連携を密に 

 地域連携担当（教職員）は、地域資源

を生かした学校活動、授業開発を進める

中核 

 地域学校協働活動推進員は、子どもの成

長に貢献する資源に関する情報を集め、地

域にその意義を伝える中核 

日頃から地域資源の開発を手掛けておくことで、豊富な学習機会が得られま

す。お互いに連絡を取り合いながら活動を進めていきましょう。

地域連携担当（教職員）と地域学校協働活動推進員は、情報を共有しながら連携を密にし、進め

ることが大切です。

ポイント② 

地域学校協働本部 学校運営協議会 

一体的に推進 

学校を含め、地域全体で子どもたちを育てていくというビジョンが大切です。

コミュニティ・スクール導入で期待できる効果 

 コミュニティ・スクール（ＣＳ）の取組 

＜鳥取市立南中学校区＞

南中学校区一斉あいさつデ―。 

毎月第一水曜日に行っています。 

＜鳥取市立米里小学校＞  ＣＳと地域学校協働本部が一体となり、学校と地域とが結

びついています。校務分掌の中にも地域連携担当を位置づ

け、活動がスムーズに進むよう取り組んでいます。 

東部地区の各学校でこんな取組をしています！ 

かけ算九九支援、通学路整備、地域文化継承、避難訓練、職場体験、ミシンボランティア、 

 クラブ活動、書道指導、音楽指導、地域歴史探訪のゲストティーチャー、調理実験補助 等

5年生を中心に地域の方と全校

で米作り。収穫祭も行います。 

見守り＆パトロール。地域主体で

子ども達を見守ります。 

放課後子供教室。地域の方に見

守られ、黙々と学習します。 

 校区学校運営協議会で、どのような子どもを育てるかを学

校と地域が共通理解し、ＣＳテーマを「凡事徹底～志を持つ

子を育てるために～」と設定。地域が学校運営を理解したう

えで活動を行っています。 

校区学校運営協議会。よりよ

い学校運営を考えます。 

＜地域＞ 

○子どもたちに積極的に声をかけたり、指導したりする場面が増加します。 

○学校任せにするのではなく、地域住民等が学校と共に対応策を考え、解決していきます。 

○学校が社会的なつながりを得られる場となり、地域のよりどころとなります。 

○学校の現状や運営方針について理解が深まり、地域が学校の応援団となります。 

＜学校＞ 

○多くの大人の専門性や地域の力を生かした学校運営や教育活動ができ、活気が出ます。 

○学校・家庭・地域の適切な役割分担で、教職員が子どもに向き合う時間の確保につながります。 

○地域住民等の考えや地域の特性を生かすことで、学校での学びがより豊かで広がりを持ちます。 

○地域と一緒に防災訓練を行うことができ、地域にも協力してもらうことができます。 

南中ＣＳの取組。育てた花を地

域の方へプレゼントします。 
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学年・学級懇談や研修会は情報共有の場です。教員だけでなく、保護者が主体的に参加し、
話し合うことが望まれます。お互いの意見を聞くことのできる充実した時間となるよう、参加
型の懇談会や研修会をしてみましょう。

 参加型で活性化 

こんなことを感じたら参加型に 

○懇談会や研修会等で意見が出ない。 

○積極的な話合いになっていない。 

○初めて同士緊張感が感じられる。 

○話を聞いてばかりで一方通行だと感じる。 

学校・家庭

・地域連携編

○たくさんの新たな情報を得ることができる。 

○楽しい雰囲気で話合いができる。 

○教員と保護者、保護者同士など横のつながり

を作ることができる。 

○悩みや疑問を解決することができる。 

○学級や学年、学校全体に活気が出る。 

困った時こそ参加型の研修会等が有効です。参加型のメリットを知り、充実した懇談会・研

修会にすることで、その後の活動も活性化します。

情報を集め、計画を立てる 

○事前に保護者の悩みなどを生活ノートやアンケート、他の教職員からの情報で把握する。                                    
○アンケートの結果等から、会で話し合うテーマを決める。 
○年度当初に会の年間計画を学級役員と相談して立てる。 

  保護者会の運営方法、テーマなど 
○アンケートの結果、資料等を作成する。  
  普段から積極的に保護者と話をしておく

と、保護者の関心事が分かります。 

会の案内を工夫する 

○お便りで会の案内をしましょう。テーマや
会の流れなど書いておくとよいでしょう。
会の名前を工夫するのも効果的です。 

 例：第１回学年懇談会「初めての○年保護  
   者サロン」のお知らせ             

 黒板には保
護者をもてな
す言葉を書い
ておきましょ
う。 

       懇談会・研修会活性化のコツ 

「参加してよかった」「また来てみたい」と思える懇談会・研修会にするには、準備が必要

です。会の目的に合わせて計画的に準備をしましょう。

アンケートは、負担の少ない簡単なものにしま

しょう。また、何についてのアンケートなのか、

テーマを書いておきましょう。 

＜アンケート例＞

ポイント① 

ポイント② 

〈写真：東部教育局主催

ワークショップより〉

○学校生活の写真や動画、児童の作品を自由に見られるようにしておく。 

  → 保護者同士の会話が弾み、担任も話しかけやすくなります。 

○一人ではなく、「みんなで考える」場作りを設定しておく。 

  → 教室等に入った時の雰囲気も大切です。机を合わせて、グ   

    ループを作っておくことで雰囲気もガラッと変わります。 

○話し合う前には、アイスブレイクで和やかな雰囲気にする。 

  → いきなりの話合いは緊張するものです。笑顔になれる活動を 

    やってみましょう。自己紹介では、名前だけでなく「子ども 

    が夢中になっていること」「苦手な食べ物」などを付け加え 

    ると共感を得られます。 

○話し合いやすいように、付箋やワークシート、模造

紙などを準備する。 

○会の前に、「参加」「尊重」「守秘」を確認する。 

  参加者の自己開示を促すきっかけづくりになります。 

○教員の話は、伝えたいことを絞って話す。 

  だらだらと長い話は、禁物です。伝えたいことはあらかじめ文章にま
とめておくとよいです。 

○教員自ら「傾聴する姿勢」を示す。 

  「うなずき」や「あいづち」の動作は相手によい印象を与えます。     

 どんな意見に対しても、尊重し受け入れる心持ちが大切です。     

○「話合いの流れ」を工夫する。 

  「個人」⇒「グループ」⇒「全体」 

○会の運営をコントロールする。 

  あらかじめ、話合い等の時間を設定しておくと会の
流れがスムーズになります。 

○託児教室を設ける。（宿題、映画鑑賞なども）○懇談会、研修会等の時間を短く設定する。 
○日程を工夫する。（例：給食試食会→懇談会、研修会→授業参観、発表会→研修会 等） 
○会の名前を工夫する。（○○サロン、◇◇お悩み教室 等） 

テーマを工夫する 

 １グループは、４
～６人程度の人数で
座れるように机を合
わせておきます。保
護者と一緒に会場設
営すると会話のきっ
かけとなります。 

 会を進めるにあたってファシリテーター（進行役）は重要なポイントです。保護者任せで 

はなく、慣れるまでは教員がしていきましょう。また、保護者が進行する場合は入念な打合せ 

や台本等があるといいでしょう。 

 ＜ファシリテーターの役割＞   

  ○会の進行   ○グループ編成の決定   ○オリエンテーション・アイスブレイク 

  ○適切なグループへの関わり（アイデアの引き出し役） 

  ○発表等に対する適切な助言   ○ワークショップのまとめ 

 保護者の関心の高いテーマにすると参加しようという意欲も湧きま

す。また、わかりやすいテーマの方が参加しやすくなります。 

例：「担任の思い・保護者の思い」「わが子の生活習慣、大丈夫？」 
  「子育てって」「子どもにとって本当に大切なものは」 

ファシリテーターを決める 

「とっとり子育て親育
ちプログラム」「人権
教育プログラム綴」を
参考にしましょう。

「参加」「尊重」「守秘」
とは・・・ 

○「参加」… 積極的

に参加する。でも、
どうしても参加
できない時は「パス」
もＯＫ。

○「尊重」… 参加者
一人一人の考えを
尊重する。

○「守秘」… 参加者の
個人的な情報は守る。 

より多くの保護者が参加できるための工夫 

話しやすい雰囲気作りを考える 

話合いのルールや流れを確認する 

〈写真：東部教育局主催

ワークショップより〉
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学年・学級懇談や研修会は情報共有の場です。教員だけでなく、保護者が主体的に参加し、
話し合うことが望まれます。お互いの意見を聞くことのできる充実した時間となるよう、参加
型の懇談会や研修会をしてみましょう。

 参加型で活性化 

こんなことを感じたら参加型に 

○懇談会や研修会等で意見が出ない。 

○積極的な話合いになっていない。 

○初めて同士緊張感が感じられる。 

○話を聞いてばかりで一方通行だと感じる。 

学校・家庭

・地域連携編

○たくさんの新たな情報を得ることができる。 

○楽しい雰囲気で話合いができる。 

○教員と保護者、保護者同士など横のつながり

を作ることができる。 

○悩みや疑問を解決することができる。 

○学級や学年、学校全体に活気が出る。 

困った時こそ参加型の研修会等が有効です。参加型のメリットを知り、充実した懇談会・研

修会にすることで、その後の活動も活性化します。

情報を集め、計画を立てる 

○事前に保護者の悩みなどを生活ノートやアンケート、他の教職員からの情報で把握する。                                    
○アンケートの結果等から、会で話し合うテーマを決める。 
○年度当初に会の年間計画を学級役員と相談して立てる。 

  保護者会の運営方法、テーマなど 
○アンケートの結果、資料等を作成する。  
  普段から積極的に保護者と話をしておく

と、保護者の関心事が分かります。 

会の案内を工夫する 

○お便りで会の案内をしましょう。テーマや
会の流れなど書いておくとよいでしょう。
会の名前を工夫するのも効果的です。 

 例：第１回学年懇談会「初めての○年保護  
   者サロン」のお知らせ             

 黒板には保
護者をもてな
す言葉を書い
ておきましょ
う。 

       懇談会・研修会活性化のコツ 

「参加してよかった」「また来てみたい」と思える懇談会・研修会にするには、準備が必要

です。会の目的に合わせて計画的に準備をしましょう。

アンケートは、負担の少ない簡単なものにしま

しょう。また、何についてのアンケートなのか、

テーマを書いておきましょう。 

＜アンケート例＞

ポイント① 

ポイント② 

〈写真：東部教育局主催

ワークショップより〉

○学校生活の写真や動画、児童の作品を自由に見られるようにしておく。 

  → 保護者同士の会話が弾み、担任も話しかけやすくなります。 

○一人ではなく、「みんなで考える」場作りを設定しておく。 

  → 教室等に入った時の雰囲気も大切です。机を合わせて、グ   

    ループを作っておくことで雰囲気もガラッと変わります。 

○話し合う前には、アイスブレイクで和やかな雰囲気にする。 

  → いきなりの話合いは緊張するものです。笑顔になれる活動を 

    やってみましょう。自己紹介では、名前だけでなく「子ども 

    が夢中になっていること」「苦手な食べ物」などを付け加え 

    ると共感を得られます。 

○話し合いやすいように、付箋やワークシート、模造

紙などを準備する。 

○会の前に、「参加」「尊重」「守秘」を確認する。 

  参加者の自己開示を促すきっかけづくりになります。 

○教員の話は、伝えたいことを絞って話す。 

  だらだらと長い話は、禁物です。伝えたいことはあらかじめ文章にま
とめておくとよいです。 

○教員自ら「傾聴する姿勢」を示す。 

  「うなずき」や「あいづち」の動作は相手によい印象を与えます。     

 どんな意見に対しても、尊重し受け入れる心持ちが大切です。     

○「話合いの流れ」を工夫する。 

  「個人」⇒「グループ」⇒「全体」 

○会の運営をコントロールする。 

  あらかじめ、話合い等の時間を設定しておくと会の
流れがスムーズになります。 

○託児教室を設ける。（宿題、映画鑑賞なども）○懇談会、研修会等の時間を短く設定する。 
○日程を工夫する。（例：給食試食会→懇談会、研修会→授業参観、発表会→研修会 等） 
○会の名前を工夫する。（○○サロン、◇◇お悩み教室 等） 

テーマを工夫する 

 １グループは、４
～６人程度の人数で
座れるように机を合
わせておきます。保
護者と一緒に会場設
営すると会話のきっ
かけとなります。 

 会を進めるにあたってファシリテーター（進行役）は重要なポイントです。保護者任せで 

はなく、慣れるまでは教員がしていきましょう。また、保護者が進行する場合は入念な打合せ 

や台本等があるといいでしょう。 

 ＜ファシリテーターの役割＞   

  ○会の進行   ○グループ編成の決定   ○オリエンテーション・アイスブレイク 

  ○適切なグループへの関わり（アイデアの引き出し役） 

  ○発表等に対する適切な助言   ○ワークショップのまとめ 

 保護者の関心の高いテーマにすると参加しようという意欲も湧きま

す。また、わかりやすいテーマの方が参加しやすくなります。 

例：「担任の思い・保護者の思い」「わが子の生活習慣、大丈夫？」 
  「子育てって」「子どもにとって本当に大切なものは」 

ファシリテーターを決める 

「とっとり子育て親育
ちプログラム」「人権
教育プログラム綴」を
参考にしましょう。

「参加」「尊重」「守秘」
とは・・・ 

○「参加」… 積極的

に参加する。でも、
どうしても参加
できない時は「パス」
もＯＫ。

○「尊重」… 参加者
一人一人の考えを
尊重する。

○「守秘」… 参加者の
個人的な情報は守る。 

より多くの保護者が参加できるための工夫 

話しやすい雰囲気作りを考える 

話合いのルールや流れを確認する 

〈写真：東部教育局主催

ワークショップより〉
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 活動を工夫して活性化 

効果的なアイスブレイクを取り入れる 

わたしは なあに？ 

 背中など本人に見えない所にものの名前を書いた紙を貼り、お互いに「Yse/No」で答えら
れる質問をし、背中に書かれているものの名前を当てます。質問する相手を変えながら自己紹
介もできます。正解した人から座っていく等、グループ作りにも活用できます。 

アイスブレイクにより緊張をほぐし、温かい雰囲気を作ることで話合い活動が活性化します。
緊張がほぐれなければ、２～３種類実施してもいいでしょう。

グループをつくるアイスブレイク例

・ねらいや活動内容を確認します。 

・簡単なゲームなどで、初対面の緊張を 

 ほぐし、気軽に思いや考えを話すこと 

 ができる雰囲気をつくります。 

導入
オリエンテーション・アイスブレイク  

（目的を共有し、雰囲気を和ませる） 

バースデーライン 

 ジェスチャーだけで、お互いの誕生日を確認し、１月１日生まれから１２月３１日生まれの順で並
びます。並んだ後に「１・２・３・４・５・１・２・３・４・５…」とグループの数と同じ番号を言
い、同じ番号の人でグループを作ることができます。 

簡単にできるアイスブレイク例

キャッチ 

 全員で輪になります。左手で筒を作るように軽く握ります。右手の人差し指を右隣の人の左
手の筒に上から入れます。ファシリテーターの「キャッチ」の合図で人差し指を筒から引き出
すと同時に左手は相手の人差し指を逃がさないように握ります。「キャベツ」「キャンプ」な
ど違う言葉を入れると楽しくなります。 

インパルス 

 みんなで手をつなぎます。スタートの人を決め、その人から右隣の人の手をギュッと握って
いきます。握られた人は隣の人の手を握っていき、次々と握手を送っていきます。スタートの
人に戻ってくるまでの時間を計ると楽しくなります。 

仲間さがし 

 ファシリテーターは、同じ仲間を探すキーワードを言います。
（生まれた月が同じ人、好きな動物等）ジェスチャーや口の動きだ
けで探してもらうと盛り上がります。できたグループごとに、どうい
う仲間か発表してもらいます。 

３０カウント 

 円になり、順番に３０まで数えるが、２のつく数字の時は声を出さずに手を打ちます。上手
になったら２と３のつく数字や3の倍数、4の倍数というようにしても楽しくなります。 

ワークショップとは、参加者が自ら参加・体験し、グループの相互作用の中で討議したり創

作したりする学びや創造のスタイルです。ワークショップでは「導入・展開・まとめ」の流れ

を確認し、会がスムーズに進むように活動内容を工夫することが大切です。

１グループは、通常

４～６人が適当です

が、そ の 後 の ワ ー ク

ショップの内容を考え

て、設定しましょう。

ポイント③ ・身近なテーマについて、グループで自分の 

 思いを意見交換します。 

・子育ての悩みや情報を共有しながら楽しく 

 話合いを進めます。 

アクティビティ       

（主たる活動） 展開

話合いのテーマに沿った活動を選択する 

主たる活動の例

活動の振り返りを行う 

○個人・グループでの振り返り 

 活動で気付いたことや学びをワークシートに記入して、グループ内で情報交換する。 

○全体での振り返りの共有 

 各グループの代表が発表し、全体で共有する。 

○進行役のまとめ 

 全体で共有した情報を踏まえ、意見をまとめたり、担任としての  

 思いを話したりして、家庭と学校が共に取り組んでいくことを  

 確認する。 

・活動で気付いたことを個人やグループで振り返りま   

 す。他の人の感想を聴くことにより、新たな気付きが生  

 まれます。 

・参加者同士の一体感も強くなり、ネットワークが生ま 

 れます。 

振り返り まとめ

多くの保護者に参加してもらえるような工夫を少しずつ取り入れることで会の雰囲気は変わ

ります。保護者が参加して良かったと思える懇談会や研修会にしていきましょう。 

 保護者の中には人前
で話すことが苦手な方
もあります。人前で発
言する機会は最低限に
しましょう。

〈写真：東部教育局主催

ワークショップより〉

ダイヤモンドランキング 

（例）「子どもにとって本当に大切なものは」 

①ブレインストーミングで、「子どもにとって大切なもの」を挙げて  

 いく。 

②出てきた意見の中から９つにまとめる。 

③９つの意見の中から順位付けをする。 

④１位と９位になったものを発表し、その理由も伝える。 

ワールドカフェ 

（例）「履歴書に必要なものは」 

①履歴書に書かれている項目を挙げる。 

②付箋に項目を書き、必要か必要ないかをグループで  

 相談しながら模造紙に貼っていく。 

③グループで一人残り、残りの人は他のグループの考 

 えを聞きに行く。（数回繰り返す） 

④元のグループに戻り、他のグループで出た意見を出  

 し合い、考えを深める。 
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 活動を工夫して活性化 

効果的なアイスブレイクを取り入れる 

わたしは なあに？ 

 背中など本人に見えない所にものの名前を書いた紙を貼り、お互いに「Yse/No」で答えら
れる質問をし、背中に書かれているものの名前を当てます。質問する相手を変えながら自己紹
介もできます。正解した人から座っていく等、グループ作りにも活用できます。 

アイスブレイクにより緊張をほぐし、温かい雰囲気を作ることで話合い活動が活性化します。
緊張がほぐれなければ、２～３種類実施してもいいでしょう。

グループをつくるアイスブレイク例

・ねらいや活動内容を確認します。 

・簡単なゲームなどで、初対面の緊張を 

 ほぐし、気軽に思いや考えを話すこと 

 ができる雰囲気をつくります。 

導入
オリエンテーション・アイスブレイク  

（目的を共有し、雰囲気を和ませる） 

バースデーライン 

 ジェスチャーだけで、お互いの誕生日を確認し、１月１日生まれから１２月３１日生まれの順で並
びます。並んだ後に「１・２・３・４・５・１・２・３・４・５…」とグループの数と同じ番号を言
い、同じ番号の人でグループを作ることができます。 

簡単にできるアイスブレイク例

キャッチ 

 全員で輪になります。左手で筒を作るように軽く握ります。右手の人差し指を右隣の人の左
手の筒に上から入れます。ファシリテーターの「キャッチ」の合図で人差し指を筒から引き出
すと同時に左手は相手の人差し指を逃がさないように握ります。「キャベツ」「キャンプ」な
ど違う言葉を入れると楽しくなります。 

インパルス 

 みんなで手をつなぎます。スタートの人を決め、その人から右隣の人の手をギュッと握って
いきます。握られた人は隣の人の手を握っていき、次々と握手を送っていきます。スタートの
人に戻ってくるまでの時間を計ると楽しくなります。 

仲間さがし 

 ファシリテーターは、同じ仲間を探すキーワードを言います。
（生まれた月が同じ人、好きな動物等）ジェスチャーや口の動きだ
けで探してもらうと盛り上がります。できたグループごとに、どうい
う仲間か発表してもらいます。 

３０カウント 

 円になり、順番に３０まで数えるが、２のつく数字の時は声を出さずに手を打ちます。上手
になったら２と３のつく数字や3の倍数、4の倍数というようにしても楽しくなります。 

ワークショップとは、参加者が自ら参加・体験し、グループの相互作用の中で討議したり創

作したりする学びや創造のスタイルです。ワークショップでは「導入・展開・まとめ」の流れ

を確認し、会がスムーズに進むように活動内容を工夫することが大切です。

１グループは、通常

４～６人が適当です

が、そ の 後 の ワ ー ク

ショップの内容を考え

て、設定しましょう。

ポイント③ ・身近なテーマについて、グループで自分の 

 思いを意見交換します。 

・子育ての悩みや情報を共有しながら楽しく 

 話合いを進めます。 

アクティビティ       

（主たる活動） 展開

話合いのテーマに沿った活動を選択する 

主たる活動の例

活動の振り返りを行う 

○個人・グループでの振り返り 

 活動で気付いたことや学びをワークシートに記入して、グループ内で情報交換する。 

○全体での振り返りの共有 

 各グループの代表が発表し、全体で共有する。 

○進行役のまとめ 

 全体で共有した情報を踏まえ、意見をまとめたり、担任としての  

 思いを話したりして、家庭と学校が共に取り組んでいくことを  

 確認する。 

・活動で気付いたことを個人やグループで振り返りま   

 す。他の人の感想を聴くことにより、新たな気付きが生  

 まれます。 

・参加者同士の一体感も強くなり、ネットワークが生ま 

 れます。 

振り返り まとめ

多くの保護者に参加してもらえるような工夫を少しずつ取り入れることで会の雰囲気は変わ

ります。保護者が参加して良かったと思える懇談会や研修会にしていきましょう。 

 保護者の中には人前
で話すことが苦手な方
もあります。人前で発
言する機会は最低限に
しましょう。

〈写真：東部教育局主催

ワークショップより〉

ダイヤモンドランキング 

（例）「子どもにとって本当に大切なものは」 

①ブレインストーミングで、「子どもにとって大切なもの」を挙げて  

 いく。 

②出てきた意見の中から９つにまとめる。 

③９つの意見の中から順位付けをする。 

④１位と９位になったものを発表し、その理由も伝える。 

ワールドカフェ 

（例）「履歴書に必要なものは」 

①履歴書に書かれている項目を挙げる。 

②付箋に項目を書き、必要か必要ないかをグループで  

 相談しながら模造紙に貼っていく。 

③グループで一人残り、残りの人は他のグループの考 

 えを聞きに行く。（数回繰り返す） 

④元のグループに戻り、他のグループで出た意見を出  

 し合い、考えを深める。 
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マンダラ    

参加型の校内研修は、個々の意見を取り上げていくことが容易で、教職員の研修意欲を高め

る方法の一つです。時期や目的に応じて選択し、組み合わせながら実施しましょう。 

マンダラとは一つの目標からそれを達

成するためにたくさんのアイデアを出し

ていく方法です。具体的な方策を考える

ことができます。 

進め方 

①中央に目標を書く。 

②中央の目標に対して、必要なことを周

りの８つの枠に書く。 

③出てきた８つのことについて、さらに

それぞれ８つの方策を書く。 

④方策を整理し、価値のある方策を選択

し、取り組む。 

みつばちワクワクカフェ 

  

 

 

 進め方 

 

 みつばちワクワクカフェとは、グループで出た問いを自分たちのグループ以外の人か

らアイデアをもらって解決していく手法です。他のグループに聞くことで、自分たちで

は思いつかなかったアイデアをもらうことができます。 

Ａグループ Ｂグループ

Ｃグループ Ｄグループ

 花びらになるように意見を書

き込む。グループが多ければ、

花びらを増やしてもＯＫ。 

一つのことについて８つ

のアイデアを出します。

夢の達成のために（例） 

Ｅグループの問

〈写真：東部教育局主催ワークショップより〉

①みつばち役になる順番を決める。 

②みつばち役はワークシート（模造紙）を持って他の 

 グループに移動し、自分のグループの問いを説明する。 

③話合いで出された意見をワークシート（模造紙）の余  

 白に書き込んでもらう。 

④みつばち役がグループに戻り、もらった意見を報告す 

 る。 

⑤みつばち役を交代し②③④を繰り返す。 

 （グループの数によってセット数を決める。） 

⑥終了後、他のグループのワークシート（模造紙）を見 

 て回り、なるほどと思う意見に「いいねシール」を貼 

 る。 

進め方 
 

 ダイヤモンドランキングとは、たくさんのアイデアや意見に順位をつけ、重要なもの

はどれかを話し合いながらまとめていく手法です。 

①議題について個人でアイデアを付箋に書く。 

②グループ内で一人ずつ思いを語りながら書いた付箋を出  

 し合う。出た意見を類型化して９つにまとめ、新たに９  

 つのカードに書き込む。 

③まとまった９つについて、グループごとに話し合いなが 

 ら、みんなが同意した優先順位に従って、最も重要な意 

 見を１つ、２番目に重要な意見を２つ、３番目を３つ、 

 ４番目を２つ、最も重要でない意見を１つ選んで右図の 

 ようにダイヤモンド型に並べる。 

④各グループの代表が、ランキング１位と最下位につい 

 て、どんな話合いの過程で決まったのか説明する。時間 

 があれば、グループ内で意見がまとまりにくかったカー 

 ドについても、その理由を説明する。

ダイヤモンドランキング 

最も重要

進め方 
 

 フィッシュボーン法とは、ある課題について原因や改善案を整理・可視化することに

よって、客観的に広い視野で捉え、よりよい方策を探索することができる手法です。 

①模造紙等に課題を分かりやすく書く。 

②矢印を書き、課題に対しての原因（アイデア）を 

 書き入れる。 

③②で考えた原因（アイデア）について、解決策 

 （アイデアの場合は実現するための方法）を書き 

 入れる。 

④解決策（アイデアを実現するための方法）を共有 

 する。 

※各原因ごとに解決策（アイデアを実現するための 

 方法）を1つ決め、取り組む等もできます。 

※個人・グループどちらでも活用することができま 

 す。

フィッシュボーン法 

（例） テ
ス
ト
で
ク
ラ
ス
の

平
均
点
を
上
げ
た
い

わかりやすい授業宿題の出し方

ノートの取り方

分かりやすい授業宿題の出し方

ノートの取り方

色使いの工夫

板書の工夫

授業との関連 発問の工夫

グループ学習

ポイント集の活用

10の視点確認

①

②

③

話合いの途中で出されたアイデアを

付け加えてもよい。

テ
ス
ト
で
ク
ラ
ス
の

平
均
点
を
上
げ
た
い

テ
ス
ト
で
ク
ラ
ス
の

平
均
点
を
上
げ
た
い

〈写真：東部教育局主催ワークショップより〉

①

② ②

③

④

③

④

③

⑤ 最も重要
でない
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参加型の校内研修は、個々の意見を取り上げていくことが容易で、教職員の研修意欲を高め

る方法の一つです。時期や目的に応じて選択し、組み合わせながら実施しましょう。 

マンダラとは一つの目標からそれを達

成するためにたくさんのアイデアを出し

ていく方法です。具体的な方策を考える

ことができます。 

進め方 

①中央に目標を書く。 

②中央の目標に対して、必要なことを周

りの８つの枠に書く。 

③出てきた８つのことについて、さらに

それぞれ８つの方策を書く。 

④方策を整理し、価値のある方策を選択

し、取り組む。 

みつばちワクワクカフェ 

  

 

 

 進め方 

 

 みつばちワクワクカフェとは、グループで出た問いを自分たちのグループ以外の人か

らアイデアをもらって解決していく手法です。他のグループに聞くことで、自分たちで

は思いつかなかったアイデアをもらうことができます。 

Ａグループ Ｂグループ

Ｃグループ Ｄグループ

 花びらになるように意見を書

き込む。グループが多ければ、

花びらを増やしてもＯＫ。 

一つのことについて８つ

のアイデアを出します。

夢の達成のために（例） 

Ｅグループの問

〈写真：東部教育局主催ワークショップより〉

①みつばち役になる順番を決める。 

②みつばち役はワークシート（模造紙）を持って他の 

 グループに移動し、自分のグループの問いを説明する。 

③話合いで出された意見をワークシート（模造紙）の余  

 白に書き込んでもらう。 

④みつばち役がグループに戻り、もらった意見を報告す 

 る。 

⑤みつばち役を交代し②③④を繰り返す。 

 （グループの数によってセット数を決める。） 

⑥終了後、他のグループのワークシート（模造紙）を見 

 て回り、なるほどと思う意見に「いいねシール」を貼 

 る。 

進め方 
 

 ダイヤモンドランキングとは、たくさんのアイデアや意見に順位をつけ、重要なもの

はどれかを話し合いながらまとめていく手法です。 

①議題について個人でアイデアを付箋に書く。 

②グループ内で一人ずつ思いを語りながら書いた付箋を出  

 し合う。出た意見を類型化して９つにまとめ、新たに９  

 つのカードに書き込む。 

③まとまった９つについて、グループごとに話し合いなが 
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 て、どんな話合いの過程で決まったのか説明する。時間 
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進め方 
 

 フィッシュボーン法とは、ある課題について原因や改善案を整理・可視化することに

よって、客観的に広い視野で捉え、よりよい方策を探索することができる手法です。 

①模造紙等に課題を分かりやすく書く。 

②矢印を書き、課題に対しての原因（アイデア）を 

 書き入れる。 

③②で考えた原因（アイデア）について、解決策 

 （アイデアの場合は実現するための方法）を書き 

 入れる。 

④解決策（アイデアを実現するための方法）を共有 

 する。 

※各原因ごとに解決策（アイデアを実現するための 

 方法）を1つ決め、取り組む等もできます。 

※個人・グループどちらでも活用することができま 
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〈写真：東部教育局主催ワークショップより〉

①
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④
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幼稚園教育要領

第１章 総則

第２ 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

３ 次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，第２章に示すねらい及び内容に基づく活動

全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園終了時の具体的な姿であり，教師が指導をする

際に考慮するものである。

健康な心と体

幼稚園生活の中で，充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ，見通し

をもって行動し，自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。

自立心

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で，しなければならないことを自覚し，自分の

力で行うために考えたり，工夫したりしながら，諦めずにやり遂げることで達成感を味わい，自信を

もって行動するようになる。

協同性

友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共有し，共通の目的の実現に向けて，考えたり，工夫

したり，協力したりし，充実感をもってやり遂げるようになる。

道徳性・規範意識の芽生え

友達と様々な体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，自分の行動を振り返ったり，

友達の気持ちに共感したりし，相手の立場に立って行動するようになる。また，きまりを守る必要性

が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり，守ったりす

るようになる。

社会生活との関わり

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに，地域の身近な人と触れ合う中で，人との様々な

関わり方に気付き，相手の気持ちを考えて関わり，自分が役に立つ喜びを感じ，地域に親しみをもつ

ようになる。また，幼稚園内外の様々な環境に関わる中で，遊びや生活に必要な情報を取り入れ，情

報に基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活用したりするなど，情報を役立てながら活動するよ

うになるとともに，公共の施設を大切に利用するなどして，社会とのつながりなどを意識するように

なる。 
(6) 思考力の芽生え

身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付いたりし，考えた

り，予想したり，工夫したりするなど，多様な関わりを楽しむようになる。また，友達の様々な考え

に触れる中で，自分と異なる考えがあることに気付き，自ら判断したり，考え直したりするなど，新

しい考えを生み出す喜びを味わいながら，自分の考えをよりよいものにするようになる。

(7) 自然との関わり・生命尊重 
自然に触れて感動する体験を通して，自然の変化などを感じ取り，好奇心や探究心をもって考え，

言葉などで表現しながら，身近な事象への関心が高まるとともに，自然への愛情や畏敬の念をもつよ

うになる。また，身近な動植物に心を動かされる中で，生命の不思議さや尊さに気付き，身近な動植

物への接し方を考え，命あるものとしていたわり，大切にする気持ちをもって関わるようになる。 
(8) 数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚 

遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験を重ねたり，標識や文字の役割に気

付いたりし，自らの必要感に基づきこれらを活用し，興味や関心，感覚をもつようになる。 
(9) 言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で，絵本や物語などに親しみながら，豊かな言葉や表現を身に付け，

経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり，相手の話を注意して聞いたりし，言葉による伝え

合いを楽しむようになる。 
(10) 豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き，

感じたことや考えたことを自分で表現したり，友達同士で表現する過程を楽しんだりし，表現する喜

びを味わい，意欲をもつようになる。 
 
同様の内容が、「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に記載されています。 
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お わ り に 
本ポイント集作成にあたり、東部５市町の多くの実践を御提供いただきました。これは、学習指

導要領等の改訂内容の周知と合わせて、各園・学校等における日々の先生方の熱意ある保育・授業

改善の取組・研修実践等を多くの方にお知らせし、共有したい、との願いがあったためです。 

今後、東部教育局では、本ポイント集を活用しながら、今後の保育・授業改善、園内・校内

研修に関わらせていただきたいと考えています。また、園・学校訪問等で、研究・研修の進捗

状況についてお聞きする際にも、本ポイント集を活用する予定にしています。 
各園・学校におかれましては、本ポイント集を御活用いただき、元気のでる園・学校づく

り、元気と笑顔あふれる子どもたちの育成を実践していただけることを願っています。 
今後も、園・学校に信頼される東部教育局となるよう、各園・学校・地域の実態やニーズに

応じた支援に取り組んでいきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

情報提供いただいた園・学校等 
 

貴重な実践事例・写真を御提供いただきありがとうございました。 

鳥取市立久松小学校 八頭町立郡家東小学校 認定こども園鳥取第二幼稚園 

鳥取市立醇風小学校 八頭町立郡家西小学校 認定こども園鳥取第三幼稚園 

鳥取市立修立小学校 八頭町立船岡小学校 認定こども園鳥取第四幼稚園 

鳥取市立日進小学校 八頭町立八東小学校 認定こども園鳥取第五幼稚園 

鳥取市立富桑小学校 若桜町立若桜学園小学校 認定こども園ひかりこども園 

鳥取市立美保小学校 智頭町立智頭小学校 鳥取市立美保保育園杉の子分園 

鳥取市立賀露小学校 鳥取大学附属小学校 鳥取市立みたから保育園 

鳥取市立倉田小学校 鳥取市立東中学校 鳥取市立千代保育園 

鳥取市立面影小学校 鳥取市立南中学校 鳥取市立湖南保育園 

鳥取市立米里小学校 鳥取市立桜ヶ丘中学校 鳥取市立浜村保育園 

鳥取市立津ノ井小学校 鳥取市立千代南中学校 鳥取市のぞみ保育園 

鳥取市立湖山西小学校 鳥取市立気高中学校 鳥取市かんろ保育園 

鳥取市立若葉台小学校 鳥取市立青谷中学校 鳥取市むつみ保育園 

鳥取市立河原第一小学校 八頭町立八頭中学校 鳥取市わかば保育園 

鳥取市立西郷小学校 鳥取市立福部未来学園 岩美町立浦富保育所 

鳥取市立散岐小学校 鳥取県立鳥取養護学校 八頭町立国中保育所 

鳥取市立浜村小学校 鳥取市立こじか幼稚園 八頭町立船岡保育所 

鳥取市立逢坂小学校 鳥取大学附属幼稚園 若桜町立わかさこども園 

鳥取市立青谷小学校 小さき花園幼稚園 智頭町立ちづ保育所 

岩美町立岩美南小学校 修立幼稚園 鳥取市健康こども部こども家庭課 

岩美町立岩美北小学校 認定こども園いなば幼稚園・いなば保育園 八頭町町民課 

岩美町立岩美西小学校 認定こども園鳥取第一幼稚園 社会福祉法人鳥取福祉会保育部 
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とっとり子育て親育ちプログラム 思春期編                   （平成 25年 鳥取県教育委員会） 

地域と共に創るとっとり人権教育事業で開発した人権教育プログラム綴（社会教育編） 

（平成 28年 鳥取県教育委員会） 

「平成 29年度小学校新学習指導要領ポイント総整理」総則・幼稚園  （平成 29年 東洋館出版社） 

「カリキュラム・マネジメント入門」                （平成 29年 東洋館出版社） 

「考え、議論する道徳を実現する！主体的・対話的で深い学びの視点から」 （平成 29年 図書文化） 

 
 
 
 
 

 




